
〇〇安全管理の対象、項目等

１　学校環境の安全管理

（１）校舎内・園舎内の安全管理

（２）校舎外・園舎外の安全管理

（３）防災に関わる安全管理

（４）防犯（児童生徒等の安全確保）に関わる安全管理

２　学校生活の安全管理

（１）休み時間

（２）各教科等の学習時間

（３）校外活動・園外保育、クラブ活動等・学校行事の活動等

（４）学校給食の時間

（５）清掃活動等作業時

３　通学の安全管理

（１）通学路の設定（通学路の条件）

（２）通学路の安全確保（安全確保のための方策）

（３）自転車、二輪車、自動車（定時制高校等における）通学
の安全確保上の留意点

別　表
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安全管理の対象、項目等

1　学校環境の安全管理

（１）校舎内・園舎内の安全管理
対　象 項　目

教室・保育室 ・	遊具の破損、整理状態
・	エアコン等による温度管理（熱中症等予防のため）
・	電源や電気製品等の安全
・	床や腰板の状態（滑りやすさ、破損など）
・	くぎやびょうなどの突起物
・	教室の窓枠・ガラス等の破損
・	窓からの転落の危険性（構造上の問題として）、足がかりの有無
・	出入口の扉における危険の有無
・	戸棚、ロッカーの転倒・移動防止の有無
・	机、戸棚、その他の備品の配置
・	机、いすの破損
・	施錠、錠の故障の有無
・	ピアノの安全管理（固定状態、蓋の開閉状態など）　など
※よく使われるので、状態の変化に留意する。
※地震による転倒防止については、「（3）防災に関わる安全管理」を参照。

廊下、テラス、階段、
昇降口、ベランダ、
非常階段

・	廊下の窓枠・ガラス等の破損
・	フェンスの破損や劣化
・	廊下、階段、昇降口やベランダなどの不要物品の有無
・	雨天時の滑りやすさ
・	飛び出しや衝突しやすい場所での注意
・	廊下の手洗い台の窓の開閉の確認　など
※よく使われるので、状態の変化に留意する。
※多数の児童生徒等が同時に使用することによる危険性や、周囲の危険物の有無
にも留意する。

便所、水飲み場 ・	滑りやすさ（水飲み場、洗口場、手洗い場など）
・	ドアの開閉、水飲み場の高さ　など

屋上、バルコニー ・	フェンスの高さ、足がかりの有無
・	床やフェンス、トップライト（天窓）などの破損や劣化
・	出入口の施錠　など
※使用状況に応じて管理する。

学校給食の調理室 ・	施設や設備等の危険性（事故防止、火災防止などの観点から）
・	エアコン等による温度管理（熱中症等予防のため）
・	電源や電気製品・ガスなどの安全　など
※衛生管理担当者と連携して行う。

特別教室など
（理科室、技術室、家庭
科室、美術室、パソコン
ルーム、保健室、図書室）

・	実験用、実習用の薬品や危険物の保管・管理・廃棄方法
・	エアコン等による温度管理（熱中症等予防のため）
・	保健室の薬品の保管・管理・廃棄方法
・	ガス、火気（バーナー）などの安全装置の作動性
・	危険標識等の整備
・	刃物類の管理
・	ガラス片の散乱等
・	出入口の施錠
・	災害用備蓄物の管理
・	パソコン利用に関わる情報の管理
・	電源や電気製品等の安全と保守点検の仕方
・	図書室の本棚や窓からの転落の予防措置　など
※一般教室に準じた安全管理にも留意する。

体育館・遊戯室 ・	体育館の天井のひび割れや照明器具の変形等の異常
・	エアコン等による温度管理（熱中症等予防のため）
・	床板や壁面（ステージを含む）の破損
・	電源等の安全
・	体育施設や体育用具の破損や劣化
・	机、テーブル、いすなど備品の破損
・	大型遊具、楽器等の整理状態
・	ピアノの安全管理（固定状態、蓋の開閉状態など）
・	取付け口や固定口の破損や劣化
・	時計、照明器具、スピーカー等の落下防止　など

校舎・園舎等の外壁 ・	校舎等の外壁や庇の亀裂や剥落の危険性
・	表面仕上げ材の浮きや剥落の危険性
・	雨どいの破損　など

※点検には「学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック（改訂版）」を参考。
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（２）校舎外・園舎外の安全管理
対　象 項　目

校地、園庭、運動場等 ・	砂場における危険物の有無
・	校門等の施錠、錠の故障の有無、かぎの管理
・	地面の勾配や凹凸
・	地面の排水状態
・	危険物（ガラス、石、くぎなど）の有無
・	ブロック塀、フェンスや外壁 ( 特にブロック塀 ) と、その支柱やひびの破損や
劣化

・	部外者や動物の進入の有無
・	植生（目の高さの枝）　など
※児童生徒等が最も活発に活動を行い、休み時間、クラブ活動など自由に遊べ
る場所であることに留意する。

遊具、体育等の固定施設・
移動施設

・	遊具・固定施設 : 鉄棒、ブランコ、滑り台、ジャングルジム、バックネット、
防球ネットやその支柱などの破損や劣化、周囲の状態、設置状態、掲揚塔の破
損や劣化など

・	移動施設：サッカー、バスケットボール、ハンドボールなどのゴールポストの
固定の状態、テント、展示物の破損や劣化、風雨等の自然環境の影響

・	突起物・突出物への配慮　など
※移動施設は、移動後の固定状況についても点検する。
※「都市公園における遊具の安全確保に関する指針（改訂版）」（国土交通省）
を参考。

運動用具等の倉庫 ・	倉庫や用具室の整理・整とん
・	倉庫の施錠、錠の故障、かぎの管理
・	石灰の保管状況や取扱い方
・	用器具等の保管状況や利用法
・	児童生徒等の出入りの管理　など
※用具の撤収や収納の際のけがにも留意する。
※石灰による角膜損傷や目につきにくい倉庫内でのけがにも留意する。

プール ・	浄化・消毒装置、シャワー、洗眼器などの作動性
・	浄化・消毒装置、シャワー、洗眼器などの利用法
・	プールヘの危険物や異物などの混入
・	プールの排（環）水口の蓋等の固定
・	プールサイドやプール周辺の危険性 ( 床面の熱さや滑りやすさ )
・	出入口等の施錠
・	プールの消毒薬の保管状況や取扱い方
・	連絡用電話の接続状況　など

足洗い場 ・	洗い場における危険物の有無
・	周囲における障害物の有無
・	滑りやすさ
・	排水状態　など
※多数の児童生徒等が同時に使用することによる危険性に留意する。

農場、飼育場 ・	建物の壁、板面の破損や劣化
・	柵やフェンスの破損や劣化
・	農機具等の整備
・	飼育場や倉庫の整理・整とん
・	出入口等の施錠　など
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（３）防災に関わる安全管理
対　象 項　目

避難関連事項 ・	避難経路における障害物の有無
・	防火用水、消火器、消火栓、防火シャッター、防火用扉などの作動性
・	防災施設や設備等の周辺の障害物の有無
・	自動火災報知設備や緊急放送設備などの作動性
・	通電火災等を防止するため避難時に操作するブレーカーの位置の確認
・	避難器具の点検
・	非常口の明示
・	発火しやすい薬品や灯油の安全な保管
・	災害の状況、避難方法、避難経路等に関する関係機関との連絡体制、連絡機能
・	停電時の備え（ラジオ、メガホン等）　など
※防火用水での水の事故、防火用扉・防火シャッターの誤動作などの危険性に
留意する。
※教職員が設備や器具を操作できるようにする。必要時には、点検等に校外の
専門家・団体に、協力を求める。

転倒、落下等の防止 ・	戸棚、テレビ、パソコン、ピアノ、工作機械、実験器具、時計、掲示物、置物　
など

・	廊下：棚、掲示物、額　など
※施設や器具等の転倒・落下防止のための固定状況に留意する。

（４）防犯（児童生徒等の安全確保）に関わる安全管理

ア　学校において取り組むべきこと
対　象 項　目

日常の安全確保 〔教職員の共通理解と校内体制〕
・	児童生徒等に関する教職員の共通理解と意識の高揚
・	危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）の作成や校内体制の整備
・	登下校時を含めた校門の門扉の安全確認　など
〔来訪者の確認〕
・	学校への来訪者の案内・指示、誘導、入口や受付の明示
・	敷地や校舎への入口等の管理
・	来訪者への声かけや名札等による識別　など
〔不審者情報に係る関係機関等との連携〕
・	学校周辺や地域の不審者情報に係る関係機関等との連携、近接する学校等間の
情報提供体制の整備　など

〔始業前や放課後等における安全確保の体制〕
・	始業前や放課後等における教職員の校内巡回等の実施　など
〔授業中や昼休み等における安全確保の体制〕
・	授業中や昼休み等における教職員の校内巡回等の実施　など
〔校外学習や学校行事における安全確保〕
・	校外学習や学校行事での綿密な計画の作成と安全の確認
・	児童生徒等への事前の安全指導の十分な実施
・	緊急事態が発生した場合の連絡方法等の確立　など
〔安全に配慮した学校開放〕
・	開放部分と非開放部分との区別の明確化と不審者の侵入防止策（施錠等）の実施
・	保護者や地域住民による学校支援の安全ボランティア等の積極的な協力の推進
・	地域学校安全委員会の設置と充実　など
〔学校施設面における安全確保〕
・	校門、囲障、外灯、校舎の窓・出入口等の破損、施錠の状況の点検・補修
・	警報装置、防犯監視システム、通報機器を設置している場合の作動状況の点検、
警察や警備会社等との連絡・通報体制の整備

・	電源や電気製品等の安全
・	死角の原因となる立木等の障害物の有無、隣接建物等からの侵入の可能性の確
認と対策の実施　など
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対　象 項　目
緊急時の安全確保 〔不審者情報がある場合の連絡等の体制〕

・	警察へのパトロール等の要請など速やかな連携
・	緊急時の登下校の方法についての対応方針の策定
・	保護者や地域住民、学校支援の安全ボランティア等の学校内外の巡回等の協力
体制の整備及び情報の共有　など

〔不審者の侵入など緊急時の体制〕
・	校長、副校長又は他の教職員への情報伝達、児童生徒等への注意喚起、避難誘
導等に速やかに対応できる体制の確立

・	警察、消防署等の関係機関や教育委員会への通報・連絡体制の整備
・	緊急時に備えた教職員による安全確保の訓練や児童生徒等の避難訓練等の実施
・	警備員等を配置している場合、巡回パトロールの効果的な実施と速やかな対応
ができる体制の整備　など

〔緊急時の安全確保の対応〕
・	学校の危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に基づいた、チェックや
対応　など

イ　家庭や地域社会の協力を得て取り組むべきこと
対　象 項　目

日常の安全確保 〔家庭への働きかけ〕
・	不審者情報の警察や学校等への速やかな伝達、危険な場所の確認や屋外での行
動の注意事項の家庭での話合い　など

〔学校外の安全確保のための地域の関係団体における取組〕
・	ＰＴＡ、自治会、地域防犯協会、青少年教育団体、地域安全ボランティア団体
等の協力を得た上での、学区内の危険箇所の点検や「声かけ運動」等の取組　
など

〔登下校時、授業中、学校開放時等における安全確保のための地域の関係団体の
取組〕
・	登下校時、授業中、学校開放時等における安全確保のための関係団体との連携・
協力の下での巡回指導等の取組の実施

・	「子供 110 番の家」等の地域のボランティアの体制の整備・充実　など
緊急時の安全確保 〔不審者の情報がある場合の取組体制の整備〕

・	ＰＴＡ、自治会、地域防犯協会、青少年教育団体の協力を得た上での、各家庭
への注意喚起、授業中や放課後等における学校内や周辺、学区内の巡回指導、
集団登下校への同伴などの取組体制の整備

・	学校や関係機関等からの注意依頼の文書等の各家庭への配布や地域での掲示、
電話、メールの配信等、速やかな周知体制の整備　など
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2　学校生活の安全管理

（１）休み時間
対　象 項　目

校舎内での活動 ・	遊具や施設の安全な利用法
・	遊び等における行動の危険性
・	児童生徒等が使っている道具や遊具等の危険性
・	（禁止されている物や危険な物の使用）など

運動場・園庭、体育館等
での活動全般

・	飼育動物の安全な扱い方
・	光化学スモッグや熱中症等の予防
・	運動や遊びの種類と場所の危険性
・	球技場所の制限
・	運動や遊びをしている児童生徒等と他の児童生徒等との間の危険性
・	休み時間から学習時間に移るときの児童生徒等の行動
・	人目につきにくい場所での児童生徒等の行動
・	新しく流行している遊びの危険性
・	危険な動物・植物（うるし等）への注意　など

運動場・園庭、体育館等
での固定施設・移動施設
の利用

・	利用の仕方の危険性（無理な利用、誤った利用）
・	固定施設や移動施設の近くにいる児童生徒等の危険性　など

粗暴な行動 ・	児童生徒等の個々の特性や相互の人間関係の把握
・	粗暴な言動、悪ふざけ、こぜりあいなど暴力の前兆の有無
・	発生時の対応策　など

（２）各教科等の学習時間
対　象 項　目

始業前・学習前 ・	児童生徒等の心身の健康状態の把握
・	児童生徒等などの服装
・	学習中に予想される危険に対する準備（予防策、発生時の対処策、児童生徒等
への周知）など

施設・用具などの使用 ・	施設、用具、教材・教具の整備
・	施設や用具等の扱い方に関する児童生徒等の理解
・	施設や用具等の扱い方における危険性
・	電源や電気製品等の安全など

個別的配慮 ・	使用法の習熟に懸念のある児童生徒等の把握
・	当日の心身の健康状態や情緒の安定に対する配慮　など

（３）校外活動・園外保育、クラブ活動等・学校行事の活動等
対　象 項　目

一般的安全管理 ・	活動場所やその経路に関する事前の実地調査
・	校外活動における道中での児童生徒等の行動
・	参加した児童生徒等の人数の把握
・	学年、体力、技術等に差がある児童生徒等がともに活動することの無理や危険性
・	児童生徒等が自主的に行うことに対する安全管理上の配慮（最低限の管理の徹
底、児童生徒等の自己管理の活用等）　など

状況に応じた安全管理 ・	活動の場所、時刻・時間等における無理や危険性
・	児童生徒等の心身の健康状態の把握
・	自然環境の状態の把握（天候、温度、湿度、明るさ等：傷害防止及び光化学ス
モッグによる健康被害や熱中症の防止の観点から）

・	活動している児童生徒等同士の間の危険性　など
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（４）学校給食の時間
対　象 項　目

準備時 ・	検食による異物等の確認
・	アレルギー対応の確認 ( 名前と除去食・代替品 )
・	食物アレルギーについての情報共有
・	給食当番の服装　など

調理室からの受け渡し時 ・	調理室の窓口前における危険の有無など
・	アレルギー対応の確認 ( 名前と除去食・代替品 )
・	食缶、食器の受渡し、コンテナ移動などの際の危険の有無　など

運搬時 ・	運搬の方法における危険の有無
・	運搬の経路における危険の有無　など

配膳時 ・	配膳時の取扱い ( アレルギー対応の確認 ) など
食事時 ・	誤嚥や異物等の誤飲　など

（５）清掃活動等作業時
対　象 項　目

作業者の行動など ・	遊びやふざけ等の危険な行動の有無
・	道具や用具の使い方（洗剤なども）
・	作業時の服装
・	肥料や薬剤の扱い方（換気なども含む）
・	作業の方法や手順などにおける危険の有無　など

場や周囲との関連 ・	作業している場所及びその周辺の危険性の有無
・	作業している児童生徒等同士の間の危険性　など



「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育

— 122 —

別
　
表

3　通学の安全管理

（１）通学路の設定（通学路の条件）
対　象 項　目

交通安全の観点 ・	道路横断の回数が少ない
・	横断箇所に横断歩道、信号機が設置されたり、警察官、交通安全指導員、地域
ボランティア、保護者等の誘導が行われたりしている

・	横断箇所に駐車車両や渋滞車両がない
・	できるだけ歩車道の区別がある
・	歩車道の区別がない場合、交通量（自転車も含む）が多い、車両の走行スピー
ドが速い、大型車両の往来がある、路側帯が狭い（通行する児童生徒等と車両
が接近する）などの道路は避ける

・	遮断機のない無人踏切を避ける
・	見通しが悪い、頻繁に車両が右左折する、車両の複雑な動きがある交差点は避
ける

・	沿道施設へ出入りする車両が、歩道や路側帯を横切る箇所はできるだけ避ける
・	交通事故が頻繁に発生している道路、重大な交通事故の発生が想定される道路
や交差点は避ける

・	ガードレールが未整備の歩道は避ける
・	交差点で右折する自動車、左折する自動車に歩行者が巻き込まれないよう、右
折・左折専用の信号機が設置されている

・	登下校の時間帯にごみ収集車や荷物搬入の大型車両など、特定の車両の出入り
や通行量が増加する場所は避ける

・	安全に待機できるスペースが確保されていない交差点は避ける
・	歩車道の区別がなく、時間帯、天候などにより駐車車両の縦列が予想される道
路は避ける

生活安全の観点 ・	過去に不審者が出没した箇所、あるいはその可能性が高い箇所は避ける
・	人通りの少ない、街路灯が設置されていない道路は避ける
・	近くに廃屋がある、不審な駐車車両が頻繁に停車している道路は避ける
・	警察や地域住民等から、犯罪が起こる可能性が高いと指摘された箇所は避ける
・	緊急時に児童生徒等が駆け込める「子供 110 番の家」「コンビニエンスストア」
等が複数存在する道路を選ぶ

・	防犯カメラなど防犯設備が整備された道路を選ぶ
・	地下道は避ける
・	季節の変化により植物等が繁茂することで死角が発生する可能性の高い箇所は
避ける

災害安全の観点 ・	大雨時に氾濫が想定されている河川や用水路沿いの道路は避ける
・	地震発生時に、ブロック塀の倒壊、外壁の落下等が想定される道路は避ける
・	大雨や地震発生時に、土砂崩れ等の災害が想定されている箇所は避ける
・	その他、災害発生時に被害が想定される箇所は避ける
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（２）通学路の安全確保（安全確保のための方策）
対　象 項　目

全てに関わる方策 ・	児童生徒等一人一人の通学方法を把握する
・	集団登下校における集合場所の危険性を日常的に確認する
・	集団で登下校する適切な人数構成などについて、児童生徒等や地域の実態を踏
まえ年度が始まる前に協議する

・	学校行事や部活動等で登下校の時刻が変更された場合、見守り体制の連携など
保護者、地域と情報共有するなど児童生徒等の安全確保（交通事情や防犯等へ
の配慮）について慎重に検討する

・	関係機関、専門家、保護者、地域関係者等が加わる地域の連携の場（通学路安
全推進協議会、地域学校安全委員会、学校安全委員会など）を設置し、通学路
の安全性を点検し、改善方策を協議する組織体制を整える

・	定期的に、あるいは必要に応じて（障害物の放置、工事状況、催し物の実施等）、
通学路を実際に歩くことで点検をする

・	交通量の多い地域での対処（登校時間帯における車両進入禁止区分等の設定）
について事前に協議する

・	交通安全、防犯、防災の視点から、通学路の危険箇所を抽出する。その際、教
職員、児童生徒等、保護者、地域から提供される情報や、過去の事件事故災害
等の情報を参考にする

・	教職員、児童生徒等、保護者、地域関係者が協力して、危険箇所を示したハザー
ドマップを作成し、安全管理・安全教育に活用する

・	危険箇所の具体的な状況を分析することで、事件・事故、災害により起こり得
る被害を想定し、関係行政機関を含め関係者間で情報共有するとともに改善方
策を提案する

・	危険箇所の分析に基づき、又は児童生徒等の実情に応じて、通学路の変更等の
対応をとる

・	必要に応じて、児童生徒等へ登下校の指導を行い、注意を喚起する
・	危険箇所については、保護者へ情報提供するとともに、児童生徒等にも周知する
・	特に危険な箇所では、警察官、交通安全指導員、地域ボランティア、保護者等
による誘導、指示、巡回を行うとともに、交通安全や犯罪防止のために必要な
設備等の設置を要請する

・	児童生徒等に対して自己管理の下、安全に行動することを周知徹底する
・	就学初年度早期に交通安全に関わる指導を実践する

交通安全に関わる方策 ・	通学路の標示や標識、注意喚起や安全行動を促す標示類を適切な箇所に設置する
・	場所や状況により交通規制を要請する
・	道路の新設等で、通学環境が変わる場合、事前に交通事故の危険性をアセスメ
ントし、対応策を講じる

・	警察からの交通事故に関する情報（発生箇所、事故状況など）を適宜入手し、
安全管理・安全教育に活用する

・	定期的に児童生徒等の通学の様子を観察し、環境改善や安全指導上の課題を抽
出する

・	万一、児童生徒等が交通事故の被害者・加害者になった場合の危機管理体制を
整えておく

・	万一、児童生徒等が交通事故の被害者・加害者になった場合の対処について、
児童生徒等に対して指導する（警察への通報、相手車両ナンバーの把握など）

・	自家用車で子供を送迎する保護者へ、児童生徒等の安全確保について協力を依
頼する
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対　象 項　目
防犯に関わる方策 ・	登下校時の緊急の際の避難場所となる「子供 110 番の家」等の役割や場所につ

いて児童生徒等へ事前に周知する
・	登下校時等の緊急事態発生の具体的な対処法（大声を出す、防犯ブザーを鳴ら
す、逃げる等）について、児童生徒等に指導する

・	不審者情報が入った場合は、早急に関係者間で共有するとともに、保護者や児
童生徒等に対しても情報を周知する

・	防犯上の緊急事態が発生した場合の登下校の対応について、危機管理体制を整
えておく

・	スクールバス利用時も家からバス停までの区間（一人になる場面）の安全につ
いても確認する

防災に関わる方策 ・	気象情報や災害情報を入手する
・	地震、津波、大雨（雪）、洪水、土砂崩れ、噴火などによる災害発生時の登下
校の状況に応じた対応（臨時休校、保護者の同伴登下校、教職員の引率、登下
校時刻や通学順路の変更など）について、危機管理体制を整えておく

・	ハザードマップを参考に、通学路の防災上の危険箇所を把握しておき、緊急時
の登下校の判断、引渡し、バス送迎等の対応について体制を整えておく

・	登下校中に大地震が発生した場合の適切な対応について、事前にシミュレー
ションするなどして児童生徒等と確認しておく

登下校中の交通機関利用
に関わる方策

・	バス、電車等の利用者に対する安全確保に努める適切な行動について周知する
また、特に高齢者、幼児、障害のある人へ配慮することも周知する

・	乗降時や乗車中、降車後の横断や移動など安全行動について事前に指導学習を
する

（３）自転車、二輪車、自動車（定時制高校等における）通学の安全確保上の留意点
対　象 項　目

通学 ・	自転車、二輪車、自動車通学に関するきまり等の設定を明確にして周知する
点検、駐車 ・	登下校時の歩行者と車両（自転車、二輪車、自動車）の混雑や交錯（駐車場や

経路等の調整）について注意喚起する
・	定期的な点検と不良箇所の修理を指示する
・	車両（自転車、二輪車、自動車）置き場の使用法（使用場所や禁止場所の遵守、
整理など）について周知する

登下校中における乗車時
の行動

交通規則を遵守することを周知する上で、通学中の状況により特に周知、注意喚
起が必要とされる主な項目
＜共通項目＞
・	安全運転の励行（スピード抑制、交差点での安全確認など）を徹底する
・	悪天候、濃霧、薄暮などの交通環境の変化に対処した安全な走行を心掛けるよ
う注意喚起をする

・	歩行者、特に高齢者、幼児、障害のある人、及び自転車、他の車両などへの配
慮と安全確保に努めるよう周知する
＜自転車通学＞
・	ヘルメットの着用を周知する
・	雨天時の服装（雨具の着用、傘さし運転の禁止）を周知する
・	防犯登録、保険への加入状況を確認する
・	降雪時・降雪後の運転の禁止
・	交通法規・自転車安全利用五則を遵守することを周知する（左側通行、歩行者
優先、無灯火や二人乗りの禁止等）
＜二輪車、自動車通学＞
・	ヘルメットやシートベルトの着用を周知する
・	保険への加入を確認する
・	交通法規を遵守することを周知する



〇〇　学校安全計画例

〇〇　安全に関する指導の内容例

〇〇　安全点検表の一例

〇〇　学校保健安全法、学校保健法施行規則（抄）

〇〇　幼稚園教育要領（抄）

〇〇　小学校学習指導要領（抄）

〇〇　中学校学習指導要領（抄）

〇〇　高等学校学習指導要領（抄）

〇〇　特別支援学校学習指導要領（抄）

〇〇　第２次学校安全の推進に関する計画（通知・概要）

付　録
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学校安全計画例（幼稚園）
月 4 5 6 7・8 9

安
　
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育

生
　
　
活
　
　
安
　
　
全

〇〇園内の安全な生活の
仕方
・	遊びの場や遊具（固
定遊具を含む）、用具
の使い方・小動物の
かかわり方
・	困ったときの対応の
仕方

※５歳児：新しく使える
遊具や用具、場所の
使い方
〇〇子供 110 番の家

〇〇園内の安全な生活の
仕方
・	生活や遊びの中で必
要な道具や用具の使
い方（いす、はさみ、
ステープラー、スコッ
プ、箸等）
・	けがや不調なときの
対応
・	小動物の世話の仕方
・	通園バスの乗り降りの
仕方や待ち方の約束
〇〇集団で行動するとき
の約束
・	一人で行動しない

・	雨の日の安全な生活
の仕方
・	雨具の扱い方、始末
の仕方
・	廊下、室内は走らない
〇〇水遊びのきまりや約束
・	準備体操
・	プールでの約束
〇〇家に帰ってから
・	知らない人について
いかない
・	「いかのおすし」の約
束を知る

〇〇水遊びのきまりや約束
・	準備体操
・	プールでの約束
〇〇暑い日の過ごし方
・	熱中症予防の水分補給
・	遊び場や遊び方、休息
〇〇夏季休業中の生活に
ついて（安全で楽し
い過ごし方）
・	花火の遊び方
・	外出時の約束
・	一人で遊ばない

〇〇生活のリズムを整え、
楽しく安全な生活
・	登降園時の約束、遊
具・用具、固定遊具
の安全な使い方
〇〇水遊びのきまりや約束
・	準備体操
・	プールでの約束
〇〇戸外で体を十分動か
して遊ぶ
〇〇集団で行動するとき
の約束
・	集合の合図・友達と
の歩行

交
　
　
通
　
　
安
　
　
全

〇〇安全な登降園の仕方
・	初歩的な交通安全の
約束(親子で手をつな
ぐ)
・	自転車登降園での約束
〇〇園外保育での安全な
歩き方
・	並ぶ、間隔を空けな
い等

〇〇道路の安全な歩き方
・	標識、標示（とまれ
・	等）の意味
・	安全確認（両足をそ
ろえる、左右を見る）
の仕方
〇〇親子路上安全教室

〇〇雨の日の安全な歩行
の仕方
・	傘の持ち方
〇〇園外保育での安全な
歩き方
〇〇乗り物に関する約束
・	車中での過ごし方

〇〇交通安全に関する約
束を再確認
・	飛び出し
・	道路では遊ばない
・	自転車に乗るときの約
束（保護者の付き添い）
・	自動車の前後の横断

〇〇遠足・園外保育での
交通安全
・	道の端を歩く
・	ふざけながら歩かな
い

災
　
　
害
　
　
安
　
　
全

〇〇避難（防災）訓練の
意味や必要性
・	教職員など大人の指
示に従う
〇〇避難の仕方
・	避難訓練の合図（サ
イレン、放送・緊急
地震速報等）
・	「おかしも」の約束
・	防災頭巾等のかぶり方

〈火災：サイレン、放送
で伝達〉
※３・４歳児：集合場面
・	火災時は靴を履きか
えない

※５歳児：自由に活動し
ている場面
・	教職員の指示を聞い
ての避難

〈地震 : サイレン、放送、
緊急地震速報で伝達〉
〇〇地震のときの避難の
仕方
・	頭を守る
・	机の下に潜り、脚を持つ
・	避難時は靴を履く（火
災と同様に上履きで
の避難）
・	「おはしも」の徹底

〈火災：火災報知機・放
送にて伝達〉
〇〇放送・教職員の指示
を聞き、避難
・	非常用滑り台で避難
・	ハンカチを鼻、口に当
てる、煙が発生した
場合は低くして避難
・	持っているものは置
いて避難

〈地震・警戒宣言発令〉
〇〇大地震が起きたとき
の避難の仕方 ( 幼・小・
中合同訓練 )
・	保育室にて保護者へ
の引渡し訓練（保護
者は徒歩）
・	家庭で地震が起こっ
た場合の対処の仕方

行　事
入園式 園外保育・遠足 園外保育・遠足

プール開き
終業式
夏祭り
夏季休業日

始業式、プール納め
園外保育・遠足

安
　
全
　
管
　
理

〇〇安全点検表の作成
〇〇園内外の環境の点検、
整備、清掃
〇〇保育室の遊具、用具
の点検、整備、清掃

〇〇園外保育・遠足等の
目的地の実地踏査
〇〇消防署の指導により
教職員の通報訓練、初
期消火訓練

〇〇幼児の動線を考え、室
内での安全な遊びの
場づくりの工夫
〇〇プールの清掃、水遊
びの遊具、用具の安
全点検

〇〇熱中症予防のための
冷房や換気の活用
〇〇夏季休業中は園舎内外
の施設、設備の見回
り
〇〇新学期が始まる前に、
保育室内外の清掃、遊
具、用具の安全点検

〇〇使い慣れた遊具、場
所の安全指導の徹底
〇〇危険な行動に対する、
教職員同士の共通理
解、指導の徹底

学
校
安
全
に
関
す
る
組
織
活
動
（
研
修
を
含
む
）

〇〇保護者会、園だより
で周知
・	園生活を安全に過ご
すためのきまり、約
束を連絡（登降園の
仕方、園児引渡しの
仕方、一斉メールに
よる連絡の仕方、出
欠の連絡、けがや病
気に関する連絡方法、
災害時の対応）
・	通園状況の把握

〇〇春の交通安全運動
〇〇遊具の安全点検の仕
方に関する研修

〇〇保護者会、園だより
で周知
・	定期健康診断の結果
連絡、健康で安全な
生活についての意識
の高揚
・	一斉メールを使った
練習
・	路上での実際指導
・	光化学スモッグ警報
発令時の対応の仕方
を連絡

〇〇心肺蘇生法（ＡＥＤ
を含む）の研修

〇〇保護者会、園だより
で周知
・	水遊びのための健康
管理
・	夏の生活で必要な安全
（雨天時の歩行、登降
園時に親子で注意、熱
中症への配慮）
・	登降園時の落雷や集中
豪雨等の自然災害へ
の対応
〇〇幼児の交通事故の現状
（警察署から講義）

〇〇保護者会、園だより
で周知
・	警察署より交通安全
及び防犯（誘拐）に
ついて講話
・	夏季休業中の過ごし方
（健康生活、落雷、台
風などの気象災害へ
の配慮事項の確認）
・	地域が行っている防
犯パトロールについ
ての情報交換
〇〇不審者との具体的な
対応の仕方やいろい
ろな道具の使い方（警
察署から実際指導）

〇〇保護者会、園だより
で周知
・	通園路を見直し、安
全な通路、危険な場
所の確認
・	生活リズムの調整、体
調への十分な配慮を
依頼
・	避難に関する情報発
令時の避難行動、引
取り訓練
・	台風等の暴風雨時の
対応について
〇〇秋の交通安全運動
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10 11 12 1 2・3
〇〇様々な遊具の安全な使
い方、遊び方
・	ボール（蹴る、投げる等）
の遊び方
・	縄跳びの縄の扱い
※５歳児：後に使う人の
安全を考えた片付け方
〇〇集団で行動するときの
約束
・	教職員の指示を聞き、
自分から気を付ける

〇〇様々な遊具や用具の安
全な使い方、片付け方
・	目打ち、段ボールカッ
ター等
〇〇不審者対応
・	不審者が園に侵入した
ときの避難の仕方
〇〇集団で行動するときの
約束
・	教職員の指示を聞き、
自分から気を付ける

〇〇体を動かして遊ぶ・室
内にこもらず、戸外で
遊ぶ
〇〇危険につながる服装
〇〇冬の健康な遊び方、安
全な行動の仕方
〇〇誘拐の防止
〇〇暖房機の危険性、安全
に関する約束
〇〇冬季休業中の生活につ
いて ( 安全で楽しい過ご
し方 )

〇〇進んで体を動かし、安
全で活発な行動
・	室内にこもらず、戸外
で活動
〇〇園生活に必要な約束や
きまりを自分から気付
き、守る
〇〇暖房機の危険性、安全
に関する約束
〇〇雪の日の安全な遊び方、
身支度の仕方

〇〇自分の身の回りの安全
に自ら気付き、判断し
行動する
・	担任以外の教職員の指示
〇〇異年齢の交流場面での
安全に関する自主的な
約束の確認
〇〇暖房機の危険性、安全
に関する約束
〇〇雪の日の安全な遊び方、
身支度の仕方

〇〇信号の正しい見方
・	点滅しているときの判
断の仕方、適切な行動
〇〇警察の指導による交通
安全
・	安全な登降園の仕方、
自転車の乗り降りの仕
方、道路の渡り方
〇〇バスの中の安全な過ご
し方

〇〇登降園時、園外保育・
遠足の交通ルールを自
分から気を付け、守る
・	自分の耳と目で確かめ
る習慣
〇〇電車の乗り降り、車中
の安全な過ごし方

〇〇様々な状況、場面での
交通ルール
・	道路の横断
・	駐車中の自動車の前後
の横断
・	信号が点滅しているとき
の行動の仕方など

〇〇様々な状況、場面で、
自分で判断する
・	自分の耳と目で確かめ
る習慣
・	交通量の多い道路での
歩行、横断
〇〇寒い日の安全な歩き方
・	雪や凍結している道の
安全な歩行
・	寒い日の安全な身支度

〇〇交通安全のために、自
分で判断して行動する

※５歳児：小学校付近の
道路の危険な場所、安
全な歩行の仕方

〈火災：肉声で通報〉
〇〇「火事だ」の声による通
知、速やかな避難行動
・	周囲の状況、そばにい
る教職員の指示
・	第二次避難場所まで避
難

〈地震・津波：サイレン、
放送で伝達〉
〇〇大きな揺れが続いてい
るとき
・	頭を守る、危険のない
場所
・	指示があるまで動かな
い等

※５歳児：起震車により大
地震の揺れを体験、地
震のときの基本動作（親
子で体験）

〈地震・津波火災発生：サ
イレン、放送、緊急地震
速報で伝達〉
〇〇第三次避難場所へ避難
・	防災頭巾等をかぶって
の安全な歩行

〈火災：園児に予告なし〉
〇〇周囲の状況、放送やそ
ばにいる教職員の指示
〇〇消防署から指導
・	火災の怖さ、火事発見
時の適切な行動

〈地震・火災：幼児・教職
員ともに予告なし〉
〇〇大きな揺れが続いてい
るときの自分の身の守
り方

運動会園外保育
・	園外保育・遠足（バス）

園外保育・遠足 終業式
冬季休業日

始業式
園外保育（凧上げ）

終業式

〇〇戸外での遊び、遊びの
場、幼児の遊びの動線
への配慮
〇〇園外保育・遠足を利用
し、信号機の見方、道
路の歩き方等の体験的
な指導

〇〇電車を使っての遠足で
は、使用する駅のホー
ムの状況も含めて遠足
の実地踏査

〇〇暖房設備の点検、使用
するための準備

〇〇室内での遊び、狭い遊
び場での安全管理・教
職員同士の連携・調整
〇〇暖房の温度、室内の換
気に留意
〇〇戸外での遊びの奨励
〇〇教職員の消火訓練（消
防署の指導）
〇〇積雪時の園庭、園舎の
安全確認

〇〇１年間の安全点検の評
価・反省
〇〇次年度の防災組織等の
再編成

〇〇保護者会、園だよりで
周知
・	戸外での活動、徒歩で
の通園などへの協力依
頼（ノー自転車デー）
・	警察の指導により、登
降園の様子、幼児が自
分で判断し、安全な歩
行の仕方を身に付ける
ための指導協力
・	消火、通報訓練（消防
署による指導）

〇〇保護者会、園だよりで
周知
・	消防署の指導（起震車
での地震体験）
〇〇不審者への対応に関する
実技研修

〇〇保護者会、園だよりで
周知
・	冬休み中の健康で安全
な生活について
・	年末年始の地域の防犯、
防災活動に関心をもち、
幼児に伝える

〇〇保護者会、園だよりで
周知
・	登降園時の安全、大地
震発生時の避難場所、
連絡方法などを再確認
・	降雪時の登降園時の歩
行、身支度などへの配
慮について連絡と協力
依頼

〇〇保護者会、園だよりで
周知
・	就学に向けての心構え
（危険な道路、場所、安
全な交通行動等に関す
る指導）休み中の生活
〇〇園内事故等発生状況と
安全措置に関する研修

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各園において
は、それぞれの教育目標や幼児の実態を踏まえたうえで、幼稚園教育要領をもとに必要な内容を記載してください。
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学校安全計画例（小学校）	 ※学級活動の欄　　◎…１単位時間程度の指導　　・…短い時間の指導

項目� 月 4 5 6 7・8 9

月　の　重　点 通学路を正しく歩こう 安全に休み時間を過
ごそう

梅雨時の安全な生活
をしよう

自転車のきまりを守
ろう

けがをしないように
運動をしよう

道　徳 規則尊重 生命の尊重 思いやり・親切 勤勉努力 明朗誠実

安
　
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育

生　活
・	遊具の正しい使い方
・	校内探検
・	廊下の歩き方、安全

な校内での過ごし方

・	地域巡り、野外観察
の交通安全

・	活動に使用する用具
等の安全な使い方

・	通学路の様子、安全
を守っている人々の
働き

・	虫探し・お店探検時
の交通安全

・	はさみの使い方

社　会
・	我が国の国土と自然

環境（５）
・	地域の安全を守る

働き（消防署や警
察署）（３）

・	自然災害と人々を
守 る 行 政 の 働 き

（４）

・	地域に起こる自然
災害と日頃の備え

（４）

・	国土の保全と国民
生活（自然条件と
災害の種類や発生
の位置や時期）（５）

理　科

・	天気の変化
・	ガスバーナーの使い

方など正しい加熱、
燃焼や気体の発生
実験

・	カバーガラス、スラ
イドガラス、フラス
コなどガラス実験器
具の使い方

・	雨水の行方と地面の
様子

・	実験・観察器具の正
しい使い方

・	夜間観察の安全 ・	天気の変化と災害

図　工 ・	ハサミ・カッター・ナイフ・糸のこぎり・金づち・釘抜き・彫刻刀・ペンチ等の用具、針金・竹ひご・細木、

家　庭 ・	針、はさみの使い方
・	用具の個数確認

・	アイロン等の熱源用
具の安全な取扱い

・	食品の取扱い方 ・	包丁の使い方
・	調理台の整理整頓

・	実習時の安全な服装

体　育
・	固定施設の使い方
・	運動する場の安全

確認

・	集団演技、行動時の
安全

・	水泳前の健康観察
・	水泳時の安全

・	鉄棒運動の安全

総合的な
学習の時間

「○○大好き～町たんけん」（３年）「交通安全ポスターづくり」（４年）

学
　
　
級
　
　
活
　
　
動

低学年

・	通学路の確認
◎◎安全な登下校

・	安全な給食配膳
・	子供110番の家の場所

・	休み時間の約束
◎◎防犯避難訓練の参
加の仕方

・	遠足時の安全
・	運動時の約束

・	雨天時の約束
◎◎プールの約束

・	誘拐から身を守る

・	夏休みの約束
◎◎自転車乗車時の約束

・	落雷の危険

◎◎校庭や屋上の使い方
のきまり

・	運動時の約束

中学年

・	通学路の確認
◎◎安全な登下校

・	安全な清掃活動
・	誘拐の起こる場所

・	休み時間の安全
◎◎防犯避難訓練への
積極的な参加

・	遠足時の安全
・	運動時の約束

◎◎防犯教室（３年生）

・	雨天時の安全な過ご
し方
◎◎安全なプールの利
用の仕方

・	防犯にかかわる人
たち

・	夏休みの安全な過ご
し方

・	自転車乗車時のき
まり

・	落雷の危険

◎◎校庭や屋上の使い方
のきまり

・	運動時の安全な服装

高学年

・	通学路の確認
◎◎安全な登下校

・	安全な委員会活動
・	交通事故から身を

守る
◎◎身の回りの犯罪

・	休み時間の事故と
けが
◎◎防犯避難訓練の意
義

・	交通機関利用時の
安全

・	雨天時の事故とけが
◎◎救急法と着衣泳

・	自分自身で身を守る
◎◎防犯教室（４、５、
６年生）

・	夏休みの事故と防
止策

・	自転車の点検と整
備の仕方

・	落雷の危険

◎◎校庭や屋上で起こる
事故の防止策

・	運動時の事故とけが

児童会活動等
・	新1年生を迎える会 ・	児童総会

・	クラブ活動、委員会
・	活動開始

・	児童集会
・	地域児童会集会

主な学校行事等
・	入学式
・	健康診断
・	交通安全運動

・	運動会・遠足
・	避難訓練（不審者）

・	自然教室
・	集団下校訓練（大雨

等）
・	プール開き

・	交通安全運動
・	総合防災訓練（地震

→引渡し）

安
　
全
　
管
　
理

対　人　管　理

・	安全な通学の仕方
・	固定施設遊具の安

全な使い方

・	安全のきまりの設定
・	電車・バスの安全

な待ち方及び乗降
の仕方

・	プールでの安全の
きまりの確認

・	自転車乗車時のき
まり、点検・整備

・	校舎内での安全な
過ごし方

・	校庭や屋上での安
全な過ごし方

対　物　管　理
・	通学路の安全確認
・	避難経路の確認
・	安全点検計画

・	諸設備の点検及び
整備

・	学校環境の安全点
検及び整備

・	夏季休業前や夏季
休業中の校舎内外
の点検

・	校庭や屋上など校舎
外の整備

学校安全に関する
組織活動

（保護者、地域、関係
機関等との連携）

・	登下校時、春の交通
安全運動期間の街頭
指導（保護者等との
連携）

・	校外における児童の
安全行動把握、情報
交換

・	地域ぐるみの学校安
全推進委員会

・	学区危険箇所点検

・	地域パトロール意見
交換会

・	登下校時、秋の交通
安全運動期間の街頭
指導地域パトロール

（保護者等の連携）

研　修

・	通学路の状況と安全
上の課題

・	防犯に関する研修
（緊急時の校内連絡
体制マニュアルの
点検）

・	熱中症予防と発生時
の対応

・	安全教育に係るカリ
キュラム・マネジメ
ントの考え方

・	応急手当（止血等、
心肺蘇生とＡＥＤを
含む）研修（ＰＴＡ
と連携）

・	遊具等の安全点検
方法等

・	防災に関する研修
（訓練時）
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１０ １１ １２ １ ２ ３

乗り物の乗り降りに
気をつけよう

けがをしないように
運動をしよう

安全な冬の生活をし
よう

災害から身を守ろう 道路標識を守ろう 安全な生活ができる
ようにしよう

思いやり・親切 家庭愛 勇気 勤勉努力 節度節制 愛校心
・	竹ひご、つまようじ、

きりの使い方
・	郵便局見学時の安全 ・	はさみ、ステープラ

の使い方
・	はさみの使い方 ・	昔遊びの安全な行

い方
・	移植ごての使い方

・	自然災害からの復旧・
復興（６）

・	薬品の正しい使用・
管理・廃棄

・	流れる水の働き
・	河川の働きと水害
・	ポリ袋、ゴム風船

の使い方

・	土地のつくりと変
化

・	（地震・津波・火山
活動と災害）

・	鏡、凸レンズ、ガラ
ス器具の使い方

・	夜間観察の安全 ・	試験管、ビーカー、
フラスコ、ガラス管
の使い方

接着剤・ニス等の造形活動で使用する材料や用具等の安全な扱い方
・	熱湯の安全な取扱

い方
・	ミシンの使い方 ・	油の安全な取扱い方 ・	食品の取扱い方 ・	包丁の使い方 ・	実習時の安全な服装

・	用具操作の安全 ・	けがの防止（保健） ・	ボール運動時の安全 ・	持久走時の安全 ・	跳躍運動時の安全 ・	器械運動時の安全

「安全マップづくり」（５年）「社会の一員として活動しよう」（６年）

◎◎乗り物の安全な乗り
降りの仕方

・	廊下の安全な歩行の
仕方

◎◎誘拐防止教室
・	安全な登下校

安全な服装
◎◎冬休みの安全な過ご
し方

◎◎「おかしも」の約束
・	危ないものを見つけ

たとき

◎◎身近な道路標識
・	暖房器具の安全な

使用

・	1年間の反省
◎◎けがをしないために

◎◎車内での安全な過ご
し方

・	校庭・遊具の安全
な遊び方

◎◎校庭や屋上の使い方
のきまり

・	安全な登下校

◎◎冬休みの安全な過ご
し方

・	凍結路の安全な歩
き方

・	「おかしも」の約束
◎◎安全な身支度

◎◎自転車に関係のある
道路標識

・	暖房器具の安全な
使用

・	1年間の反省
◎◎けがをしやすい時
間と場所

◎◎乗車時の事故とけが
・	校庭・遊具の安全

点検

◎◎校庭や屋上で起こる
事故の防止策

・	安全な登下校

◎◎冬休み中の事故や
けが

・	凍結路の安全な歩
き方

◎◎災害時の携行品
・	安全な身支度、衣服

の調節

◎◎交通ルール
・	暖房器具の安全な

使用

・	1年間の反省
◎◎けがの種類と応急
処置

・	児童集会

・	修学旅行 ・	収穫祭、音楽発表会 ・	避難訓練（火災） ・	学習発表会 ・	ありがとう集会
・	（地域の見守り隊等）
・	避難訓練（地震）

・	卒業式

・	校外学習時の道路
の歩き方

・	電車・バスの安全
な待ち方及び乗降
の仕方

・	安全な登下校 ・	凍結路や雪道の歩
き方

・	災害時の身の安全
の守り方

・	道路標識の種類と
意味

・	1年間の評価と反省

・	駅・バス停周辺の
安全確認

・	通学路の確認 ・	校内危険箇所の点検 ・	防 災 用 具 の 点 検・
整備

・	学区内の安全施設
の確認

・	通学路の安全確認
・	安 全 点 検 の 評 価・

反省
・	学校安全委員会
　（学校保健委員会）

・	地域教育会議 ・	年末年始の交通安
全運動の啓発

・	地域パトロール意
見交換会

・	学校安全委員会
　（学校保健委員会）

・	地域ぐるみの学校
安全推進委員会

・	校内事故等発生状況
と安全措置に関する
研修

・	学校安全における
先進的な実践校の
視察

・	防災に関する研修
（訓練時）

・	各種訓練結果の検証
と各マニュアルの
見直し

・	災害共済給付、交通
事故の事例等から
指導のポイント分析

・	安全教育の指導計画
作成に向けた考え方

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校におい
ては、それぞれの教育目標や児童の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。
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学校安全計画例（中学校）	 ※学級活動の欄　　◎…１単位時間程度の指導　　・…短い時間の指導

項目� 月 4 5 6 7・8 9

月　の　重　点
安全な登下校ができ
るようになろう

けがのない体育祭に
しよう

梅雨期を安全に過ご
そう

熱中症に気を付けよ
う

過去の災害を知り、災
害に備えた生活をし
よう

道　徳 生命の尊さ よりよい学校生活、
集団生活の充実

自主・自立、自由と
責任

遵法精神、公徳心 郷土の伝統と文化の尊
重、郷土を愛する態度

安
　
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育

社　会
日本の様々な地域（地域調査）
・	防災を視点とした地域調査

理　科

・	理科室における一
般的注意
・	実験時の危険防止
とふさわしい服装

・	薬品やガラス器具
の使い方
・	加熱器具の使い方
・	備品の点検整備

・	薬品の保管・廃棄
等

・	薬品検査
・	野外調査・天体観
察の留意点

・	自主研究の実験場
の注意
・	電気についての知識

美　術
・	美術室の備品と安
全な行動

・	備品の点検整備 ・	彫刻刀の正しい使
い方

・	ニードル等の道具
の使用の注意
・	備品検査

・	版画用プレス機の
使い方

体育分野
・	集団行動様式の徹
底
・	施錠や用具の使い方

・	自己の体力を知る
（体力テストの実施）

・	水泳の安全な行い
方と事故防止

・	陸上運動の適切な
場所の使い方と安
全な行い方

保健分野
・	交通事故や自然災
害などによる傷害
の発生要因

・	熱中症予防

技術・家庭

・	施設・設備の使用
上の注意
・	作業場所の確保

・	安全、適切な制作
・	金属材料の性質と
切断

・	工作加工機械や工
具の安全や点検

・	切断切削加工時の
安全
・	備品の点検整備

・	工作機械の安全な
利用

・	実習室の使用上の
注意

・	ガスコンロの使い方
・	換気、ゴム管の点検

・	調理実習における
注意

・	備品の点検整備 ・	電気機器の安全な利
用
・	食生活と健康

実験、実習
を伴う教科

・	実験に使用する加熱器具やガラス器具等の安全な使い方、薬品の安全な取扱いと適正な保管・廃棄
・	造形活動や加工、調理等の各種作業で使用する機械や工具、電気、ガス製品の安全な利用と整備点検

総合的な
学習の時間

〈活動例〉「わが町の交通安全対策調べ」「学区安全マップづくり」「災害とまちづくり・くにづくり」など

学
　
　
級
　
　
活
　
　
動

第 1学年

・	通学路の確認
・	部活動での安全
・	自分でできる安全
点検
◎◎犯罪被害の防止や
通報の仕方

・	体育祭の取組と安全
◎◎災害時の安全な避
難の仕方と日常の
備え
・	清掃方法を確認し
よう

・	雨天時の校舎内で
の過ごし方
・	校内での事故と安
全な生活
◎◎水泳、水の事故と
安全

・	落雷の危険や風水害
・	自分の健康チェック
◎◎夏休みの生活設計
と安全（防犯）
・	プール・海・川等
の水難事故防止

◎◎地震の危険
・	市総合体育大会と
安全

第２学年

・	通学路の確認
・	自分でできる安全
点検
◎◎犯罪被害の防止や
通報の仕方

・	体育祭の取組と安
全
◎◎交通事故防止を考
えよう

・	雨天時の校舎内で
の過ごし方
◎◎水泳、水の事故と
安全

・	自分の健康チェック
◎◎夏休みの生活設計
と安全（防犯）
・	プール・海・川等
の水難事故防止

◎◎地震の危険と避難
・	市総合体育大会と
安全

第３学年

◎◎犯罪被害の防止や
通報の仕方
・	登下校の安全
・	自分でできる安全
点検

・	体育祭準備
◎◎心の安定と事故

◎◎水泳、水の事故と
安全
◎◎修学旅行と安全

・	自分の健康チェック
◎◎夏休みの生活設計
と安全（防犯）
◎◎プール・海・川等
の水難事故防止

◎◎地震の危険と避難
・	市総合体育大会と
安全

生徒会活動 ・	部活動紹介 ・	体育祭
・	校内安全点検活動

・	生徒会総会
・	中体連壮行会

・	球技大会

主な学校行事等
・	学校説明会
・	交通安全運動
・	避難訓練（地震）

・	新体力テスト
・	体育祭

・	修学旅行
・	避難訓練（不審者）
・	心肺蘇生法講習会

・	夏の交通安全運動 ・	避難訓練（地震→
引渡し）
・	秋の交通安全運動

部　活　動 ・	活動ガイダンス
・	練習の進め方指導

・	部活動保護者会 ・	熱中症予防指導

安
　
全
　
管
　
理

対　人　管　理
・	通学方法の決定
・	安全のきまりの設定
（校則の確認・周知）

・	身体の安全につい
て及びけがの予防

・	校舎内の安全な過
ごし方
・	プールにおける安
全な活動

・	自己点検のポイント
・	救急体制の見直し
・	夏季休業中の部活動
・	での安全と対応

・	身体の安全につい
て及びけがの予防

対　物　管　理
・	通学路の確認 ・	運動場など校舎外

の整備
・	安全点検年間計画、
点検方法の確認

・	学校環境の安全点
検及び整備（階段・
廊下・プール）

・	夏季休業前や夏季
休業中の校舎内外
の点検

・	諸設備の点検及び
整備

学校安全に関する
組織活動

（研修を含む）

・	春の交通安全運動
期間の啓発活動、
街頭指導
・	学区危険箇所点検
・	危機管理体制に関
する研修

・	校外における生徒の
安全行動把握、情報
交換
・	熱中症予防に関する
研修

・	学校安全に関する
協議会
・	心肺蘇生法（ＡＥＤ）
研修・防犯に関する
研修（マニュアル
の確認）

・	地域パトロール
・	学 校 が避難所に
なった場合の市職
員や自主防災組織
との話し合い等

・	防災の日
・	秋の交通安全運動
の啓発と街頭指導
・	防災に関する研修
（避難訓練）
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１０ １１ １２ １ ２ ３

交通法規を理解し守
れるようになろう

危険を予測し、安全な
生活ができるようにな
ろう

安全な地域づくりに
貢献できるようにな
ろう

厳冬期を安全に過ごそ
う

事故や災害を乗り越え
た人の生き方について学
ぼう

新生活に向けて安全な
生活ができるようにな
ろう

我が国の伝統と文化の
尊重、国を愛する態度

国際理解、国際貢献 社会参画、公共の精神 家族愛、家庭生活の充
実

感動、畏敬の念 よりよく生きる喜び

日本の地域的特色と地域区分
・	地形や気候の特色、国土の特色
・	自然災害と防災への取組

現代日本の特色（情報化）
・	災害時における防災情報の発信・活用

・	電気器具の使い方 大地の成り立ちと変化
・	火山活動と火成岩
・	火山災害

・	地震の伝わり方と
地球内部の働き

（地震・津波発生のメ
カニズム等）

・	自然の恵みと火山
災害、地震災害

天気とその変化
・	気象観測
・	天気の変化
・	日本の天気と気象
災害への備え

・	自然の恵みと気象
災害
・	地域の自然災害

・	小型ナイフの使い方 ・	打ち出し用具の使い
方

・	塗装の際の一般的
注意

・	カッター、はさみ、
コンパス等の使用
上の注意

・	絵の具、用具の保
管や管理の指導

・	教室での一般的諸
注意
・	器具、用具の点検

・	器械運動における
段階的な練習と適
切な補助の仕方

・	長距離走における
健康状態の把握と
個人の体力にあっ
たペース配分

・	武道における場所、
用具の適切な使い方
と手入れ（禁じ技
など）

・	サッカーにおける
適切な用具、場所の
使い方（ゴールの運
搬や固定の仕方等）

・	バスケットボール
における適切なルー
ルやマナーの徹底、
ゲームの安全

・	器具、用具の点検
・	備品整理

・	交通事故や自然災
害などによる傷害
の発生要因

・	交通事故などによ
る傷害の防止

・	自然災害による傷
害の防止

・	応急手当

・	塗装時の換気や火気 ・	暖房と換気について
・	床に落ちているも
のの危険性

・	屋内配線と家庭電
気の安全な利用

・	電子機器の利用と
安全（はんだ付け
による火傷の注意）

・	加熱と漏電
・	電気製品製作上の
安全配慮

・	器具点検整備

・	自然災害に備えた
住空間の整え方

・	幼児や高齢者等と
の交流についての
注意

・	衣服製作について
の一般的注意
・	裁縫用具の適切な管
理

・	アイロン、ミシン
の適切な使い方

・	備品の点検整備 ・	備品検査

　
※定期的な備品検査（台帳管理）

・	文化祭の準備と安全
◎◎交通法規の意義と
安全

・	自分の健康チェック
（持久走大会と安全）

・	冬休みの生活設計
と安全
・	火気の注意
◎◎災害への備えと協力
（地域の一員として）

自転車の安全で正し
い利用
◎◎交通事故の加害と
被害
・	ボランティア活動
の意義の理解と参加

・	施設の安全な利用
◎◎降雪時の安全
・	けがの発生状況と
その防止

・	1年間の反省
・	球技大会や3年生を
送る会での安全

◎◎部 活動の安全と
リーダーの役割
・	文化祭の準備と安全

・	自分の健康チェック
（・持久走大会と安全）

・	冬休みの生活設計
と安全
・	火気の注意
◎◎災害への備えと協力
（地域の一員として）

◎◎交通事故の加害と
被害
・	ボランティア活動
の意義の理解と参加

◎◎降雪時の安全
・	けがの発生状況と
その防止

・	1年間の反省
・	球技大会や3年生を
送る会での安全

・	◎交通事故の原因
と事故の特性

・	自分の健康チェック
（・持久走大会と安全）

・	冬休みの生活設計
と安全
・	火気の注意
◎◎災害への備えと協力
（地域の一員として）

◎◎交通事故の加害と
被害
・	ボランティア活動
の意義の理解と参加

◎◎降雪時の安全
・	けがの発生状況と
その防止

・	1年間の反省
・	球技大会や3年生を
送る会での安全

学校、教室環境の整備
修繕（奉仕活動）

・	文化祭
・	市総体壮行会

・	市駅伝大会壮行会 ・	ボランティア活動
などの社会参加

・	生徒会総会 ・	球技大会
・	３年生を送る会

・	文化祭 ・	持久走大会 ・	防災訓練と防災学
習

・	自然教室

・	冬季に多い傷害予防

・	文化祭の準備と安全 ・	携帯電話・パソコ
ンの安全な使い方

・	避難時の約束につ
いて

・	自転車の正しい利
用と危険防止

・	施設・設備等の安
全な使い方につい
て

・	1年間の人的管理の
評価と反省

・	学校環境の安全点
検及び整備（体育
館）

・	避難経路の確認
・	防火設備、用具の
点検整備

・	避難所として開放
する場所の点検

・	学校環境の安全点
検及び整備（通学
路）

・	学校環境の安全点
検及び整備（備品）

・	1年間の学校環境安
全点検の評価と反
省

・	学校安全委員会
・	校内の点検

・	津波防災の日に係
る啓発活動
・	自転車の安全な利
用に関する研修（指
導方法）

・	地域防災訓練の啓
発
・	通学路の点検

・	阪神・淡路大震災
（17日）の想起と防
災の啓発活動
・	応急手当と緊急時
校内連絡体制

・	学校評価委員会
（学校安全の取組に関
する評価）
・	校内事故等発生状
況と安全措置に関
する研修

・	地域交通安全パト
ロール
・	東日本大震災の想起
と防災の啓発活動

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校におい
ては、それぞれの教育目標や生徒の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。
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学校安全計画例（高等学校）	 ※ホームルーム活動の欄　　◎…１単位時間程度の指導　　・…短い時間の指導

項目� 月 ４ ５ ６ ７・８ ９
月　の　重　点 安全な通学 学校生活での安全 梅雨期の健康安全 野外活動での安全 学校行事での安全

安
　
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育

地理歴史・公民
・	（地）世界の地形・
気候と自然災害

・	（地）地域の自然環境
の特色と自然災害

・	（地）ハザードマップ
と自然災害への備え

理　科

・	実験器具等の安全
な扱い方
・	施設・設備・薬品
管理等の点検

・	（科）自然景観と自然
災害
・	（地）自然の恩恵と
自然災害

・	（地）火山活動と地震 ・	（地）日本に見られる
気象現象の特徴、
災害の予測と防災

保健体育
・	体育施設・用具の
安全点検

・	（保）安全な交通行動
と事故防止

・	水泳の安全
・	熱中症の予防
・	（保）応急手当

・	（保）犯罪被害の防止

家　庭

実験・実習を伴
う科目

・	施設器具・機械の取扱いと使用上の注意、点検・整備熱源・電気器具の取扱いと使用上の注意、点検・整備

総合的な探究の
時間

〈学習活動例〉テーマ「地域の安全と防災」
防災ホームページの閲覧、災害の種類と対応（防災壁新聞・ポスター・パンフレット作成）、東日本大震災について、
総合探究のまとめ

１年
ホームルーム
活動

◎◎高校に入学して
・	通学時の安全
・	防災体制の確立
・	犯罪被害の防止

◎◎交通安全への参加
部活動や休憩時の安全
・	自転車の構造と点
検整備

◎◎通学路に潜む危険
◎◎地震と安全
・	雨の日の安全行動

◎◎夏休みの生活と安全
（防犯を含む）
・	野外活動の安全
・	落雷の危険

◎◎地震災害対策
・	避難訓練の課題と
改善
◎◎歩行者の安全と交
通環境
・	通学路の安全

２年
ホームルーム
活動

◎◎２年生になって
・	通学時の安全
・	防災体制の確立
・	犯罪被害の防止

◎◎高校生の心理や行
動と事故の特徴
・	部活動と健康管理
・	自転車の安全な利用

◎◎地震と安全
・	雨の日の安全行動

◎◎夏休みの生活と安全
（防犯を含む）
・	野外活動の安全
・	落雷の危険

◎◎地震災害対策
・	避難訓練の課題と
改善
◎◎交差点に潜む危険
・	通学路の安全

３年
ホームルーム
活動

◎◎３年生になって
・	通学時の安全
・	防災体制の確立
・	犯罪被害の防止

◎◎幼児・高齢者・障害
のある人の心理と
行動
・	安全意識と行動
・	自転車の安全な利用

◎◎運転者の心理と行動
特性
◎◎地震と安全
・	雨の日の安全行動

◎◎夏休みの生活と安全
（防犯を含む）
・	野外活動の安全
・	落雷の危険

◎◎地震災害対策
・	避難訓練の課題と
改善
◎◎交通事故の対応と
応急手当
・	通学路の安全

主な学校行事

・	交通安全運動への
参加
・	定期健康診断
・	１年生オリエンテー
ション

・	学校保健安全委員
会
・	遠足
・	救急法講習会
・	交通安全教室
・	３年生生徒指導集会

・	避難訓練（火災）
・	高校総体
・	保健委員会
・	２年生生徒指導集会

・	終業式
・	避難訓練（防犯）
　（防犯教室も実施）
・	夏休みの諸注意

・	始業式
・	避難訓練（地震）
・	文化祭
・	文化祭実行委員会

個別指導
・	自転車、バイク通
学許可
・	校門立番指導

・	自転車、バイクの
点検

・	健康診断結果の指
導
・	生徒指導全体集会

・	校外指導
・	自転車、バイクの
実技指導
・	免許取得指導

・	自転車、バイクの
点検
・	新規免許取得者指導

部活動 ・	新入部員オリエン
テーション

・	用具の点検・整備 ・	部活動部長会 ・	救急法実技講習会
・	合宿・遠征の安全

・	用具の点検・整備

生徒会活動
・	新入生オリエンテー
ション

・	壮行会 ・	保健委員会
　（交通安全アンケート）

・	球技大会 ・	文化祭への準備
　（交通安全実態調査）

安
　
全
　
管
　
理

対
　
人
　
管
　
理

学校生活の
安全管理

・	通学状況調査と登
下校指導
・	救急体制の確立
・	下宿、アルバイト
調査

・	授業時の安全確認
（体育実技、農業実
習、理科実験、家
庭科実習）
・	車に係る規則の徹底
・	事故調査と防止対策

・	生徒引率の安全確認
・	防災避難訓練の徹底

・	長期休業前生活指導
・	大掃除の安全確認

・	防災対策の徹底
・	通学路の見直し
・	防災避難訓練の徹底
・	文化祭の安全対策
・	授業時の安全管理
点検

対
　
物
　
管
　
理

学校環境の
安全管理

・	安全点検整備（施設
設備、通学路）
・	自転車置場施設
・	防災設備の点検整備
・	自家用電気工作物
保安点検

・	安全点検整備（普通・
特別教室、実験実習
器具）
・	環境整備美化作業
・	毒物劇物の適正な管
・	理等について

・	安全点検整備（プー
ル、体育館、格技場、
部室、運動器具）
・	消 火 器、消 火 栓、
火災報知器の点検

・	安全点検整備（校庭､
学校全般）

・	安全点検整備（普通、
特別教室、実験実習
器具）
・	通学路安全点検
・	防災施設・設備の
点検整備

学校安全に関する
組織活動

（研修を含む）

・	春の交通安全運動
・	交通街頭指導
・	中高連絡会
・	職員研修（危機管理
体制、心肺蘇生と
ＡＥＤ）

・	ＰＴＡ総会（危機管
理マニュアルの周知）
・	保護者会
・	学校安全委員会
　（安全に関する連携
　会議）

・	保護者面談
・	ＰＴＡ委員会
・	教職員研修（熱中
症の予防）

・	生徒指導協議会（学
校警察連絡協議会）
・	校外指導・危険箇
所巡視
・	教職員研修（ＳＮＳ、
犯罪被害）

・	国民防災の日の啓
発活動への参加（総
合防災訓練等）
・	秋の交通安全運動
・	教職員研修（自然
災害と避難所協力）



付　録

— 133 —

付
　
録

１０ １１ １２ １ ２ ３

交通道徳の理解 安全な行動 事故災害の防止 安全な通学 事故原因と対策 安全な生活
・	（公）防災情報の理解
と活用

・	（地）地球の内部・
大気・海洋に関する
理解

・	（地）持続可能な地域
づくり

・	（物）電気器具の取
扱い上の注意

・	(物 )放射線に関す
る知識・理解

・	（地）身近な自然環
境と自然災害

・	（保）健康と運動
・	体育大会の事故防止

・	体力について ・	冬季スポーツの意義
・	校内マラソン大会
の安全

・	（保）交通事故の補償
と責任

・	体育施設・用具の
安全点検

・	安全に配慮した衣
生活（被服の管理、
目的に応じた着装）

・	防災などの安全に
配慮した住居の機
能、住生活や住環
境の工夫

化学薬品の取扱いと使用上の注意、点検・整備

ボランティア活動体験、地域ハザードマップについて、災害時における応急救護実習、非常食の作り方実習、防災関連施設の見学、今年度

◎◎事故災害時の応急
手当
・	体育大会の安全

◎◎自転車加害事故の
責任
・	火災の予防とストー
ブの取扱い

◎◎火災予防と避難訓練
・	校内マラソン大会
の安全
・	冬休みの生活と安全

◎◎交通事故の対応と
応急手当

◎◎幼児と老人の心理
と行動
・	危険の予測
・	地域の安全活動

◎◎春休みの生活と安
全
・	今年度活動の評価
とまとめ

◎◎修学旅行の安全
・	体育大会の安全

◎◎危険予測訓練
・	火災の予防とストー
ブの取扱い

◎◎火災予防と避難訓練
・	校内マラソン大会
の安全
・	冬休みの生活と安全

◎◎これからの社会生
活と交通問題

◎◎休業日の交通事故
防止
・	規律正しい生活
・	地域の安全活動

◎◎春休みの生活と安全
・	今年度活動の評価
とまとめ

◎◎事故災害時の応急
手当
・	体育大会の安全
・	地域の安全活動

◎◎運転免許の仕組み
と運転者の義務・
責任
・	火災の予防とストー
ブの取扱い

◎◎火災予防と避難訓
練
・	校内マラソン大会
の安全
・	冬休みの生活と安全

◎◎これからの社会生
活と交通問題

◎◎家庭学習について
・	規律正しい生活

◎◎卒業に当たって
・	今年度活動の評価
とまとめ

・	修学旅行
・	体育大会

・	交通安全教室
・	避難訓練
　（生徒の企画）

・	校内マラソン大会
・	避難訓練（火災）
・	冬休みの諸注意
・	終業式

・	始業式 ・	学校保健委員会
・	１、２年生（生徒
指導集会）
・	校内意見発表会

・	卒業式
・	終業式
・	春休みの諸注意

・	校外巡視 ・	第２回バイク通学
許可
・	校外巡視

・	バイク、自動車免
許取得の手続
・	校外巡視

・	免許取得の指導
・	校外巡視

・	校外巡視
・	入社前指導

・	校外巡視
・	バイク免許取得の
手続

・	活動場所の安全点検 ・	用具の点検・整備 ・	部室の安全点検 ・	活動場所の安全点検 ・	応急手当実技講習

・	体育大会
・	保健委員会
　（避難訓練の企画）

・	保健委員会 ・	球技大会 ・	保健委員会 ・	３年生を送る会

・	修学旅行の安全対策
・	体育大会の安全対策
・	事故災害時の応急
手当の徹底

・	文化祭の安全対策
・	避難訓練の徹底

・	校内マラソン大会
の安全対策
・	長期休業前生活指導
・	冬休みの健康管理
・	校内競技大会の安
全対策

・	暖房の取扱い ・	交通規則の徹底 ・	今年度活動の反省と
次年度の計画立案
・	長期休業前生活指導
・	本年度の事故発生
のまとめ

・	安全点検整備（体育
館、部室、運動器具）

・	安全点検整備（校庭）
・	ストーブの取扱い
・	毒物劇物危害防止
対策総点検

・	安全点検整備（普通・
特別教室、実習実験
器具）
・	防災施設・設備の
点検整備

・	安全点検整備（体育
館、部室、運動器具）
・	火気器具の安全点検

・	安全点検整備（施設、
設備）
・	火気器具の安全点検

・	安全点検活動の評価
・	次年度の計画立案
・	生徒用机・いすの
点検整備
・	防災施設・設備の
点検整備

・	中高連絡会
・	学校安全委員会
・	計画訪問による理
科薬品等の適正な
管理点検

・	保護者面談週間
・	安全に関する広報
活動
・	交通安全に関する
研修（法令等改正、
自転車等安全利用に
関する指導方法等）

・	交通街頭指導
・	生徒指導協議会（学
校警察連絡協議会）
・	年末の交通安全運動

・	交通街頭指導
・	ＰＴＡ委員会
・	学校安全委員会
・	教職員研修（防災）

・	学校評価委員会
（学校安全の取組に関
する評価）
・	校内、交通事故等
発生状況の分析と
対策の検討

・	今年度活動の評価
と次年度の計画立案

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校におい
ては、それぞれの教育目標や生徒の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。
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学校安全計画例（特別支援学校（知的障害）高等部）
項　目 ４ ５ ６ ７・８ ９

月　の　重　点 通学路の安全を確認
しよう

交通安全に気を付け
て通学しよう

プールでの事故に気を
付けよう

夏休みを安全に過ご
そう

交通安全について確認
しよう

安
　
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育

教
　
　
　
科

保健体育
体育施設・用具の安全
な使用

体力テスト用具の点検
と使い方

プールにおける安全、救急法講習、心肺蘇生法、
危険な動物・植物に近づかない

ソフトボール、キック
ベースボール等の球
技指導における安全

理　科 ガラス製の実験器具、火気利用時、薬品等の注意（例）フラスコ、ビーカー、バーナー、凸レンズ、針金等の実
験器具等の安全な使い方

美　術 ・	美術で使用するハサミやカッター、ナイフ、彫刻刀、木槌、土練機などの道具の安全な使い方・竹ひご、銅板、

家　庭 ・	調理で使用するガスコンロなどの安全な使い方・ミキサー、電子レンジ、ホットプレートなどの電気製品の安全な
・	針やはさみなどの道具の安全な使い方

職　業
木工班…ドリルやベルトグラインダーなどの電動工具の安全な使い方・のこぎりなどの工具の使い方・塗料の使い
園芸班…鍬や移植鏝、鎌などの道具の安全な使い方・土篩を使った安全な土のふるい方・野菜や花など育てる上
接客班…実際の接客に必要なコミュニケーション能力の育成・トレイの持ち方、グラスの運び方、テーブルへの置き方
事務班…印刷機、シュレッダーなどの事務用機器の安全な使い方・ハサミやカッターなどの道具の安全な使い方

自　立　活　動
・	健康の保持（アレルギー対応、緊急薬の保管、再調理の道具等の管理面の充実及び、変化への対応力の育成）、
心理的な安定（安心グッズの備えや落ち着ける場所の確保や把握）、人間関係の形成（集団生活におけるルール）、
環境の把握、身体の動き（車椅子ごと運べない場合、避難時に抱えられる、背負われる姿勢や過敏の解消）、コミュ
ニケーション（助けてと言える受援力の育成）

総合的な学習の
時間

・	学校における全教育活動との関連を基に計画し、自然体験や活動を促す中で、生徒の自発的な計画に基づき

生　活　安　全
情緒の安定
日常生活における安全

集団行動の約束
友達との接し方

一人では行ってはい
けない場所、人通り
の少ない場所確認

夏休みの過ごし方 自分の身を守る登下
校や交通機関の安全
な利用方法

交　通　安　全 登下校時の安全（安
全な歩行）

交通安全（警察署員
による指導）

雨の日の交通安全（傘
のさし方）

交通機関の利用方法 横断歩道の渡り方
自転車の乗り方

災　害　安　全

避難訓練（地震・津波）
訓練の大切さ・落ち
着いた行動

避難訓練（火災）煙
体験、煙の怖さ・被害、
ハンカチの大切さ・
避難時の安全行動の
徹底

避難訓練（地震から
火災へ）頭を守る大
切さ、落下物、倒壊物、
移動物への注意

避難訓練（継送訓練）
大雨による出水・土
砂災害等への対応

総合防災訓練（消防
署）
引渡し訓練

ホームルーム活動 各月の避難訓練や安全指導に対して学級活動を活用して、事前学習や事後学習を行い児童生徒等がより理解できる

学 校 行 事 等

修学旅行（旅行中の
安全）

プール開き
校外学習
現場実習

現場実習 宿泊訓練

部活動…運動部（バスケット部、陸上部、サッカー部、バレー部、卓球部等）、文化部（演劇部、音楽部、美術部等）

安
　
全
　
管
　
理

対　人　管　理

生徒の状況把握
通学経路の確認
避難経路確認
次月の避難訓練確認
火元責任者の表示

緊急体制の確認
健康観察
避難経路確認

水泳指導健康管理
健康観察
心肺蘇生法の確認

水泳指導健康管理
健康観察
ＡＥＤの使い方確認
夏季休業中の安全

水泳指導健康管理
健康観察

対　物　管　理

防災計画届け出
通学路確認
安全対策マニュアル

飲料水点検
防災設備点検
避難経路点検

プール施設・設備点検
水質検査

各教室、特別教室等の防火管理担当者による毎日の消防設備点検と閉鎖障害チェック、校内巡回指導

学校安全に関する
組織活動

（研修を含む）

学校安全衛生委員会（年３回）、ＰＴＡ・地域との連携、登下校時刻の通学路交通規制
春の交通安全運動 職員防災研修 救急法講習会 ＡＥＤ講習会

安全点検
秋の交通安全運動
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10 11 12 1 2 3
体育祭を安全に成功
させよう

文化祭を安全に成功
させよう

冬休みを安全に過ご
そう

暖房時の安全を確認
しよう

事故防止について確
認しよう

春休みを安全に過ご
そう

陸上大会の安全
体育祭練習や当日の
安全

サッカー等の球技指
導における安全

柔道等の武道におけ
る安全

バスケット等の球技
指導における安全

マラソン大会 マット、跳び箱運動等
の安全

・	水酸化ナトリウム、塩化ナトリウム等の実験で使用する薬品等の安全な使い方と点検・保管・廃棄、野外観察や野外での注意

などの材料の安全な使い方・写生や共同作品作時等の安全な設定
使い方・包丁、ピラー、調理バサミなどの調理器具の安全な使い方や安全な調理方法を知る・ミシン、アイロンなどの電気製品の安全な使い方

方と換気・材料の安全な取扱い
での安全な作業
など安全な接客

安全に対する意識を高める

不審者から自分を守る
（防犯避難訓練）

「子供 110 番の家」の
場所確認

冬休みの過ごし方 犯罪から身を守る携帯
電話の使い方

暖房器具の近くの安全
な過ごし方

春休みの過ごし方

交通安全指導（警察署）交通機関の利用とマ
ナー

自転車に関する基本
的な交通法規を知る

交差点の危険について 雪の日の交通安全 踏切事故等鉄道での
安全

抜き打ち避難訓練（地
震・津波）訓練の大
切さ

避難訓練（地震・津波）
起震車訓練、避難経
路の確認、ドア開放

避難訓練（火災）避難
経路の確認、火元を
回避して避難

抜き打ち避難訓練（地
震から火災へ）あわ
てない、放送をよく
聞いて行動・緊急地
震速報の利用

避難訓練（火災）暖房
器具の安全な使い方、
身の回りの安全確認

避難訓練（地震）落下
物、ガラス等の危険、
出入口の確保、避難所
体験

ように繰り返し指導する
体育祭現場実習 校外学習 マラソン大会

スキー合宿

放課後や休日を活用した部活動において安全に配慮した指導を行う
健康観察 健康観察 健康観察

避難経路確認
健康観察
冬期休業中の安全

健康観察
避難経路確認

健康観察
春期休業中の安全

防災設備点検 暖房器具の設備点検 室内有害物質検査
避難経路点検

照度検査 避難経路点検

不審者対応訓練 安全点検 防災に関する研修 安全点検
校内事故等発生状況
と安全措置に関する
研修

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校におい
ては、それぞれの教育目標や生徒の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。
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安全に関する指導の内容例（幼稚園）

生活安全

区分 ねらい 項　目 内　容 教職員の援助 ･保護者との連携

園
内
で
の
生
活
の
安
全

園舎 ･園庭で安心して生活す
るために必要な約束が分か
り、守る

施設 ･設備の安全 自由に行動できる場所、教職員と
一緒に使用する場所などの約束（門
から外に一人で出ない等）
危険な場所、危険な遊びについて
の意識化
危険な状態（場所、環境、行動等）
に気付いた場合、教職員等に連絡

危険な行動を見かけたら、教職員間の
連絡をとり、指導を徹底する。

遊具や道具の使い方が分か
り、安全に気を付けて使う

遊具や遊びに使う道具
の安全

園庭の固定遊具の安全な遊び方
大型の遊具（巧技台、大型積木等
の使い方）
遊びや生活に必要な道具や材料（ハ
サミ、鉛筆、ステープラー、スコッ
プ、箸等）の安全な使い方や扱い方、
片付け方

幼児の発達に合わせた道具の選択 ･設
定を工夫する。
遊具、道具の使用前と使用後の安全点
検を行う。
園内で共通のルールを確認し、指導の
徹底を図る。

体を十分に動かし、機敏な動
作ができる

体を動かす遊びでの安全 様々な遊びの中で、十分に体を動
かすことへの意欲と機敏な動作
危険に対する構え、まわりの人の
動きや物の状況に応じた動き

遊具の配置 ･幼児の視野や動線を考慮
し、安全な環境を設定する。遊具、用
具の安全点検をする。保護者との連携
（体力や運動能力向上に向けた生活の
奨励、食事、体調等への配慮と連絡）
を図る。

自分や友達が、けがや具合が
悪いときは、すぐに近くの大
人に言う。

けがや病気への対応 自分がけがをしたり不調だったり
したときの対処の仕方
友達の様子で見たこと・気付いた
ことも伝える大切さ

日頃から、何かあったときには身近な
教職員・保護者に伝えることを習慣付
けていく。

自然（動植物等）に興味をも
ち、命の尊さや安全な遊び方
に気付く

自然とかかわる活動の
安全

身近な動植物への親しみやいたわ
り自然への興味関心と自然とかか
わるときの心構え（危険な物や場
所）

飼育物や栽培物を身近な環境に取り入
れ、関わる機会を増やす。教材研究や
情報交換を行い、安全なかかわり方、
環境づくりを配慮する。

遠
足･

園
外
保
育
の
安
全

安全に気を付けて、遠足 ･園
外保育を楽しむ

遠足 ･ 園外保育等での
安全

遠足 ･園外保育集団で行動するとき
に必要な約束（一人で行動しない、
教職員の指示を聞いて行動する）

分かりやすい言葉で短く、必要な約束
を理解させる。個別に配慮を必要とす
る幼児には教職員間で協力体制を整え
る。実地踏査を行い、道路の状況、現
地の危険箇所の調査（トイレ、遊具、
自然物（例：スズメバチ等））を行い、
回避する。

交通機関を利用するときの
安全な行動の仕方が分かり、
行動する

交通機関の安全な利用 電車やバス等に乗降するときの約束 事前指導の内容を精選する。教職員間
の連携を図り、指示を徹底させる。

特
に
配
慮
を
要
す
る

活
動
の
安
全

安全に気を付けて、水遊びや
雪遊びを楽しむ

水遊び雪遊び等での安
全な遊び方

水遊びや雪遊び等を行うときに必
要な約束

水遊び、雪遊びに利用する施設、遊具
等の安全点検を行う。教職員間で協力
し、個々の幼児の行動を見守り、危険
のないよう配慮する。特にプールでは、
監督者と指導者を別にして安全管理を
行う。一人一人の事前事後の体調等を
確認する。幼児の健康管理について、
保護者と連絡を密にとる。
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区分 ねらい 項　目 内　容 教職員の援助 ･保護者との連携

事
件
・
事
故
災
害
発
生
時
の
適
切
な
行
動

事件、事故が発生したときに
適切な行動がとれるように
する

事件、事故が発生した
ときの適切な行動

大人（教職員 ･保護者等）への通報
応急処置の必要性を理解

連絡した幼児や周囲にいた大人等か
ら、正確な状況を把握するとともに当
事者や周囲の幼児を安心させる。
教職員の協力体制を指示確認する。
ＡＥＤの場所を周知し、使い方の研修
会の参加や園内での実施を積極的に
行う。
保護者 ･関係諸機関へ連絡する。

不審者の侵入時の避難の仕方
や対応の仕方を知る

不審者に遭遇した時の
行動の仕方を知る
園に不審者が侵入した
ときの避難の仕方

基本的な行動
・	知らない人について行かない
・	大人に知らせる
　（い・か・の・お・す・し）
不審者侵入の合図を知る教師から
離れない

視聴覚教材、劇的な動きで、分かりや
すく、また必要以上に恐怖心を抱かせ
ないようにして理解を図る。
家庭との連絡体制を日常から整え常に
点検しておく。

熱中症や光化学スモッグによ
る身体への影響や症状を知
り、安全な行動ができる

熱中症の予防
光化学スモッグ発生時
の避難の仕方

熱中症予防の水分補給の大切さ
光化学スモッグ発生時に身体が感
じる変化
安全な場所へ避難する又は危険を
回避する過ごし方を知る
不調を感じたら、すぐ教師に伝える

水分補給の声掛け、確認をする。
冷房・換気扇の活用をする。
正しい情報の入手と避難場所を確認
する。
保護者へは日頃から情報提供し、対応
の仕方を確認する。

家
庭
生
活
の
安
全

園庭 ･施設開放時に安全に気
を付けて遊ぶ

園庭 ･ 施設開放時での
安全

保護者の管理の下で、園庭、施設
の安全な使い方や約束
けがやトラブルが発生したときの
適切な行動

園庭 ･施設開放では、安全な遊び方や
約束を保護者と確認し、安全管理に気
を付けるよう依頼する。
幼児の園での心身の状態を保護者に連
絡し、家庭での配慮を促す。

家庭の内外で、安全な行動の
仕方が分かる

家庭の内外で起こる事
故、犯罪被害と安全な
行動

電気 ･ ガス ･ 暖房器具等家庭内の
危険物の確認、安全に生活するた
めの約束
安全な遊び場所、自宅周辺の危険な
場所、遊びの約束を保護者と確認

家庭内の安全点検や遊び場所、登降園
時に使う通路の危険箇所等の確認を保
護者に促す。
保護者は安全に関する約束を示し、モ
デルとなることを伝える。

地
域
や
社
会
生
活
で
の
安
全

誘拐等事件や事故に遭ったと
きに自分の身を守る適切な行
動が分かる

地域での犯罪 ･ 事故の
発生時における安全な
行動の仕方

自分の身を守る適切な行動（遠く
に行かない、知らない人について
いかない等）
近隣の安全な場所・危険な場所の
確認
( 見通しが悪い、荒れている、人通
りが少ないなど ) 事件や事故に遭遇
したときの適切な行動（助けを求
める）

誘拐防止について保護者同士及び園と
の協力体制を強化する。日常的な指導
の継続を保護者に徹底する。
警察等から得た不審者情報を保護者に
も伝え注意を促したり、危険な場所を
親子で確認するよう依頼したりする。

安心して暮らせる地域社会づ
くりの活動に関心をもつ

地域での犯罪被害の防
止に関する活動や対策
地域 ･ 社会生活の安全
に関する機関や団体の
活動

自分たちの安全のために、身の回り
の人々が行っている活動への気付き

幼稚園を仲立ちにして、家庭、地域と
の連携を強化する。情報交換を含めた、
地域とのかかわりを積極的に進める。
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交通安全

区分 ねらい 項　目 内　容 教職員の援助 ･保護者との連携

安
全
な
歩
行
や
横
断

安全な登降園の仕方が分か
り、行動する

登降園の安全 保護者と手をつないでの登降園
保護者と一緒に安全確認

登降園で利用する道路の危険な場所を
確認し、幼児に知らせる。保護者も日
頃から安全な登校園の心構えをもつつ
よう促す。

道路での安全な歩行を身に付
け、交通ルールを理解する

道路の歩行と交通ルー
ル

道路を歩くときの基本的な心構え
（道路の端 ･右側を歩く）交通事故
の原因となる危険な行動（飛び出
し、友達との駆け出し、路上での
遊び）
標識 ･ 標示に関心をもち、意味を
理解（止まれ、横断歩道等）

警察や地域の交通ボランティアの協力
を得ながら、具体的な方法や視聴覚教
材を利用して指導の徹底を図る。
園外保育等で実際の場面で体験を通し
て指導の徹底を図る。
道路での安全な歩行については保護者
がモデルとなることを知らせ、交通安
全の意識を高める。
親子での歩行訓練等を通し、保護者の
意識を高める。

道路の安全な横断の仕方が分
かり、行動する

道路の横断 道路を横断するときの心構えと行動
（両足をそろえて止まる、安全確認
の仕方、手を挙げて横断する等）
信号の見方、点滅時の判断の仕方
信号機のない道路での横断の仕方

踏切等鉄道の交通について安
全な行動の仕方が分かり、身
に付ける

踏切等鉄道での安全 身近にある踏切の種類や状況に応
じた待ち方、渡り方

幼児の生活圏にある鉄道線路の状況や
踏切の種類を調べ、危険な場所を把握
しておく。

雨や雪の日等の安全な歩行の
仕方が分かり身に付ける

気象や交通環境の変化
と安全

雨の日の歩き方、雨具の安全な使
い方
降雪や道路の凍結、強風時の安全
な歩き方

状況に合った身支度の仕方を配慮する
とともに、保護者にも依頼する。
状況によっては、保護者など大人と手
をつなぐことで安全を確保できること
を理解させる。

集団で歩行するときの安全な
行動が分かり、身に付ける

集団歩行時の安全 集団で安全に歩行するときの約束
段差、階段、交通量の多い道路で
の横断等安全な歩行の仕方

集団で歩行するときの隊形や約束、目
的地までの危険箇所などを事前に教職
員で確認しておく。
引率する教職員間の協力体制をつくる
（歩行速度、引率する教師の配置等）。

自
転
車
の
安
全
な
利
用

自転車を利用するときの約束
が分かり、行動する

自転車の安全な利用（保
護者の管理下）

一人で自転車に乗るときの約束（き
められた場で乗る、保護者の付き
添い、ヘルメット着用等）補助い
すの安全な乗り降りの仕方

基本的な約束を保護者とともに確認
し、徹底を図る。
自転車の安全な走行は保護者がモデル
となることを知らせ、交通安全の意識
を高める。

自転車に乗るときの約束が分
かり、行動する。

自転車の安全な乗り方 ヘルメットを着用する。
後部座席での約束 ( 座ったら動かな
い、足が車輪の中に入らないよう
にする )

保護者には、自転車は車であること、
幼児は保護者の背中から自転車乗り方
を学ぶことを伝え、交通ルールを守る
モデルとしての意識をもたせる。

自
動
車
に
関
す
る
知
識
と
心
得

自動車に関する基本的な事項
を知り、安全な歩行をする

自動車についての理解
と安全

自動車の特性を知る（死角、内輪差、
制動距離等）
飛び出し、車両直前直後の横断の
危険と安全確認

視聴覚教材などを利用して、分かりや
すく指導する。

自動車に乗車するときの安全
な行動の仕方、約束が分かり、
行動する

自動車に乗車する場合
の安全

運転操作の支障となる行動と安全
な態度
チャイルドシートの着用、後部座
席に乗車する場合の安全に関する
約束

チャイルドシートの着用と乗車中の態
度の指導を徹底する。
保護者対象の安全教室等を通して保護
者の意識を高める。

交
通
事
故
防
止
と
安
全
な
生
活

交通事故に遭ったときの行動
の仕方が分かり、行動する

交通事故に遭遇したと
きの行動の仕方

交通事故が起きたときの行動（現
場に居合わせた人に助けを求める、
保護者、警察等に知らせる）

事故について速やかに園に連絡する。
事故に遭わないための事後の指導を徹
底する。

交通安全に関する意識の高揚
を目指し、園 ･地域、機関等
の活動に参加する

交通安全に関する園 ･地
域 ･機関の活動への理解
と積極的な参加

自分たちの交通安全のために活動
してくれる人への理解と感謝

地域の交通安全に取り組む人々に気付
くようにし、感謝する気持ちがもてる
ようにする。
地域の交通安全に関する活動への積極
的な協力と参加を促す。保護者自身が
幼児の交通安全のモデルとなることを
伝え、連携を深める。
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災害安全

区分 ねらい 項　目 内　容 教職員の援助 ･保護者との連携

非
常
災
害
時
の
避
難

災害の避難の仕方を知る 災害時の行動の仕方
慌てない、大人の指示
に従う

防災避難訓練の意味 ･ 非常時の合
図基本的な行動、約束（防災頭巾
等のかぶり方、教師の指示を聞く、
おかしもの約束、教師のそばから
離れない）

様々な状況を想定し、繰り返して指導
の徹底を図る。
視聴覚教材を利用し、分かりやすく指
導する。
保護者への連絡を徹底する。
引取り訓練などを行い、保護者への連
絡方法、避難場所等を繰り返し確認、
徹底する。

火
災
時
の
安
全

火災時の避難の仕方を知る 火災時の行動と避難の
仕方

煙の怖さ、安全を確保する行動
避難経路、避難場所など、様々な
場面に応じた避難の仕方

煙体験を含む具体的な場面を通して指
導する。

地
震
及
び
自
然
災
害
時
の
安
全

地震時及び地震後の二次災害
発生時の避難の仕方を知る
・	地域の自然環境の特色を知
る

地震後の津波・土砂崩
れ・火災・液状化など
の発生時の避難の仕方
・	地震・津波情報の収
集の仕方

地震のときに発生する様々な危険
（落下物 ･家具等の倒壊等）に応じ
た避難の仕方
津波警報と避難の仕方
・	二次災害発生の可能性
・	津波以外の二次災害に対する警
報や避難の仕方

正しい情報の入手（落下物 ･家屋等の
倒壊 ･陥没 ･地割れ、山崩れ ･液状化
現象等）と各地域特有の状況に応じた
安全な避難経路と場所を確認し、幼児
に明確に指示する。
日頃から避難訓練の想定に二次災害も
組み込み、実際に幼児と避難訓練をし、
反省・改善を積み重ね、避難場所や経
路の選択肢を増やしておく。

火山活動による危険を理解
し、避難の仕方を知る
・	地域の火山を知る

火山活動と避難
・	火山情報の収集の仕
方を知る

火山活動による危険（火砕流、二
酸化硫黄等の大気汚染等）に応じ
た避難の仕方

災害発生時に起こる危険な状況につい
ては、前例を生かし、危険を回避する
方法を学ぶ。

気
象
災
害
時
の
安
全

暴風雨 ･ 洪水、豪雪 ･ 雪崩、
落雷等の災害発生時の危険を
知り、安全な行動ができる
二次的な土砂災害についても
知り、崖などに近づかない

暴風雨、洪水等による
危険及び安全な行動
地域の河川を知ったり、
近づいたりしない

暴風雨、洪水時の怖さと安全な行
動
・	看板等落下物
・	電線の切断や倒木等

情報の収集を正確かつ迅速に行い、状
況を見て、早めに避難するように判断
する。
登降園時に気付いた危険な場所や状況
を連絡し合い、回避するよう伝達する。
登降園時の発生を考え、保護者にも回
避の仕方を伝えておく。

豪雪、雪崩等による危
険及び安全な行動

豪雪時の交通安全
・	屋根からの落雪
・	地吹雪時の怖さ

落雷による危険及び安
全な行動

戸外にいるときの落雷の怖さ
落雷に遭わないための安全な行動

原
子
力
災
害

発
生
時
の
安
全

放射線汚染による身体への影
響や被害について知り、安全
な行動ができる
・	大人からの注意を理解し、
それに従う

放射線汚染発生時の避
難の仕方
・	大人からの避難の方
法に従う

放射線に汚染された場合の避難行
動の仕方

教職員は原子力災害について必要な知
識を事前に学び、正しい情報の入手と
避難場所の確認をする。保護者へは日
ごろから情報提供し、対応の仕方を伝
える。

災
害
事
故
防
止

と
安
全
な
生
活

地域における災害安全に関心
をもつ

災害安全に関する地域
や学校（園）の行事や
活動等への理解と積極
的な参加

保護者とともに、地域防災訓練等
の行事への参加や活動への関心

保護者に向けて、園や地域の安全に関
する活動への理解と積極的な参加を促
す。
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安全に関する指導の内容例（小学校、中学校及び高等学校）

生活安全

区分 ねらい 項　目
内　　　容

小　　学　　校
教
科
学
習
時･

総
合
的
な

学
習
時
の
安
全

各教科 ･ 総合的な学習時にお
ける事故の発生状況と安全の
きまり ･ 約束等や安全確保の
方法等について理解し、安全
に学習できるようにする

施設・設備と学習用具の安全 低　施設 ･設備や学習用具の正しい使い方
中　事故の起こりやすい施設 ･設備や学習用具の安全な使い方
高　施設 ･設備や学習用具による事故の現状とその原因

施設・設備と学習用具の点検と
整備

低　施設 ･設備や学習用具の安全な確かめ方
中　施設 ･設備や学習用具の使用前と使用後の安全点検の仕方
高　施設 ･設備や学習用具の安全点検と整備の仕方

運動や実習 ･ 実験 ･ 校外学習の
ときの安全

低　体育科 ･生活科学習時の安全
中　理科実験 ･校外学習時の安全
高　図画工作 ･家庭科学習時の安全

児
童(

生
徒)

会

活
動
等
の
安
全

児童（生徒）会活動やクラブ
活動等における事故の発生状
況と安全のきまり・約束等や
安全の確保の方法等について
理解し、安全な行動ができる
ようにする

児童（生徒）会活動の安全 高　体育的な活動や文化的な活動で起こりやすい事故と安全な行動の
仕方

クラブ活動等の安全 中　安全なクラブ活動の仕方
高　事故発生時の通報と安全な行動の仕方

活動計画の立て方と活動の安全 高　安全に関する児童会活動の推進

学
校
行
事
に
お
け
る
安
全

学校行事等における事故の発
生状況と安全のきまり ･ 約束
等や安全の確保の方法等につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする

運動会、校内競技大会等の安全 低　運動会の安全な参加の仕方
中　水泳大会の安全な参加の仕方
高　運動会、水泳大会等の事故とその原因

遠足 ･ 旅行 ･ 集団宿泊時の事故
とその防止

高　遠足 ･集団宿泊時行事等のときの安全な行動の仕方と事故 ･
災害が起きたときの行動の仕方

交通機関の安全な利用と自由時
間の事故の防止

低　バスや電車の安全な乗車の仕方
中　自由行動時の約束と安全な行動の仕方
高　自由行動時に起こりやすい事故の危険と安全な行動の仕方

勤労生産 ･ 奉仕的な活動等の安
全

低　奉仕的な活動時の安全な行動の仕方
中　勤労 ･生産的な活動時の安全な行動の仕方
高　勤労 ･生産的な活動時に起こる事故とその防止

服装や健康の状態と事故の防止 低　正しい服装の整え方
中　適切な服装の選び方
高　健康の状態の不安定にかかわって起こる事故

始
業
前
や
放
課
後
等
、
休
み
時
間
、

清
掃
活
動
の
安
全

始業前や放課後等、休み時間、
清掃活動等作業時における事
故の発生状況と安全のきまり ･
約束等や安全の確保の方法等
について理解し、安全な行動
ができるようにする

学校施設に基づく事故の原因と
安全な行動

低　学校施設での安全な行動の仕方
中　施設 ･設備の安全な利用の仕方
高　学校施設で起こる事故とその原因

学校生活での事故と安全な行動 低　廊下 ･階段歩行等学校生活の中での安全なきまり
中　休み時間中の安全な行動の仕方
高　学校生活で起こる事故とその原因

清掃活動の安全 低　清掃用具の安全な使用の仕方
中　安全な清掃作業の仕方
高　清掃や大掃除のときに起こる事故とその原因

給食時の安全 低　給食の安全な運搬の仕方
中　熱いものの配膳の仕方
高　給食時に起こる事故とその原因

登
下
校
や
家
庭

生
活
の
安
全

登下校のときに起こる事故や
家庭の内外で起こる事故につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする

登下校時に起こる事故、犯罪被
害とその防止

低　通学路を守った安全な登下校の仕方
中　危険な行動、寄り道、遊び等での事故、犯罪被害
高　登下校の心身の状態と事故、犯罪被害

家庭の内外で起こる事故、犯罪
被害とその防止

低　家や家の周囲で安全な行動の仕方
中　家や家の周囲で起こる事故、犯罪被害と安全な行動の仕方
高　家や遊び場で起こる事故、犯罪被害の原因と安全な行動の仕方

野
外
活
動

等
の
安
全

野外活動で起こる事故につい
て理解し、安全に行動できる
ようにする

水泳、登山、スキー、スケート、
水辺活動等の事故と安全な行動

低　水泳、スキー、スケート等の安全のきまり
中　水泳、登山、スキー、スケート等の安全な活動の仕方
高　野外での運動、自然教室等における危険と安全な行動の仕方

事
件
・
事
故
災
害
発
生
時

の
安
全
・
応
急
手
当

事件・事故災害発生時の避難
や通報の仕方、簡単な応急手
当の仕方について理解し、適
切に行動ができるようにする

不審者侵入時の対応 低　安全な避難の仕方
中　安全な避難の仕方と教職員への通報
高　安全な避難の仕方と教職員への通報

けが人に対する介助の仕方 中　けが人の通報の仕方
高　けがの種類と介助の仕方

けがの応急手当の仕方と措置 中　簡単な応急手当の仕方
高　けがの種類と応急手当の仕方

熱中症・光化学スモッグ発生等
の措置と応急手当の仕方

中　熱中症等の症状と応急手当の仕方
高　光化学スモッグ発生時の連絡方法と手当の仕方

地
域
や
社
会
生
活
で
の
安
全

地域 ･ 社会で起こる犯罪や危
険について理解し、安全に行
動ができるようにする

地域での犯罪被害の現状と安全
な行動

低　誘拐に遭わないために
中　誘拐の起こりやすい場所と時間
高　身の回りでの犯罪の現状と安全な行動

地域での犯罪被害の防止に関す
る活動や対策

低　遊び場やその行き帰りでの安全
中　安全な生活の仕方
高　防犯対策の理解と安全な生活の仕方

地域 ･ 社会生活の安全に関する
機関や団体の活動

低　安全を守ってくれる人々
中　安全を守ってくれる機関や団体の仕組み
高　安全を守ってくれる機関や団体の理解と協力

地域 ･ 社会における自分たちの
責任と役割

低　犯罪防止のための人々
中　犯罪防止のための人々の役割
高　犯罪防止のための人々についての理解と自分たちの役割
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中　　学　　校 高　　等　　学　　校
施設 ･設備や学習用具による事故とその原因
事故の起こりやすい施設 ･設備と安全な使い方
事故の起こりやすい学習用具と安全な使い方

施設 ･設備や学習用具による事故とその原因
事故の起こりやすい施設 ･設備と安全な使い方
事故の起こりやすい学習用具と安全な使い方

施設 ･設備の使用前と使用後の安全点検の仕方
学習用具の使用前と使用後の安全点検の仕方
施設 ･設備や学習用具の整備や整理 ･整とんの仕方

施設 ･設備の使用前と使用後の安全点検の仕方
学習用具の使用前と使用後の安全点検の仕方
施設 ･設備や学習用具の整備や整理 ･整とんの仕方

体育学習時の安全と美術科、技術 ･家庭科の実習時の安全
理科の実験時の安全
野外 ･校外学習時の安全（交通 ･防災 ･動植物等）

体育学習時の安全と理科 ･芸術科 ･家庭科の実習時の安全
野外学習時の安全
専門教科実習時の安全

体育的な活動や文化的な活動で起こりやすい事故と安全な行動の仕方
ボランティア活動で起こりやすい事故と安全な行動の仕方

生徒会活動で起こる事故の現状とその原因
体育的な活動や文化的な活動で起こりやすい事故と安全な行動の仕方

部活動で起こる事故の現状、原因、防止のための安全な行動の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方

部活動で起こる事故の現状、原因、防止のための安全な行動の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方

活動の特質に応じた安全の配慮事項
安全に配慮した体育的な活動の計画と活動の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

活動の特質に応じた安全の配慮事項
安全に配慮した体育的な活動の計画と活動の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

運動会、校内競技会等の種目別の事故の現状とその原因
種目ごとの安全な参加の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

儀式的 ･学術的 ･体育的行事における事故の現状とその原因
儀式的 ･学術的 ･体育的行事の安全な行動の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

旅行 ･集団宿泊的行事等で起こる事故の現状とその原因
旅行、見学等のときの安全な行動の仕方と事故災害が起きたときの
行動の仕方
旅行 ･集団宿泊的行事等のときの安全な行動の仕方と事故災害が起
きたときの行動の仕方

国内外の旅行 ･集団宿泊的行事等で起こる事故の現状とその原因
遠足、見学等の時の安全な行動の仕方と事故災害が起きたときの行
動の仕方
旅行 ･集団宿泊的行事等のときの安全な行動の仕方と事故災害が起
きたときの行動の仕方

交通機関利用時の事故とその防止
自由行動時に起こりやすい事故の危険と安全な行動

交通機関利用時の事故とその防止
自由行動時に起こりやすい事故の危険と安全な行動

勤労生産的な活動時に起こる事故とその防止
奉仕的な活動時に起こる事故とその防止

勤労生産的な活動時に起こる事故とその防止
奉仕的な活動時に起こる事故とその防止

服装や持ち物等にかかわって起こる事故とその防止
健康の状態の不安定にかかわって起こる事故とその防止

服装や持ち物等にかかわって起こる事故とその防止
健康状態の不安定にかかわって起こる事故とその防止

学校施設での事故とその原因
施設 ･設備の安全な利用
施設 ･設備の点検 ･整備

学校施設での事故とその原因
施設・設備の安全な利用
施設 ･設備の点検 ･整備

始業前等、休み時間中に廊下 ･階段・窓等で起こる事故とその原因
始業前や放課後等、休み時間中の校舎内外での安全な行動の仕方

始業前等、休み時間中に廊下 ･階段・窓等で起こる事故とその原因
始業前や放課後等、休み時間中の校舎内外での安全な行動の仕方

日常の清掃活動や大掃除等で起こる事故の現状とその原因
日常の清掃活動の安全な作業の仕方
大掃除や校内美化活動の安全な作業の仕方

日常の清掃活動や大掃除等で起こる事故の現状とその原因
日常の清掃活動の安全な作業の仕方
大掃除や校内美化活動の安全な作業の仕方

給食に関する事故の現状とその原因
安全に注意した配膳 ･片付けの仕方

（定時制）
給食に関する事故の現状とその原因
安全に注意した配膳 ･片付けの仕方

環境が不案内のときの事故、犯罪被害
登下校時の心身の状態と事故、犯罪被害
危険な行動、遊び等での事故、犯罪被害

環境が不案内のときの事故、犯罪被害
登下校時の心身の状態と事故、犯罪被害
危険な行動、遊び等での事故、犯罪被害

電気、ガス、灯油等家庭内の危険物の種類とその取扱い
家庭内の安全点検
日常の活動場所や登下校時の通学路の危険箇所の確認

電気、ガス、灯油等家庭内の危険物の種類とその取扱い
家庭内の安全点検
日常の活動場所や登下校の通学路の危険箇所の確認

水泳などによる事故の状況と安全の心得
登山、キャンプ等による事故の状況と安全の心得
スキー、スケート等による事故の原因と事故防止の心得
その他野外での運動等における危険と安全な行動の仕方

水泳 ･水辺活動などによる事故の状況と安全の心得
登山、キャンプ等による事故の状況と安全の心得
スキー、スケート等による事故の原因と事故防止の心得
その他野外での運動、自然教室等における危険と安全な行動の仕方

様々な場面に応じた避難の仕方と教職員への通報 様々な場面に応じた避難の仕方と教職員への通報

けが人の介助の仕方と通報の仕方 けが人の介助の仕方と通報の仕方

止血法、心肺蘇生法等の応急手当の方法と実際 止血法、心肺蘇生法等の応急手当の方法と実際

熱中症等の症状と応急手当の仕方
光化学スモッグ発生時の連絡方法と手当の仕方

熱中症等の症状と応急手当の仕方
光化学スモッグ発生時の連絡方法と手当の仕方

誘拐等犯罪が起こりやすい時間帯 ･場所 ･手口
被害に遭った場合の通報等適切な行動
被害に遭わない日ごろからの心構え

地域の犯罪被害の現状と安全な行動

自治会など地域の犯罪防止活動の様子
防犯対策の理解と安全な生活の仕方
地域の活動への参加 ･協力

犯罪被害の防止活動や対策と安全な行動

国や地方公共団体の仕組みと施策
地域の関係機関や関係団体の仕組みと活動
犯罪防止のためや被害に遭った場合の利用
地域の犯罪防止活動への参加 ･協力

地域 ･社会生活の安全に関する機関や団体の活動の理解と安全な活動

犯罪防止のための学校の役割
職場、家庭、地域の人々の役割
適切な情報の収集
犯罪防止における自分たちの責任と役割

地域 ･社会生活の安全における自分たちの責任と役割
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交通安全

区分 ねらい 項　目 内　　　容
小　　学　　校

安
全
な
道
路
利
用
の
基
本
と
交
通
へ
の
参
加

道路交通環境および
交通ルールに基づく
道路利用のきまり事
について理解し、安
全な歩行ができるよ
うになる

道路の構造・施設 ･ 
通行区分

低・中　歩く場所（歩道、路側帯、右側）と歩く位置（車道から離れる）、信号機（押しボタン
式信号など）の種類とその役割

高　　　交差点の構造と車両の動き、信号機（歩車分離式信号など）の種類とその役割、様々な
道路施設とその役割

交通法規 低・中・高　信号の意味と遵守、標識 ･標示の種類とその意味
通学路の安全 低　　　通学路の安全な歩行の仕方（誘拐、不審者等の犯罪防止を含む）、安全な登下校の仕方（集

団登下校を含む）
中・高　通学路の安全な歩行の仕方（誘拐、不審者等の犯罪防止を含む）、安全な登下校の仕方（集

団登下校を含む）、通学路やスクールゾーンの意味
交差点での歩行や道
路の横断

低　　　横断する場所と待機する場所、信号の変化と安全な横断、運転者への合図（手を挙げる
など）

中・高　横断する場所と待機する場所、信号の変化と安全な横断、運転者への合図、横断者と車
両の動きとの関係

気象や交通環境の変
化と安全

低・中　様々な気象（雨、雪、凍結、強風など）と安全な歩行の仕方
高　　　時間帯（薄暮や夜間など）と安全な歩行の仕方（明るい服装、反射材など）

踏切など鉄道に対す
る安全

低　　　踏切での安全な待機と渡り方
中　　　踏切での安全な待機と渡り方、非常ボタンの取扱い方
高　　　非常ボタンの取扱い方、架線接触・軌道立ち入りや妨害の危険

自転車の安全な利
用 ･点検や整備につ
いて理解を深め、交
通ルール ･約束等を
守って安全な乗車が
できるようになる

道路の構造と施設 ･ 
通行区分

低　　　自転車が通行する場所
中　　　自転車が通行する場所
高　　　自転車が通行する場所（自転車専用道路、車道、自転車通行可の歩道、路側帯、左側）

と走行位置（自転車通行可の歩道は車道寄り）
交通法規 低　　　自転車に関わる基本的な交通ルール

中　　　自転車に関わる交通ルール、自転車に関わる標識・標示の種類とその意味
高　　　自転車に関わる交通ルール、自転車に関わる標識・標示の種類とその意味

交差点の通行や道路
の横断

低・中　自転車で横断する場所と待機する場所、安全な横断（信号遵守、一時停止、徐行、降り
て渡る）

高　　　自転車で横断する場所と待機する場所、安全な横断（信号遵守、一時停止、徐行、降り
て渡る）、信号の変化と横断自転車と車両の動きとの関係

気象や交通環境の変
化と安全

高　　　様々な気象（雨、雪、凍結、強風など）と安全な自転車乗車、時間帯（薄暮や夜間など）
と安全な自転車乗車（明るい服装、反射材、ライト点灯など）

自転車の安全な利用
とヘルメットの着用

低　　　自転車の正しい乗り方、自転車に乗ってよい場所、安全な練習場所、ヘルメット着用
中　　　自転車の正しい乗り方、自転車で移動してよい範囲、ヘルメット着用
高　　　自転車の正しい乗り方、自転車で移動してよい範囲、ヘルメット着用とその効果

自転車の点検・整備 低　　　体に合った自転車、自転車の簡単な点検と手入れ
中　　　自転車の各部の名称と働き、点検と手入れ
高　　　定期的 ･乗車前の点検の仕方

適切な駐輪の仕方 低・中・高　適切な駐輪の仕方、点字ブロック

公共交通機関を安全
にかつ適切に利用で
きるようになる

電車・バスの利用 低・中・高　公共交通機関の安全な利用の仕方

道
路
交
通
環
境
へ
の
適
応

様々な道路環境や
時々刻々と変化する
交通環境において、
適切な危険予測と危
険回避ができるよう
になる（自転車乗車
時を含む）

交差点での通行や道
路の横断

低・中　安全確認の重要性、止まる・見る・確かめるとその具体化、飛び出し・斜め横断の危険、
駐車車両・渋滞車両の直近での横断の危険

高　　　安全確認の重要性、止まる・見る・確かめるとその具体化、駐車車両・渋滞車両の直近
での横断の危険

道路の死角と安全確
認

低・中・高　様々な遮蔽物と見通しの悪い交差点、死角からの車両の出現予測と安全確認

車両の動きと安全確
認

低　　　交差点での右左折車両に対する安全確認
中・高　交差点での右左折車両に対する安全確認、自転車乗車時の後方確認

危険箇所と交通事故 低・中　通学路の主な危険箇所、主な事故発生状況（交差点横断時の事故、出合頭事故など）
高　　　地域の危険箇所とその共有、道路事情（交通量、車両の速度、歩車分離の状態など）に

よる危険と安全な通行、主な事故発生状況（交差点横断時の事故、出合頭事故など）、
交通安全マップづくりと発信

心理と行動（集団で
の行動を含む）

低　　　飛び出すときの心理、安全な集団歩行の仕方、集団で通行または横断するときの危険
中　　　飛び出すときの心理、安全な集団歩行の仕方、交通ルールを守らないときの心理、集団

で通行または横断するときの危険
高　　　交通ルールを守らないときの心理、安全確認を忘れるときの心理、集団で通行または横

断するときの危険
雨天や夜間の危険 低　　　夕方や夜間の運転者からの見え方と安全な行動の仕方

中・高　夕方や夜間の運転者からの見え方と安全な行動の仕方、雨天・積雪時や夜間での車両の
動きや特性（制動距離など）

原付・二輪車・自動
車の特性・種類・構造・
機能

低・中　四輪車の死角と内輪差（特に大型車）、シートベルトの着用
高　　　四輪車の死角と内輪差（特に大型車）、シートベルトの着用とその効果

地
域
の
安
全
へ
の
貢
献
と
責
任

交通社会の一員とし
て、地域の安全に貢
献するとともに、責
任ある行動がとれる
ようになる

幼児・高齢者・障害
のある人々の保護と
共生

低　　　白杖や点字ブロック等の意味
中　　　幼児・高齢者・障害のある人々の行動の特徴
高　　　幼児・高齢者・障害のある人々の行動の特徴と安全確保の仕方、自転車事故における加

害者の責任
危機管理 低　　　保護者・教職員への報告

中　　　学校での交通安全、下級生への簡単な安全指導
高　　　事故発生時の通報と対応、自転車保険

救急施設と救急体制 低・中・高　地域の救急施設や救急体制
安全な交通社会づく
りにおける役割

低　　　家庭での交通安全
中　　　学校での交通安全、下級生への簡単な安全指導
高　　　通学中の下級生の世話と模範行動、地域の交通安全活動への参加、交通社会の一員とし

ての小学生の責任と役割
交通安全に関する機
関や団体の活動

低・中・高　交通安全に関する機関や団体の仕組みと施設の利用の仕方

運転免許制度
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中　　学　　校 高　　等　　学　　校
交差点の構造と車両の動き、信号機（歩車分離式信号など）の種類とそ
の役割、様々な道路施設とその役割

交差点の構造と車両の動き、信号機（歩車分離式信号など）の種類とそ
の役割、様々な道路施設とその役割

信号の意味と遵守、標識 ･標示の種類とその意味 信号の意味と遵守、標識 ･標示の種類とその意味

通学方法、道路条件、交通環境の変化に応じた安全な通学の仕方（犯罪
防止を含む）、通学路・スクールゾーンの設置の意味

通学方法、道路条件、交通環境の変化に応じた安全な通学の仕方（犯罪
防止を含む）

信号の変化と横断者と車両の動きとの関係、運転者との非言語コミュニ
ケーション

信号の変化と横断者と車両の動きとの関係、運転者との非言語コミュニ
ケーション

時間帯（薄暮や夜間など）と安全な歩行の仕方（明るい服装、反射材など）時間帯（薄暮や夜間など）と安全な歩行の仕方（明るい服装、反射材など）

非常ボタンの取扱い方、架線接触・軌道立ち入りや妨害の危険 非常ボタンの取扱い方、架線接触・軌道立ち入りや妨害の危険

自転車が通行する場所（自転車専用道路、車道、自転車通行可の歩道、
路側帯、左側）と走行位置（自転車通行可の歩道は車道寄り）

自転車が通行する場所（自転車専用道路、車道、自転車通行可の歩道、
路側帯、左側）と走行位置（自転車通行可の歩道は車道寄り）

自転車に関わる交通ルール、自転車に関わる標識 ･ 標示の種類とその意
味

自転車に関わる交通ルール、自転車に関わる標識 ･ 標示の種類とその意味

安全な横断（信号遵守、一時停止、徐行、降りて渡る）、信号の変化と横
断自転車と車両の動きとの関係

安全な横断（信号遵守、一時停止、徐行、降りて渡る）、信号の変化と横
断自転車と車両の動きとの関係

様々な気象（雨、雪、凍結、強風など）と安全な自転車乗車、時間帯（薄
暮や夜間など）と安全な自転車乗車（明るい服装、反射材、ライト点灯など）

様々な気象（雨、雪、凍結、強風など）と安全な自転車乗車、時間帯（薄
暮や夜間など）と安全な自転車乗車（明るい服装、反射材、ライト点灯など）

ヘルメットの着用のその効果、自転車安全利用五則、自転車の性能と安
全な乗り方

ヘルメットの着用とその効果、自転車安全利用五則、自転車の性能と安
全な乗り方

体に合った自転車、定期的・乗車前の点検箇所・点検内容・点検の仕方 定期的・乗車前の点検箇所・点検内容・点検の仕方

違法駐輪・迷惑駐輪の現状と問題、秩序ある駐車と施錠、防犯登録等の
必要性と放置、盗難等の防止

違法駐輪・迷惑駐輪の現状と問題、秩序ある駐車と施錠、防犯登録等の
必要性と放置、盗難等の防止

交通機関利用時のマナー（迷惑行為、危険行為）、駅ホームでの安全（転落、
他の乗客との接触など）

交通機関利用時のマナー（迷惑行為、危険行為）、駅ホームでの安全（転落、
他の乗客との接触など）

安全確認の重要性、止まる・見る・確かめるとその具体化、信号の変化
と状況の変化と適切な判断

安全確認の重要性、止まる・見る・確かめるとその具体化、信号の変化
と状況の変化と適切な判断

様々な遮蔽物と見通しの悪い交差点、死角からの車両の出現予測と左右
確認

様々な遮蔽物と見通しの悪い交差点、死角からの車両の出現予測と左右
確認

交差点での右左折車両に対する安全確認、自転車乗車時の後方確認、
運転者の視点を考慮した危険予測

交差点での右左折車両に対する安全確認、自転車乗車時の後方確認、
運転者の視点を考慮した危険予測

地域の危険箇所やヒヤリハット経験とその共有、道路事情（交通量、車
両の速度、歩車分離の状態など）による危険と安全な通行、交通安全マッ
プづくりと発信、主な事故発生状況（交差点横断時の事故、出合頭事故
など）、時間帯・気象条件と交通事故の現状

地域の危険箇所やヒヤリハット経験とその共有、道路事情（交通量、車
両の速度、歩車分離の状態など）による危険と安全な通行、交通安全マッ
プづくりと発信、主な事故発生状況（交差点横断時の事故、出合頭事故
など）、時間帯・気象条件と交通事故の現状、車両の種別と交通事故の特徴

交通ルールの遵守と心の葛藤、安全確認を忘れるときの心理、集団で通
行または横断するときの危険

交通ルールの遵守と心の葛藤、安全確認を忘れるときの心理、集団で通
行または横断するときの危険、急ぎ・焦りの心と感情コントロール

夕方や夜間の運転者からの見え方（視認距離、眩惑現象、蒸発現象など）
と安全な行動の仕方、雨天・積雪時や夜間での車両の動きや特性（制動
距離など）

夕方や夜間の運転者からの見え方（視認距離、眩惑現象、蒸発現象など）
と安全な行動の仕方、雨天・積雪時や夜間での車両の動きや特性（制動
距離など）

四輪車の死角と内輪差（特に大型車）、車両の速度と停止距離及び前照灯
の照射距離、様々な安全器具・装置（ヘルメット、シートベルト、エアバッ
ク）の被害軽減効果と正しい着用

四輪車の死角と内輪差（特に大型車）、車両の速度と停止距離及び前照灯
の照射距離、様々な安全器具・装置（ヘルメット、シートベルト、エアバッ
ク）の被害軽減効果と正しい着用、車両の特性と運転適性

幼児・高齢者・障害のある人々の行動の特徴と安全確保の仕方、自転車
事故における加害者の責任

幼児・高齢者・障害のある人々の行動の特徴と安全確保の仕方、自転車
事故における加害者の責任

事故発生時の通報と対応、道義的責任・民事上の責任・刑事上の責任、
自転車保険

事故発生時の通報と対応、道義的責任・民事上の責任・刑事上の責任・
行政上の責任、自転車保険

地域の救急施設や救急体制、交通事故が起きたときの応急手当と措置 地域の救急施設や救急体制、交通事故が起きたときの応急手当と措置
幼児・小学生への模範行動、自己の行動が他者に与える影響、交通事故
防止のための学校の役割と自己の関わり方、地域の交通安全活動への参
加、交通社会の一員としての中学生の責任と役割

幼児・小学生・中学生への模範行動、自己の行動が他者に与える影響、
交通事故防止のための学校の役割と自己の関わり方、地域の交通安全活
動への参加、交通社会の一員としての高校生の責任と役割

交通安全に関する国・地方公共団体の仕組みと施策、地域の関係機関や
関係団体の仕組みと活動

交通安全に関する国・地方公共団体の仕組みと施策、地域の関係機関や
関係団体の仕組みと活動

運転免許制度の意義 ･ 運転免許の種類 ･ 内容及び取得年齢、運転者の義
務と責任と補償

運転免許制度の意義 ･ 運転免許の種類 ･ 内容及び取得年齢、運転者の義
務と責任と補償
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災害安全

区分 ねらい 項　　　目 内　　　容
小　　学　　校

火
災
時
の
安
全

火災のときに起こりやすい危
険な状況を理解し、適切な行
動ができるようにする

火災のときの危険 低　火のまわり方と煙の危険
中　火災の原因と危険
高　火災が発生したときの心構え

火災の状況に応じた安全な行動 低　火のまわり方と煙に対する行動の仕方
中　火災情報に基づいた判断と安全な行動
高　安全な行動の要素、燃焼の 3要素の理解と可能な対応

避難経路 ･ 避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　避難の仕方と方法
中　避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

地
震
災
害
時
の
安
全

地震発生の場合、危険な行動
に走りやすいことを理解し、
安全な行動ができるようにす
る
地域によって津波の発生があ
ることも理解し、安全な避難
ができるようにする

地震のときに起こる危険を理解
し、安全に行動できるようにす
る
津波や土砂災害などの二次的な
災害を理解し、安全に行動でき
るようにする。

低　地震・津波のときの危険 
中　地震・津波情報（緊急地震速報）に基づいた判断と安全な行動
高　地震・津波のときの危険に対する心構え

避難経路 ･ 避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　安全な避難の仕方
中　安全な避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

津波による危険と避難の仕方 低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　津波による危険
中　津波情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方、低学年の子供への促し

火
山
災
害

時
の
安
全

火山災害が発生した場合の危
険を理解し、安全な行動がで
きるようにする
地域の活火山を知る

火山活動による危険と避難の仕
方
火山噴火の情報の収集

低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　火山活動による危険
中　火山情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方

気
象
災
害
時
の
安
全

風水害、豪雪は登下校時の道
路環境を変えることがあるこ
とを理解し、危険を的確に判
断し、安全な行動ができるよ
うにする
風水害には二次的な土砂災害
も含まれるので、地域の自然
環境も理解する。
注意報・警報・特別警報の意
味や避難勧告・避難指示等の
発令を理解する

風水害等による危険と安全な行
動の仕方

低　風水害のときの安全な登下校の仕方
中　風水害のときの危険
高　風水害のときの安全な行動の仕方

豪雪、雪崩等による危険と安全
な行動の仕方

低　豪雪のときの安全な登下校の仕方
中　豪雪、雪崩のときの危険
高　豪雪、雪崩のときの安全な行動の仕方

落雷による危険と安全な行動の
仕方

低　登下校中の落雷による危険
中　落雷からの身の守り方
高　落雷に遭わない行動の仕方

原
子
力
災
害
時
の
安
全

放射線による事故の危険につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする
原子力災害が発生した時の情
報を収集し、行政の指示に従
い、安全な行動がとれるよう
にする。

放射線による身体への影響や健
康被害

低　目に見えない危険
中　身近にある放射線
高　放射線による身体への影響と健康被害

放射線による健康被害の防止や
避難の仕方

低　安全な避難の仕方
中　避難経路や避難場所の確認
高　正しい情報の入手の仕方

地域 ･ 社会生活における放射線
事故の防止対策
放射線による健康被害の防止と
個人や社会の責任

低  放射線の存在
中  放射線の使われ方
高  放射線の安全対策への理解

避
難
所
の

役
割
と
安
全

災害発生時における避難所の
役割とそこでの生活を理解し、
安全な行動ができるようにす
る

災害発生状況と避難所の意義と
相互扶助

低  避難場所での安全な生活
中  災害発生時の避難所の役割
高  避難所の生活と自分の役割

避
難
所
の
役
割
と
安
全

災害安全に関する意識を高め
るために、防災避難訓練等の
学校行事の意義を理解し、積
極的に参加できるようにする

災害安全に関する学校行事等の
意義の理解と積極的な参加

低  防災避難訓練等への参加の仕方
中  災害安全に関する学校行事への積極的参加
高  災害安全等に関する学校行事の意義と理解

児童（生徒）会活動による自主
的活動への参加

高  災害安全に関する児童会活動の内容

地域社会における防災に関する
活動への参加
家族と避難場所をきめておく

低  家庭での防災
中  学校での防災
高  地域における防災に関する活動の理解と参加
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中　　学　　校 高　　等　　学　　校
火災の原因と危険
火災に対する心構え

火災の原因と危険
危険物の取扱い
火災に対する心構え

有害な煙に対する行動の仕方 
火災の特性
救助器具の使い方と初期消火の仕方

有害な煙に対する行動の仕方
火災の特性
パニックの防止と安全な行動
初期消火の方法

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難の仕方

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

地震・津波発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、
液状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手
緊急地震速報への対応
パニック防止と安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震・津波発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、
液状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手と発信
緊急地震速報への対応
パニック防止の安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震に応じた避難経路と避難場所の確認 
様々な場面に応じた避難の仕方

地震に応じた避難経路と避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

津波による危険（河川の遡上も含む）
津波警報・特別警報と避難の仕方

津波による危険（河川の遡上も含む）
津波警報・特別警報による避難と避難誘導の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズム
とその危険
火山情報と避難の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズム
とその危険
火山情報による避難と避難誘導の仕方

風水害のときの危険（落下物、電線の切断や倒木、 増水による河川
の変化、土砂崩れ、河川の崩壊や橋の流出）
風水害情報と避難の仕方、避難勧告・避難指示の理解と行動

風水害のときの危険（家屋への浸水、家屋の倒壊、高潮、河川の氾濫、
土石流、崖崩れ）
風水害情報による避難と避難誘導の仕方、避難勧告・避難指示の理
解と行動

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

落雷しやすい気象条件・雷注意報への理解
校庭 ･プール等校舎外での危険
登下校中による危険
落雷に遭わない安全な行動

落雷しやすい気象条件・雷注意報への理解
屋内外での危険
安全な避難と避難誘導の仕方

身近にある放射線
目には見えない危険と身体への影響と健康被害

放射線の身体への影響と健康被害
屋内退避や洗浄

健康被害の内容と防止
放射線事故に応じた避難の仕方
避難経路と避難場所の確認

正しい情報の入手
避難警報と安全な避難と避難誘導の仕方

放射線による原子力災害と安全対策
モニター制度の仕組みとそのかかわり

放射線による原子力災害に関わる防災対策

情報の収集の仕方
防災訓練への参加

放射線による健康被害防止対策
防災訓練への積極的参加

災害発生時の避難所の意義と役割
避難所での生活
自主的な組織活動の必要性と相互扶助
ボランティア活動への参加

避難所生活と相互扶助
自主組織の活動への積極的参加
ボランティア活動への積極的参加
ライフラインの確保

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加の仕方

災害安全に関する生徒会活動の内容 災害安全に関する生徒会活動の内容

地域における防災に関する活動への参加（防災訓練、 救急法、 応急
手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検 ･整備、防災備
品の整理） 
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全

地域における防災に関する活動への積極的参加（防災訓練、救急法
応急手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検 ･整備、防災備
品の整理）
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全
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②
　

プ
ー

ル
の

安
全

点
検

表

場
所
	

プ
ー
ル
	

点
検
実
施
日
	

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

	
	

点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1
プ
ー
ル
周
り
の
柵
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
破
損
や
腐
食
は
な
い
か

2
出
入
口
に
損
傷
が
な
く
、
使
用
時
以
外
は
施
錠
さ
れ
て
い
る

か

3
プ
ー
ル
の
附
属
施
設
の
破
損
、
異
常
は
な
い
か

4
プ
ー
ル
及
び
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
床
に
破
損
や
滑
り
や
す
さ
は

な
い
か

5
コ
ー
ス
ロ
ー
プ
や
止
め
金
の
破
損
は
な
い
か

6
排
（
環
）
水
口
の
蓋
が
ネ
ジ
・
ボ
ル
ト
等
で
固
定
さ
れ
て
い

る
か

7
プ
ー
ル
に
危
険
物
、
異
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か

8
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
危
険
な
も
の
は
放
置
さ
れ
て
い
な
い
か

9
水
量
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か

10
消
毒
剤
等
の
保
管
は
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る
か

11
救
助
用
具
、
救
急
薬
品
の
点
検
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
か

12 13 14

＊
�点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、「
学
校
環
境
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
［
平
成
30
年
度
改
訂
版
］」
（
文
部
科
学
省
）
を
参
考

に
す
る
な
ど
、
上
記
観
点
以
外
に
も
、
各
学
校
に
お
け
る

独
自
の
観
点
を
検
討
し
、
追
加
・
修
正
等
を
行
う

＊
�「
学
校
に
お
け
る
水
泳
プ
ー
ル
の
保
健
衛
生
管
理
（
平
成

28
年
度
改
訂
）」
（
公
益
財
団
法
人
日
本
学
校
保
健
会
）

※
「
目
視
」「
触
診
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。

安
全
点
検
表
の
一
例

①
　

教
室

等
の

安
全

点
検

表

場
所
	

○
年
○
組
教
室
	

点
検
実
施
日
	

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

	
	

点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1
床
板
の
異
常
、
移
動
、
破
損
は
な
い
か

2
机
・
い
す
の
破
損
は
な
い
か

3
窓
・
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
や
鍵
の
破
損
、
故
障
は
な
い
か

4
窓
の
転
落
防
止
手
す
り
の
異
常
、
破
損
は
な
い
か

5
窓
下
に
足
掛
か
り
に
な
る
も
の
は
な
い
か

6
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
に
損
傷
は
な
い
か

7
照
明
器
具
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
時
計
、
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
が
落

ち
そ
う
に
な
っ
て
い
な
い
か

8
戸
棚
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
転
倒
、
移
動
の
危
険
は
な
い
か

9
戸
棚
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
か
ら
の
落
下
物
の
危
険
は
な
い
か

10
柱
や
内
壁
に
剥
離
、
亀
裂
は
な
い
か

11
天
井
の
破
損
、
雨
漏
り
は
な
い
か

12
防
犯
用
具
は
取
り
出
し
や
す
い
箇
所
に
あ
る
か

13
階
段
や
踊
り
場
に
、
物
が
放
置
さ
れ
て
い
な
い
か

14

＊
�点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
上
記
観
点
以
外
に
も
、
各
学

校
に
お
け
る
独
自
の
観
点
を
検
討
し
、
追
加
・
修
正
等
を

行
う

※
「
目
視
」「
触
診
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。
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④
遊

具
等

の
安

全
点

検
表

場
所
	

運
動
場
の
遊
具
	

点
検
実
施
日
	

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

	
	

点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1
ブ
ラ
ン
コ

・
�支
柱
の
ぐ
ら
つ
き
、
腐
食
、
亀
裂
や
基
礎
の
露
出
は

な
い
か

・
�着
地
面
や
周
辺
に
石
な
ど
は
な
い
か

・
着
座
部
の
破
損
、
金
具
の
摩
耗
・
緩
み
は
な
い
か

・
吊
り
金
具
、
チ
ェ
ー
ン
の
破
損
・
摩
耗
は
な
い
か

2
す
べ
り
台

・
�支
柱
、
登
行
部
、
落
下
防
止
柵
な
ど
の
ぐ
ら
つ
き
、
腐
食
、

亀
裂
や
基
礎
の
露
出
は
な
い
か

・
着
地
面
や
周
辺
に
石
な
ど
は
な
い
か

・
滑
降
面
に
突
起
物
な
ど
は
な
い
か

・
ひ
も
等
が
引
っ
掛
か
り
や
す
い
隙
間
等
は
な
い
か

3
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

・
�支
柱
の
ぐ
ら
つ
き
、
腐
食
、
亀
裂
や
基
礎
の
露
出
は

な
い
か

・
着
地
面
や
周
辺
に
石
な
ど
は
な
い
か

4

＊
�点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、「
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の

安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
（
改
訂
版
）」
（
平
成
20
年
8
月

国
土
交
通
省
）を
参
考
に
す
る
な
ど
、上
記
観
点
以
外
に
も
、

各
学
校
に
お
け
る
独
自
の
観
点
を
検
討
し
、
追
加
・
修
正

等
を
行
う

※
「
目
視
」「
触
診
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。

③
　

運
動

場
・

校
地

の
安

全
点

検
表

場
所
	

運
動
場
・
校
地
	

点
検
実
施
日
	

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

	
	

点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1
石
、
ガ
ラ
ス
片
、
凹
凸
な
ど
に
よ
る
危
険
は
な
い
か

2
排
水
口
や
側
溝
に
つ
ま
り
は
な
い
か

3
水
飲
み
場
、
足
洗
い
場
の
破
損
は
な
い
か

4
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
は
固
定
さ
れ
て
い
る
か

5
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
溶
接
部
分
に
破
損
は
な
い
か

6
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
破
損
、
腐
食
は
な
い
か

転
倒
の
恐
れ
は
な
い
か

7
掲
揚
塔
等
の
腐
食
や
転
倒
の
お
そ
れ
は
な
い
か

8
樹
木
に
邪
魔
な
枝
は
な
い
か

9
校
門
、
塀
や
柵
に
破
損
、
ひ
び
、
腐
食
は
な
い
か

10
訪
問
者
の
た
め
の
案
内
、
入
口
明
示
等
の
立
て
札
、
看
板
等

の
破
損
は
な
い
か

11
登
下
校
時
以
外
は
校
門
が
閉
め
ら
れ
て
い
る
か
（
校
門
が
閉

鎖
で
き
る
場
合
）

12
防
犯
カ
メ
ラ
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
は
正
し
く
作
動
し
て
い
る
か

13
死
角
の
原
因
と
な
る
立
木
等
の
障
害
物
は
な
い
か

14

＊
�点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
上
記
観
点
以
外
に
も
、
各
学

校
に
お
け
る
独
自
の
観
点
を
検
討
し
、
追
加
・
修
正
等
を

行
う

※
「
目
視
」「
触
診
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。
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⑤
安

全
点

検
集

計
表 月
　
定
期
安
全
点
検
集
計
表

校
長

教
頭

事
務
担
当

安
全
主
任

場
所

点
検
者

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

改
善
措
置
の
状
況

１
−
２

教
室

○
○

後
ろ
の
扉
の
戸
が
開
き
づ
ら
い

○
月
○
日
済
　
車
輪
部
注
油

２
−
１

教
室

○
○

テ
レ
ビ
用
固
定
ベ
ル
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

バ
ッ
ク
ル
の
破
損

○
月
○
日
済
　
ベ
ル
ト
交
換

３
−
２

教
室

○
○

窓
の
転
落
防
止
手
す
り
に
が
た
つ
き

○
月
○
日
業
者
に
連
絡
（
○
月
○
日
修
理
済
）

「
危
険
」
と
表
示
し
、
窓
を
開
け
な
い
よ
う
指
導

中
央
階
段

○
○

２
階
∼
３
階
　
雨
漏
り
あ
り

○
月
○
日
　
教
育
委
員
会
に
報
告

修
復
ま
で
雨
天
時
ロ
ー
プ
を
張
り
立
入
禁
止

運
動
場

の
遊
具

○
○

ブ
ラ
ン
コ
の
座
板
に
さ
さ
く
れ

○
月
○
日
業
者
に
連
絡
（
○
月
○
日
修
理
済
）

修
理
ま
で
取
り
外
し

運
動
場

の
遊
具

○
○

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
上
空
に
樹
木
の
枝
が

伸
び
て
い
る

○
月
○
日
済
　
枝
を
切
る

運
動
場

○
○

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
固
定
具（
杭
）の
緩
み

○
月
○
日
済
　
杭
の
打
ち
直
し
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項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
当
該
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学

校
安

全
計

画
の

策
定

等
）

第
二
十
七
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校
の

施
設
及
び
設
備
の
安
全
点
検
、
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の
他
の

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
職
員
の
研
修
そ
の
他
学
校
に
お
け
る
安
全
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学

校
環

境
の

安
全

の
確

保
）

第
二
十
八
条
　
校
長
は
、
当
該
学
校
の
施
設
又
は
設
備
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確

保
を
図
る
上
で
支
障
と
な
る
事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
改
善
を

図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
危

険
等

発
生

時
対

処
要

領
の

作
成

等
）

第
二
十
九
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校
の
実

情
に
応
じ
て
、
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
当
該
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容

及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領
（
次
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
」
と
い
う
。）

を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
校
長
は
、
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
職
員
に
対
す
る
周
知
、
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
危
険

等
発
生
時
に
お
い
て
職
員
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
学
校
に
お
い
て
は
、
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
児
童
生
徒
等
及
び
当
該
事
故
等
に
よ
り
心
理
的
外
傷
そ
の
他
の
心
身
の
健
康
に
対
す
る
影

響
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
そ
の
他
の
関
係
者
の
心
身
の
健
康
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。

（
地

域
の

関
係

機
関

等
と

の
連

携
）

第
三
十
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
児
童
生
徒
等
の

保
護
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
当

該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他
の
関
係
機
関
、
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
活
動

を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
当
該
地
域
の
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
を
図
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

【
学
校
保
健
安
全
法
（
抄
）】

第
一

章
　

総
　

則

（
目

的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け

る
教
育
活
動
が
安
全
な
環
境
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
つ
て
学
校
教
育
の
円

滑
な
実
施
と
そ
の
成
果
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定

義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
生
徒
等
」
と
は
、
学
校
に
在
学
す
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
又

は
学
生
を
い
う
。

（
国

及
び

地
方

公
共

団
体

の
責

務
）

第
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
各
学
校
に
お
い
て
保
健
及
び
安

全
に
係
る
取
組
が
確
実
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
保

健
及
び
安
全
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及
び
事
例
を
踏
ま
え
つ
つ
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
は
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
に
係
る
取
組
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
講
ず
る
前
項
の
措
置
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三

章
　

学
校

安
全

（
学

校
安

全
に

関
す

る
学

校
の

設
置

者
の

責
務

）
第
二
十
六
条
　
学
校
の
設
置
者
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
そ
の
設
置
す

る
学
校
に
お
い
て
、
事
故
、
加
害
行
為
、
災
害
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項

に
お
い
て
「
事
故
等
」
と
い
う
。）
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
生
ず
る
危
険
を
防
止
し
、
及
び
事

故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
険
又
は
危
害
が
現
に
生
じ
た
場
合
（
同
条
第
一
項
及
び
第
二
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分
に
限
る
。）
、
第
八
条
、
第
九
条
（
同
条
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
学
生
に
関
す
る
部
分
に
限

る
。）
、
第
十
条
、
第
十
一
条
（
大
学
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）
、
第
十
二
条
か
ら
第
二
十
一

条
ま
で
、
第
二
十
八
条
及
び
前
条
の
規
定
は
、
専
修
学
校
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
学
年
の
始
期
か
ら
起

算
し
て
三
月
以
内
に
」
と
、
第
七
条
第
八
項
中
「
学
校
医
又
は
学
校
歯
科
医
」
と
あ
る
の
は

「
医
師
」
と
、
第
九
条
第
二
項
中
「
学
校
医
そ
の
他
の
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」
と
、
第

十
二
条
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
」
と
、
第
十
九

条
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校
医
そ
の
他
の
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」
と
、

第
十
九
条
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
学
校
医
」
と
あ
る
の
は
「
医

師
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
専
修
学
校
の
医
師
の
職
務
執
行
の
準
則
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四

章
　

雑
則

（
学

校
の

設
置

者
の

事
務

の
委

任
）

第
三
十
一
条
　
学
校
の
設
置
者
は
、
他
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
に
基
づ
き
処
理
す
べ
き
事
務
を
校
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専

修
学

校
の

保
健

管
理

等
）

第
三
十
二
条
　
専
修
学
校
に
は
、
保
健
管
理
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
し
、
技
術
及
び
指
導

を
行
う
医
師
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
専
修
学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
等
を
行
う
た
め
、
保

健
室
を
設
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま

で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
専
修
学
校
に
準
用
す
る
。

【
学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則
（
抄
）】

第
六

章
　

安
全

点
検

等

（
安

全
点

検
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
十
七
条
の
安
全
点
検
は
、
他
の
法
令
に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、
毎
学
期

一
回
以
上
、
児
童
生
徒
等
が
通
常
使
用
す
る
施
設
及
び
設
備
の
異
常
の
有
無
に
つ
い
て
系
統

的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
安
全
点
検
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
日

常
に

お
け

る
環

境
の

安
全

）
第
二
十
九
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
安
全
点
検
の
ほ
か
、
設
備
等
に
つ
い
て
日
常
的
な

点
検
を
行
い
、
環
境
の
安
全
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七

章
　

雑
則

（
専

修
学

校
）

第
三
十
条
　
第
一
条
、
第
二
条
、
第
五
条
、
第
六
条
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
つ
い
て
は
、

大
学
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）
、
第
七
条
（
同
条
第
六
項
に
つ
い
て
は
、
大
学
に
関
す
る
部
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１
　

ね
ら

い
(1
)　
明
る
く
伸
び
伸
び
と
行
動
し
，
充
実
感
を
味
わ
う
。

(2
)　
自
分
の
体
を
十
分
に
動
か
し
，
進
ん
で
運
動
し
よ
う
と
す
る
。

(3
)　
健
康
，
安
全
な
生
活
に
必
要
な
習
慣
や
態
度
を
身
に
付
け
，
見
通
し
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

２
　

内
容

(1
)　
先
生
や
友
達
と
触
れ
合
い
，
安
定
感
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

(2
)　
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
中
で
十
分
に
体
を
動
か
す
。

(3
)　
進
ん
で
戸
外
で
遊
ぶ
。

(4
)　
様
々
な
活
動
に
親
し
み
，
楽
し
ん
で
取
り
組
む
。

(5
)　
先
生
や
友
達
と
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
，
食
べ
物
へ
の
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

(6
)　
健
康
な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
付
け
る
。

(7
)　
身
の
回
り
を
清
潔
に
し
，
衣
服
の
着
脱
，
食
事
，
排
泄
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
活
動
を

自
分
で
す
る
。

(8
)　
幼
稚
園
に
お
け
る
生
活
の
仕
方
を
知
り
，
自
分
た
ち
で
生
活
の
場
を
整
え
な
が
ら
見
通

し
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

(9
)　
自
分
の
健
康
に
関
心
を
も
ち
，
病
気
の
予
防
な
ど
に
必
要
な
活
動
を
進
ん
で
行
う
。

(1
0)
 危
険
な
場
所
，
危
険
な
遊
び
方
，
災
害
時
な
ど
の
行
動
の
仕
方
が
分
か
り
，
安
全
に
気

を
付
け
て
行
動
す
る
。

３
　

内
容

の
取

扱
い

上
記
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(1
)　
心
と
体
の
健
康
は
，
相
互
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
幼
児
が

教
師
や
他
の
幼
児
と
の
温
か
い
触
れ
合
い
の
中
で
自
己
の
存
在
感
や
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と

な
ど
を
基
盤
と
し
て
，
し
な
や
か
な
心
と
体
の
発
達
を
促
す
こ
と
。
特
に
，
十
分
に
体
を
動

か
す
気
持
ち
よ
さ
を
体
験
し
，
自
ら
体
を
動
か
そ
う
と
す
る
意
欲
が
育
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

(2
)　
様
々
な
遊
び
の
中
で
，
幼
児
が
興
味
や
関
心
，
能
力
に
応
じ
て
全
身
を
使
っ
て
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
，
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
味
わ
い
，
自
分
の
体
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

気
持
ち
が
育
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
多
様
な
動
き
を
経
験
す
る
中
で
，
体
の
動

き
を
調
整
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

(3
)　
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
，
体
の
諸
機
能
の
発
達
が

促
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
，
幼
児
の
興
味
や
関
心
が
戸
外
に
も
向
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
の
際
，
幼
児
の
動
線
に
配
慮
し
た
園
庭
や
遊
具
の
配
置
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。

(4
)　
健
康
な
心
と
体
を
育
て
る
た
め
に
は
食
育
を
通
じ
た
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
幼
児
の
食
生
活
の
実
情
に
配
慮
し
，
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

教
師
や
他
の
幼
児
と
食
べ
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
，
様
々
な
食
べ
物
へ
の
興
味

や
関
心
を
も
っ
た
り
す
る
な
ど
し
，
食
の
大
切
さ
に
気
付
き
，
進
ん
で
食
べ
よ
う
と
す
る

気
持
ち
が
育
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

(5
)　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
に
当
た
っ
て
は
，
家
庭
で
の
生
活
経
験
に
配
慮
し
，
幼
児
の

自
立
心
を
育
て
，
幼
児
が
他
の
幼
児
と
関
わ
り
な
が
ら
主
体
的
な
活
動
を
展
開
す
る
中
で
，

生
活
に
必
要
な
習
慣
を
身
に
付
け
，
次
第
に
見
通
し
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

(6
)　
安
全
に
関
す
る
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
情
緒
の
安
定
を
図
り
，
遊
び
を
通
し
て
安
全
に
つ
い

て
の
構
え
を
身
に
付
け
，
危
険
な
場
所
や
事
物
な
ど
が
分
か
り
，
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
，
交
通
安
全
の
習
慣
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，

避
難
訓
練
な
ど
を
通
し
て
，
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

【
幼
稚
園
教
育
要
領
（
抄
）】 第

１
章

　
総

　
則

第
１

　
幼

稚
園

教
育

の
基

本

幼
児
期
の
教
育
は
，
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の
で
あ
り
，
幼
稚

園
教
育
は
，
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
目
的
及
び
目
標
を
達
成
す
る
た
め
，
幼
児
期
の
特
性
を

踏
ま
え
，
環
境
を
通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

こ
の
た
め
教
師
は
，
幼
児
と
の
信
頼
関
係
を
十
分
に
築
き
，
幼
児
が
身
近
な
環
境
に
主
体
的

に
関
わ
り
，
環
境
と
の
関
わ
り
方
や
意
味
に
気
付
き
，
こ
れ
ら
を
取
り
込
も
う
と
し
て
，
試
行

錯
誤
し
た
り
，
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
幼
児
期
の
教
育
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
を
生
か

し
，
幼
児
と
共
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
創
造
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
，
次
に
示
す
事
項
を
重
視
し
て
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
　
幼
児
は
安
定
し
た
情
緒
の
下
で
自
己
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
発
達
に
必
要
な

体
験
を
得
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
，
幼
児
の
主
体
的
な
活
動
を
促
し
，
幼

児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
　
幼
児
の
自
発
的
な
活
動
と
し
て
の
遊
び
は
，
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
の
基
礎
を
培

う
重
要
な
学
習
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
，
遊
び
を
通
し
て
の
指
導
を
中
心
と
し
て
第
２

章
に
示
す
ね
ら
い
が
総
合
的
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
　
幼
児
の
発
達
は
，
心
身
の
諸
側
面
が
相
互
に
関
連
し
合
い
，
多
様
な
経
過
を
た
ど
っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
幼
児
の
生
活
経
験
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
，
幼
児
一
人
一
人
の
特
性
に
応
じ
，
発
達
の
課
題
に
即
し
た
指

導
を
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
の
際
，
教
師
は
，
幼
児
の
主
体
的
な
活
動
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
幼
児
一
人
一
人
の
行
動
の

理
解
と
予
想
に
基
づ
き
，
計
画
的
に
環
境
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
，
教
師
は
，
幼
児
と
人
や
も
の
と
の
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
教
材
を
工
夫

し
，
物
的
・
空
間
的
環
境
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
幼
児
一
人
一
人
の
活
動
の

場
面
に
応
じ
て
，
様
々
な
役
割
を
果
た
し
，
そ
の
活
動
を
豊
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
３

　
教

育
課

程
の

役
割

と
編

成
等

４
　
教
育
課
程
の
編
成
上
の
留
意
事
項

教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

(3
)　
幼
稚
園
生
活
が
幼
児
に
と
っ
て
安
全
な
も
の
と
な
る
よ
う
，
教
職
員
に
よ
る
協
力
体

制
の
下
，
幼
児
の
主
体
的
な
活
動
を
大
切
に
し
つ
つ
，
園
庭
や
園
舎
な
ど
の
環
境
の

配
慮
や
指
導
の
工
夫
を
行
う
こ
と
。

第
２

章
　

ね
ら

い
及

び
内

容
健

康 〔
健
康
な
心
と
体
を
育
て
，
自
ら
健
康
で
安
全
な
生
活
を
つ
く
り
出
す
力
を
養
う
。〕
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第
２

章
　

各
学

科
に

共
通

す
る

各
教

科
第
２
節
　
地
理
歴
史

第
２

款
　

各
　

科
　

目
第

１
　

地
理

総
合

２
　
内
　
容

Ｃ
　
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
私
た
ち

（
1）
自
然
環
境
と
防
災

人
間
と
自
然
環
境
と
の
相
互
依
存
関
係
や
地
域
な
ど
に
着
目
し
て
，
課
題
を
追
究
し

た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。

ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｱ
)我
が
国
を
は
じ
め
世
界
で
見
ら
れ
る
自
然
災
害
や
生
徒
の
生
活
圏
で
見
ら
れ
る
自

然
災
害
を
基
に
，
地
域
の
自
然
環
境
の
特
色
と
自
然
災
害
へ
の
備
え
や
対
応
と
の

関
わ
り
と
と
も
に
，
自
然
災
害
の
規
模
や
頻
度
，
地
域
性
を
踏
ま
え
た
備
え
や
対

応
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

(ｲ
)様
々
な
自
然
災
害
に
対
応
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
新
旧
地
形
図
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
の
地
理
情
報
に
つ
い
て
，
そ
の
情
報
を
収
集
し
，
読
み
取
り
，
ま
と
め
る

地
理
的
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｱ
)地
域
性
を
踏
ま
え
た
防
災
に
つ
い
て
，
自
然
及
び
社
会
的
条
件
と
の
関
わ
り
，
地

域
の
共
通
点
や
差
異
，
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
な
ど
に
着
目
し
て
，
主
題
を
設

定
し
，
自
然
災
害
へ
の
備
え
や
対
応
な
ど
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現

す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
2）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ウ
　
内
容
の
Ｃ
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

(ｱ
)　
(1
)に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
。

日
本
は
変
化
に
富
ん
だ
地
形
や
気
候
を
も
ち
，
様
々
な
自
然
災
害
が
多
発
す
る
こ
と

か
ら
，
早
く
か
ら
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
努
め
て
き
た
こ
と
な
ど
を
，
具
体
例
を
通
し

て
取
り
扱
う
こ
と
。
そ
の
際
，
地
形
図
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
主
題
図
の
読
図
な

ど
，
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
理
的
技
能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
，
防
災
意
識
を

高
め
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

「
我
が
国
を
は
じ
め
世
界
で
見
ら
れ
る
自
然
災
害
」
及
び
「
生
徒
の
生
活
圏
で
見
ら

れ
る
自
然
災
害
」
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
地
震
災
害
や
津
波
災
害
，
風
水
害
，
火
山

災
害
な
ど
の
中
か
ら
，
適
切
な
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
。

第
２

　
地

理
探

究
２
　
内
　
容

Ａ
　
現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

（
1）
自
然
環
境

場
所
や
人
間
と
自
然
環
境
と
の
相
互
依
存
関
係
な
ど
に
着
目
し
て
，
課
題
を
追
究
し

た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。

ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

本
資
料
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
防
災
を
含
む
安
全
に
関
す
る
教
育
」
に
つ
い
て
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
に
関
連
す
る
各
教
科
等
の
内
容
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
抄
）」

第
１

章
　

総
　

則
第

１
款

　
高

等
学

校
教

育
の

基
本

と
教

育
課

程
の

役
割

２
　
学
校
の
教
育
活
動
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
，
各
学
校
に
お
い
て
，
第
３
款
の
１
に
示

す
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
通
し
て
，
創
意
工
夫
を

生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
，
次
の
(1
)か
ら
(3
)ま
で
に
掲
げ
る
事

項
の
実
現
を
図
り
，
生
徒
に
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。

（
3）
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
を
，
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
て
，

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
り
，
健
康
で
安
全
な
生
活
と

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
を
目
指
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
，

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
並
び
に
体
力
の
向
上
に
関
す
る
指
導
，
安
全
に
関
す
る
指

導
及
び
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
，
保
健
体
育
科
，
家
庭

科
及
び
特
別
活
動
の
時
間
は
も
と
よ
り
，
各
教
科
・
科
目
及
び
総
合
的
な
探
究
の
時
間

な
ど
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま

た
，
そ
れ
ら
の
指
導
を
通
し
て
，
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
，
日
常

生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健
康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
，
生
涯
を
通
じ
て

健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

第
６

款
　

学
校

運
営

上
の

留
意

事
項

１
　
教
育
課
程
の
改
善
と
学
校
評
価
，
教
育
課
程
外
の
活
動
と
の
連
携
等

イ
　
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
保
健
計
画
，
学
校
安
全
計
画
，

食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
，
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
な
ど
，
各
分
野
に
お
け
る
学
校
の
全
体
計
画
等
と
関
連
付
け
な
が
ら
，
効

果
的
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
７

款
　

道
徳

教
育

に
関

す
る

配
慮

事
項

３
　
学
校
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
内
の
人
間
関
係
や
環
境
を
整
え
る
と
と
と
も
に
，
就
業
体
験
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
自
然
体
験
活
動
，
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
の
豊
か
な
体

験
を
充
実
す
る
こ
と
。
ま
た
，
道
徳
教
育
の
指
導
が
，
生
徒
の
日
常
生
活
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
い
じ
め
の
防
止
や
安
全
の
確
保
等
に
も
資
す
る
こ
と
と
な

る
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

防
災
を
含
む
安
全
に
関
す
る
教
育
（
現
代
的
な
諸
課
題
に
関
す
る
教
科
等
横
断
的
な
教
育
内
容
）
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歳
出
両
面
で
の
財
政
健
全
化
，
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
と
持
続
可
能
な
農
業
構
造

の
実
現
，
防
災
と
安
全
・
安
心
な
社
会
の
実
現
な
ど
に
つ
い
て
，
取
り
上
げ
た
課
題

の
解
決
に
向
け
て
政
治
と
経
済
と
を
関
連
さ
せ
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
，
構
想

し
，
よ
り
よ
い
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
説
明
，
論
述
す
る
こ
と
。

第
５
節
　
理
　
科

第
２

款
　

各
　

科
　

目
第

１
　

科
学

と
人

間
生

活
２
　
内
　
容

（
2）
人
間
生
活
の
中
の
科
学

身
近
な
自
然
の
事
物
・
現
象
及
び
日
常
生
活
や
社
会
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
科
学

技
術
を
取
り
上
げ
，
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
光
や
熱
の
科
学
，
物
質
の
科
学
，
生
命
の
科
学
，
宇
宙
や
地
球
の
科
学
と
人
間
生
活

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
観
察
，
実
験
な
ど
に
関

す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｴ
)宇
宙
や
地
球
の
科
学

㋑
自
然
景
観
と
自
然
災
害

自
然
景
観
と
自
然
災
害
に
関
す
る
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
身
近
な
自
然
景
観
の

成
り
立
ち
と
自
然
災
害
に
つ
い
て
，
人
間
生
活
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。

イ
　
光
や
熱
の
科
学
，
物
質
の
科
学
，
生
命
の
科
学
，
宇
宙
や
地
球
の
科
学
に
つ
い
て
，

問
題
を
見
い
だ
し
見
通
し
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
人
間
生
活
と
関
連
付

け
て
，
科
学
的
に
考
察
し
表
現
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

(ｴ
)の
㋑
に
つ
い
て
は
，
地
域
の
自
然
景
観
と
そ
の
変
化
，
自
然
災
害
を
地
域
の
地

質
や
地
形
，
気
候
な
ど
の
特
性
や
地
球
内
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
変
動
と
関
連
付
け

て
扱
う
こ
と
。「
身
近
な
自
然
景
観
の
成
り
立
ち
」
に
つ
い
て
は
，
身
近
な
地
域
の
自

然
景
観
が
長
い
時
間
の
中
で
変
化
し
て
で
き
た
こ
と
を
扱
う
こ
と
。「
自
然
災
害
」
に

つ
い
て
は
，
流
水
の
作
用
や
土
石
流
な
ど
の
作
用
，
地
震
や
火
山
活
動
に
よ
っ
て
発
生

す
る
災
害
を
扱
う
こ
と
。
ま
た
，
防
災
に
も
触
れ
る
こ
と
。

第
８

　
地

学
基

礎
２
　
内
　
容

（
1）
地
球
の
す
が
た

地
球
の
す
が
た
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
地
球
の
す
が
た
に
つ
い
て
，
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
観
察
，

実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｲ
)活
動
す
る
地
球

㋑
火
山
活
動
と
地
震

火
山
活
動
や
地
震
に
関
す
る
資
料
に
基
づ
い
て
，
火
山
活
動
と
地
震
の
発
生
の
仕

組
み
を
プ
レ
ー
ト
の
運
動
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。

(ｳ
)大
気
と
海
洋

㋐
地
球
の
熱
収
支

気
圧
や
気
温
の
鉛
直
方
向
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
の
資
料
に
基
づ
い
て
，
大
気
の

(ｱ
)地
形
，
気
候
，
生
態
系
な
ど
に
関
わ
る
諸
事
象
を
基
に
，
そ
れ
ら
の
事
象
の
空
間

的
な
規
則
性
，
傾
向
性
や
，
地
球
環
境
問
題
の
現
状
や
要
因
，
解
決
に
向
け
た
取

組
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｱ
)地
形
，
気
候
，
生
態
系
な
ど
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
，
場
所
の
特
徴
や
自
然

及
び
社
会
的
条
件
と
の
関
わ
り
な
ど
に
着
目
し
て
，
主
題
を
設
定
し
，
そ
れ
ら
の

事
象
の
空
間
的
な
規
則
性
，
傾
向
性
や
，
関
連
す
る
地
球
的
課
題
の
要
因
や
動
向

な
ど
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
2）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
　
内
容
の
Ａ
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

分
析
，
考
察
の
過
程
を
重
視
し
，
現
代
世
界
を
系
統
地
理
的
に
捉
え
る
視
点
や
考
察

方
法
が
身
に
付
く
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

(ｱ
) (
1)
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
，「
地
理
総
合
」
の
内
容
の
Ｃ
の
(1
)の

自
然
環
境
と
防
災
に
お
け
る
学
習
を
踏
ま
え
た
取
扱
い
に
留
意
す
る
こ
と
。

第
３
節
　
公
　
民

第
２

款
　

各
　

科
　

目
第

１
　

公
　

共
２
　
内
　
容

Ｂ
　
自
立
し
た
主
体
と
し
て
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
私
た
ち

ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｴ
)現
実
社
会
の
諸
課
題
に
関
わ
る
諸
資
料
か
ら
，
自
立
し
た
主
体
と
し
て
活
動
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
収
集
し
，
読
み
取
り
，
ま
と
め
る
技

能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
3）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

カ
　
内
容
の
B
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

(ｷ
)ア
の
(ｴ
)に
つ
い
て
は
，
(ｱ
)か
ら
(ｳ
)ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
と
関
連
さ
せ
て
取

り
扱
い
，
情
報
に
関
す
る
責
任
や
，
利
便
性
及
び
安
全
性
を
多
面
的
・
多
角
的
に

考
察
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
，
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性

を
踏
ま
え
た
公
正
な
判
断
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

そ
の
際
，
防
災
情
報
の
受
信
，
発
信
な
ど
に
も
触
れ
る
こ
と
。

第
３

　
政

治
・

経
済

２
　
内
　
容

Ａ
　
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
・
経
済
の
諸
課
題

（
2）
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
・
経
済
の
諸
課
題
の
探
究

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
総
合
的
に
働
か
せ
，
他
者
と
協
働
し
て
持
続
可
能
な
社

会
の
形
成
が
求
め
ら
れ
る
現
代
日
本
社
会
の
諸
課
題
を
探
究
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次

の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
，
地
域
社
会
の
自
立
と
政
府
，

多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
を
可
能
に
す
る
社
会
，
産
業
構
造
の
変
化
と
起
業
，
歳
入
・
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イ
　
地
球
の
活
動
と
歴
史
に
つ
い
て
，
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
，
地
球
の
活

動
の
特
徴
と
歴
史
の
概
要
を
見
い
だ
し
て
表
現
す
る
こ
と
。

（
3）
地
球
の
大
気
と
海
洋

地
球
の
大
気
と
海
洋
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
地
球
の
大
気
と
海
洋
に
つ
い
て
，
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
観

察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｱ
)大
気
の
構
造
と
運
動

㋑
大
気
の
運
動
と
気
象

大
循
環
と
対
流
に
よ
る
現
象
及
び
日
本
や
世
界
の
気
象
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
。

(ｲ
)海
洋
と
海
水
の
運
動

㋑
海
水
の
運
動

海
水
の
運
動
と
循
環
及
び
海
洋
と
大
気
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

イ
　
地
球
の
大
気
と
海
洋
に
つ
い
て
，
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
，
地
球
の
大

気
と
海
洋
の
構
造
や
運
動
の
規
則
性
や
関
係
性
を
見
い
だ
し
て
表
現
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
2）
内
容
の
範
囲
や
程
度
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
内
容
の
(2
)の
ア
の
(ｱ
)の
㋑
の
「
地
震
活
動
の
特
徴
」
に
つ
い
て
は
，
地
震
災
害
に

も
触
れ
る
こ
と
。「
地
殻
変
動
」
に
つ
い
て
は
，
活
断
層
と
地
形
と
の
関
係
に
も
触
れ

る
こ
と
。
㋒
の
「
火
成
活
動
の
特
徴
」
に
つ
い
て
は
，
火
山
災
害
に
も
触
れ
る
こ
と
。

(ｲ
)の
㋐
に
つ
い
て
は
，
段
丘
，
陸
上
及
び
海
底
の
堆
積
物
も
扱
う
こ
と
。「
地
形
の

形
成
」
に
つ
い
て
は
，
土
砂
災
害
に
も
触
れ
る
こ
と
。

ウ
　
内
容
の
(3
)の
ア
の
(ｱ
)の
㋑
の
「
大
循
環
」
に
よ
る
現
象
に
つ
い
て
は
，
偏
西
風
波

動
と
地
上
の
高
気
圧
や
低
気
圧
と
の
関
係
も
扱
う
こ
と
。「
対
流
」
に
よ
る
現
象
に
つ

い
て
は
，
大
気
の
安
定
と
不
安
定
に
も
触
れ
る
こ
と
。「
日
本
や
世
界
の
気
象
の
特

徴
」
に
つ
い
て
は
，
人
工
衛
星
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も
活
用
し
，
大
気
の
大
循

環
と
関
連
さ
せ
て
扱
う
こ
と
。
ま
た
，
気
象
災
害
に
も
触
れ
る
こ
と
。

(ｲ
)の
㋑
の
「
海
水
の
運
動
と
循
環
」
に
つ
い
て
は
，
波
浪
と
潮
汐
も
扱
う
こ
と
。

ま
た
，
高
潮
災
害
に
も
触
れ
る
こ
と
。「
海
洋
と
大
気
の
相
互
作
用
」
に
つ
い
て

は
、
地
球
上
の
水
の
分
布
と
循
環
に
も
触
れ
る
こ
と
。

第
３

章
　

各
科

目
に

わ
た

る
指

導
計

画
の

作
成

と
内

容
の

取
扱

い
１
　
指
導
計
画
作
成
上
の
配
慮
事
項

指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
第
２
章
第
５
節
理
科
「
第
１
　
目
標
」
及
び
「
第
２
　

各
科
目
の
目
標
及
び
内
容
」
に
照
ら
し
て
，
各
科
目
の
目
標
や
内
容
ね
ら
い
が
十
分
達
成
で

き
る
よ
う
に
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
。

（
7）
観
察
，
実
験
，
野
外
観
察
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
， 
関
連
す
る
法
規
等
に
従
い
，

事
故
防
止
に
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
，
使
用
薬
品
な
ど
の
管
理
及
び
廃
棄
に
つ
い
て

も
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

構
造
の
特
徴
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
太
陽
放
射
の
受
熱
量
と
地
球
放

射
の
放
熱
量
が
つ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

イ
　
地
球
の
す
が
た
に
つ
い
て
，
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
，
惑
星
と
し
て
の

地
球
，
活
動
す
る
地
球
，
大
気
と
海
洋
に
つ
い
て
，
規
則
性
や
関
係
性
を
見
い
だ
し

て
表
現
す
る
こ
と
。

（
2）
変
動
す
る
地
球

変
動
す
る
地
球
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
変
動
す
る
地
球
に
つ
い
て
，
宇
宙
や
太
陽
系
の
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
の
一
連
の
時
間

の
中
で
捉
え
な
が
ら
，
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
観
察
，
実
験

な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
ま
た
，
自
然
環
境
の
保
全
の
重
要
性
に

つ
い
て
認
識
す
る
こ
と
。

(ｲ
)地
球
の
環
境

㋑
日
本
の
自
然
環
境

日
本
の
自
然
環
境
を
理
解
し
，
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
恩
恵
や
災
害
な
ど
自
然
環
境

と
人
間
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
認
識
す
る
こ
と
。

イ
　
変
動
す
る
地
球
に
つ
い
て
，
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
，
地
球
の
変
遷
，

地
球
の
環
境
に
つ
い
て
，
規
則
性
や
関
係
性
を
見
い
だ
し
て
表
現
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

内
容
の
(1
)の
ア
の
(ｲ
)の
㋑
の
「
火
山
活
動
」
に
つ
い
て
は
，
プ
レ
ー
ト
の
発
散
境

界
と
収
束
境
界
に
お
け
る
火
山
活
動
を
扱
い
，
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
お
け
る
火
山
活
動

に
も
触
れ
る
こ
と
。
ま
た
，
多
様
な
火
成
岩
の
成
因
を
マ
グ
マ
と
関
連
付
け
て
扱
う
こ

と
。「
地
震
の
発
生
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
は
，
プ
レ
ー
ト
の
収
束
境
界
に
お
け
る
地

震
を
中
心
に
扱
い
，
プ
レ
ー
ト
内
地
震
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
。
(ｳ
)の
㋐
に
つ
い

て
は
，
温
室
効
果
に
触
れ
る
こ
と
。
ま
た
，「
大
気
の
構
造
」
に
つ
い
て
は
，
大
気
中

で
見
ら
れ
る
現
象
に
も
触
れ
る
こ
と
。
内
容
の
(2
)の
ア
の
(ｲ
)の
㋑
の
「
恩
恵
や
災
害
」

に
つ
い
て
は
，
日
本
に
見
ら
れ
る
気
象
現
象
，
地
震
や
火
山
活
動
な
ど
特
徴
的
な
現
象

を
扱
う
こ
と
。
ま
た
，
自
然
災
害
の
予
測
や
防
災
に
も
触
れ
る
こ
と
。

第
９

　
地

学

２
　
内
　
容

（
2）
地
球
の
活
動
と
歴
史

(ｱ
)地
球
の
活
動

㋑
地
震
と
地
殻
変
動

世
界
の
震
源
分
布
に
つ
い
て
の
資
料
に
基
づ
い
て
，
プ
レ
ー
ト
境
界
に
お
け
る
地

震
活
動
の
特
徴
を
プ
レ
ー
ト
運
動
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
に
伴

う
地
殻
変
動
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

㋒
火
成
活
動

島
弧
－
海
溝
系
に
お
け
る
火
成
活
動
の
特
徴
を
，
マ
グ
マ
の
発
生
と
分
化
及
び
火

成
岩
の
形
成
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。

(ｲ
)地
球
の
歴
史

㋐
地
表
の
変
化

風
化
，
侵
食
，
運
搬
及
び
堆
積
の
諸
作
用
に
よ
る
地
形
の
形
成
に
つ
い
て
，
身
近

な
地
形
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。
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効
果
的
な
指
導
を
行
う
た
め
，「
体
育
」
の
「
Ｄ
水
泳
」
な
ど
と
の
関
連
を
図
る
よ
う

配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
７
節
　
芸
　
術

第
２

款
　

各
　

科
　

目
第

４
　

美
術

Ⅰ
３
　
内
容
の
取
扱
い

（
10
）事
故
防
止
の
た
め
，
特
に
，
刃
物
類
，
塗
料
，
器
具
な
ど
の
使
い
方
の
指
導
と
保

管
，
活
動
場
所
に
お
け
る
安
全
指
導
な
ど
を
徹
底
す
る
も
の
と
す
る
。

第
５

　
美

術
Ⅱ

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
3）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，「
美
術
Ⅰ
」
の
３
の
(3
)か
ら
(1
0)
ま
で
と
同
様
に

取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

第
６

　
美

術
Ⅲ

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
2）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，「
美
術
Ⅰ
」
の
３
の
(3
)か
ら
(1
0)
ま
で
，「
美
術
Ⅱ
」

の
３
の
(1
)と
同
様
に
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

第
７

　
工

芸
Ⅰ

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
9）
事
故
防
止
の
た
め
，
特
に
，
刃
物
類
，
塗
料
，
器
具
な
ど
の
使
い
方
の
指
導
と
保
管
，

活
動
場
所
に
お
け
る
安
全
指
導
な
ど
を
徹
底
す
る
も
の
と
す
る
。

第
８

　
工

芸
Ⅱ

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
3）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，「
工
芸
Ⅰ
」
の
３
の
(2
)か
ら
(9
)ま
で
と
同
様
に
取

り
扱
う
も
の
と
す
る
。

第
９

　
工

芸
Ⅲ

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
2）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，「
工
芸
Ⅰ
」
の
３
の
(2
)か
ら
(9
)ま
で
，「
工
芸
Ⅱ
」

の
３
の
(1
)と
同
様
に
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

第
９
節
　
家
　
庭

第
１

款
　

各
　

科
　

目
第

１
　

家
庭

基
礎

２
　
内
　
容

Ｂ
　
衣
食
住
の
生
活
の
自
立
と
設
計

次
の
(1
)か
ら
(3
)ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
，
健
康
・
快
適
・
安
全
な
衣
食
住
の
生
活
を

主
体
的
に
営
む
た
め
に
，
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

（
1）
食
生
活
と
健
康

第
６
節
　
保
健
体
育

第
２

款
　

各
　

科
　

目
第

１
　

体
　

育
Ｄ
　
水
　
泳

（
3）
水
泳
に
主
体
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
，
勝
敗
な
ど
を
冷
静
に
受
け
止
め
，
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
，
役
割
を
積
極
的
に
引
き
受
け
自
己
の
責
任

を
果
た
そ
う
と
す
る
こ
と
，
一
人
一
人
の
違
い
に
応
じ
た
課
題
や
挑
戦
を
大
切
に
し
よ

う
と
す
る
こ
と
な
ど
や
，
水
泳
の
事
故
防
止
に
関
す
る
心
得
を
遵
守
す
る
な
ど
健
康
・

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。（
な
お
，「
保
健
」
に
お
け
る
応
急
手
当
の
内
容
と
の
関
連
を

図
る
こ
と
。）

第
２

　
保

　
健

２
　
内
　
容

（
1）
現
代
社
会
と
健
康
に
つ
い
て
，
自
他
や
社
会
の
課
題
を
発
見
し
，
そ
の
解
決
を
目
指

し
た
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

イ
　
現
代
社
会
と
健
康
に
つ
い
て
，
課
題
を
発
見
し
，
健
康
や
安
全
に
関
す
る
原
則
や
概

念
に
着
目
し
て
解
決
の
方
法
を
思
考
し
判
断
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
表
現
す
る

こ
と
。

（
2）
安
全
な
社
会
生
活
に
つ
い
て
，
自
他
や
社
会
の
課
題
を
発
見
し
，
そ
の
解
決
を
目
指

し
た
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
安
全
な
社
会
生
活
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
，
応
急
手
当
を
適
切
に
す
る

こ
と
。

(ｱ
)安
全
な
社
会
づ
く
り

安
全
な
社
会
づ
く
り
に
は
，
環
境
の
整
備
と
そ
れ
に
応
じ
た
個
人
の
取
組
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
，
交
通
事
故
を
防
止
す
る
に
は
，
車
両
の
特
性
の
理
解
，

安
全
な
運
転
や
歩
行
な
ど
適
切
な
行
動
，
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
交
通

環
境
の
整
備
が
関
わ
る
こ
と
。
交
通
事
故
に
は
補
償
を
は
じ
め
と
し
た
責
任
が
生

じ
る
こ
と
。

(ｲ
)応
急
手
当

適
切
な
応
急
手
当
は
，
傷
害
や
疾
病
の
悪
化
を
軽
減
で
き
る
こ
と
。
応
急
手
当

に
は
，
正
し
い
手
順
や
方
法
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
，
応
急
手
当
は
，
傷
害
や
疾
病

に
よ
っ
て
身
体
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
損
な
わ
れ
て
い
く
場
合
が
あ
る
こ
と
か

ら
，
速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。

心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

イ
　
安
全
な
社
会
生
活
に
つ
い
て
，
安
全
に
関
す
る
原
則
や
概
念
に
着
目
し
て
危
険
の
予

測
や
そ
の
回
避
の
方
法
を
考
え
，
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
5）
内
容
の
(2
)の
ア
の
(ｱ
)に
つ
い
て
は
，
犯
罪
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
傷
害
の
防
止

に
つ
い
て
も
，
必
要
に
応
じ
関
連
付
け
て
扱
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
，

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
，
二
輪
車
や
自
動
車
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
6）
内
容
の
(2
)の
ア
の
(ｲ
)に
つ
い
て
は
，
実
習
を
行
う
も
の
と
し
，
呼
吸
器
系
及
び
循

環
器
系
の
機
能
に
つ
い
て
は
，
必
要
に
応
じ
関
連
付
け
て
扱
う
程
度
と
す
る
。
ま
た
，
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(ｳ
)家
族
の
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
住
居
の
計
画
に
つ
い
て

理
解
し
，
快
適
で
安
全
な
住
空
間
を
計
画
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
・
整

理
で
き
る
こ
と
。

イ
　
主
体
的
に
住
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
住
環
境
に
応
じ

た
住
居
の
計
画
，
防
災
な
ど
の
安
全
や
環
境
に
配
慮
し
た
住
生
活
と
ま
ち
づ
く
り
，

日
本
の
住
文
化
の
継
承
・
創
造
に
つ
い
て
考
察
し
，
工
夫
す
る
こ
と
。

Ｃ
　
持
続
可
能
な
消
費
生
活
・
環
境

次
の
(1
)か
ら
(3
)ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
，
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
実

践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

指
導
す
る
。

（
3）
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
環
境

イ
　
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
，
安
全
で
安
心
な
生
活

と
消
費
及
び
生
活
文
化
に
つ
い
て
考
察
し
，
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
工
夫
す
る
こ
と
。

第
３

款
　

各
科

目
に

わ
た

る
指

導
計

画
の

作
成

と
内

容
の

取
扱

い
３
　
実
験
・
実
習
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
，
関
連
す
る
法
規
等
に
従
い
，
施
設
・
設
備
の
安

全
管
理
に
配
慮
し
，
学
習
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
，
火
気
，
用
具
，
材
料
な
ど
の
取
扱

い
に
注
意
し
て
事
故
防
止
の
指
導
を
徹
底
し
，
安
全
と
衛
生
に
十
分
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
４

章
　

総
合

的
な

探
究

の
時

間
第

２
　

各
学

校
に

お
い

て
定

め
る

目
標

及
び

内
容

３
　
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
の
取
扱
い

（
5）
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
に
つ
い
て
は
，
地
域
や
学
校
の
実
態
，

生
徒
の
特
性
等
に
応
じ
て
，
例
え
ば
，
国
際
理
解
，
情
報
，
環
境
，
福
祉
・
健
康
な
ど

の
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
，
地
域
や
学
校
の
特
色
に

応
じ
た
課
題
，
生
徒
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
課
題
，
職
業
や
自
己
の
進
路
に
関
す
る

課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と
。

第
５

章
　

特
別

活
動

第
２

　
各

活
動

・
学

校
行

事
の

目
標

及
び

内
容

〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕

（
2）
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
と
自
己
の
成
長
及
び
健
康
安
全

オ
　
生
命
の
尊
重
と
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
規
律
あ
る
習
慣
の
確
立
節

度
あ
る
健
全
な
生
活
を
送
る
な
ど
現
在
及
び
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持

増
進
す
る
こ
と
や
，
事
件
や
事
故
，
災
害
等
か
ら
身
を
守
り
安
全
に
行
動
す
る
こ
と
。

〔
学
校
行
事
〕

２
　
内
　
容

（
3）
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事

心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
，
事
件
や
事
故
，
災
害
等
か
ら
身
を
守
る

安
全
な
行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
，
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
，
責
任
感

や
連
帯
感
の
涵
養
，
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

イ
　
食
の
安
全
や
食
品
の
調
理
上
の
性
質
，
食
文
化
の
継
承
を
考
慮
し
た
献
立
作
成
や
調

理
計
画
，
健
康
や
環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
に
つ
い
て
考
察
し
，
自
己
や
家
族
の
食

事
を
工
夫
す
る
こ
と
。

（
2）
衣
生
活
と
健
康

イ
　
被
服
の
機
能
性
や
快
適
性
に
つ
い
て
考
察
し
，
安
全
で
健
康
や
環
境
に
配
慮
し
た
被

服
の
管
理
や
目
的
に
応
じ
た
着
装
を
工
夫
す
る
こ
と
。

（
3）
住
生
活
と
住
環
境

ア
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
住
生
活
の
特
徴
，
防
災
な
ど
の
安
全
や
環
境
に
配
慮
し

た
住
居
の
機
能
に
つ
い
て
理
解
し
，
適
切
な
住
居
の
計
画
・
管
理
に
必
要
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
。

イ
　
住
居
の
機
能
性
や
快
適
性
，
住
居
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
，
防

災
な
ど
の
安
全
や
環
境
に
配
慮
し
た
住
生
活
や
住
環
境
を
工
夫
す
る
こ
と
。

Ｃ
　
持
続
可
能
な
消
費
生
活
・
環
境

次
の
(1
)か
ら
(3
)ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
，
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
，

実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。

（
3）
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
環
境

イ
　
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
，
安
全
で
安
心
な
生
活

と
消
費
に
つ
い
て
考
察
し
，
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
工
夫
す
る
こ
と
。

第
２

　
家

庭
総

合
２
　
内
　
容

Ｂ
　
衣
食
住
の
生
活
の
科
学
と
文
化

次
の
(1
)か
ら
(3
)ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
，
健
康
・
快
適
・
安
全
な
衣
食
住
の
生
活
を

主
体
的
に
営
む
た
め
に
，
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

（
1）
食
生
活
の
科
学
と
文
化

ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｱ
)食
生
活
を
取
り
巻
く
課
題
，
食
の
安
全
と
衛
生
，
日
本
と
世
界
の
食
文
化
な
ど
，

食
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

（
2）
衣
生
活
の
科
学
と
文
化

ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｲ
)ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
特
徴
や
課
題
に
着
目
し
，
身
体
特
性
と
被
服
の
機
能
及
び
着

装
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
健
康
と
安
全
，
環
境
に
配
慮
し
た
自
己
と
家

族
の
衣
生
活
の
計
画
・
管
理
に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
整
理
が
で
き
る
こ
と
。

（
3）
住
生
活
の
科
学
と
文
化

ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

(ｲ
)ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
特
徴
や
課
題
に
着
目
し
，
住
生
活
の
特
徴
，
防
災
な
ど
の
安

全
や
環
境
に
配
慮
し
た
住
居
の
機
能
に
つ
い
て
科
学
的
に
理
解
し
，
住
生
活
の
計

画
・
管
理
に
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。



付　録

— 163 —

付
　
録

は
も
と
よ
り
，
各
教
科
，
道
徳
科
，
外
国
語
活
動
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
自
立
活

動
な
ど
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま

た
，
そ
れ
ら
の
指
導
を
通
し
て
，
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
，
日
常
生

活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健
康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
，
生
涯
を
通
じ
て
健

康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

第
６
節
　
学
校
運
営
上
の
留
意
事
項

１
　
教
育
課
程
の
改
善
と
学
校
評
価
等
，
教
育
課
程
外
の
活
動
と
の
連
携
等

⑵
　
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
保
健
計
画
，
学
校
安
全
計
画
，
食

に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
，
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
な
ど
，
各
分
野
に
お
け
る
学
校
の
全
体
計
画
等
と
関
連
付
け
な
が
ら
，
効
果
的
な
指
導

が
行
わ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
７
節
　
道
徳
教
育
に
関
す
る
配
慮
事
項

３
　
小
学
部
に
お
い
て
は
，
学
校
や
学
級
内
の
人
間
関
係
や
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
，
集
団

宿
泊
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
自
然
体
験
活
動
，
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
の
豊
か

な
体
験
を
充
実
す
る
こ
と
。
ま
た
，
道
徳
教
育
の
指
導
内
容
が
，
児
童
の
日
常
生
活
に
生
か

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
い
じ
め
の
防
止
や
安
全
の
確
保
等
に
も
資
す
る
こ
と

と
な
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

５
　
中
学
部
に
お
い
て
は
，
学
校
や
学
級
内
の
人
間
関
係
や
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
，
職
場

体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
自
然
体
験
活
動
，
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
の
豊
か

な
体
験
を
充
実
す
る
こ
と
。
ま
た
，
道
徳
教
育
の
指
導
内
容
が
，
生
徒
の
日
常
生
活
に
生
か

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
い
じ
め
の
防
止
や
安
全
の
確
保
等
に
も
資
す
る
こ
と

と
な
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

第
２

章
　

各
教

科
第
１
節
　
小
学
部

第
２

款
　

知
的

障
害

者
で

あ
る

児
童

に
対

す
る

教
育

を
行

う
特

別
支

援
学

校
第

１
　

各
教

科
の

目
標

及
び

内
容

〔
生
 活
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容

○
１
段
階

⑵
　
内
　
容

イ
　
安
全

危
な
い
こ
と
や
危
険
な
場
所
等
に
お
け
る
安
全
に
関
わ
る
初
歩
的
な
学
習
活
動
を
通

し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(ｱ
)身
の
回
り
の
安
全
に
気
付
き
，
教
師
と
一
緒
に
安
全
な
生
活
に
取
り
組
も
う
と
す
る
こ
と
。

(ｲ
)安
全
に
関
わ
る
初
歩
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

○
２
段
階

⑵
　
内
　
容

イ
　
安
全

遊
具
や
器
具
の
使
い
方
，
避
難
訓
練
等
の
基
本
的
な
安
全
や
防
災
に
関
わ
る
学
習
活

動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

本
資

料
は

、
特

別
支

援
学

校
学

習
指

導
要

領
に

お
け

る
「

防
災

を
含

む
安

全
に

関
す

る
教

育
」

に
つ

い
て

育
成

を
目

指
す

資
質

・
能

力
に

関
連

す
る

各
教

科
等

の
内

容
の

う
ち

、
主

要
な

も
の

を
抜

粋
し

、
掲

載
し

た
も

の
で

す
。  

【
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
教
育
要
領
（
抄
）】

第
１

章
　

総
則

第
３

　
幼

稚
部

に
お

け
る

教
育

に
お

い
て

育
み

た
い

資
質

・
能

力
及

び
「

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

姿
」

(1
)  
健
康
な
心
と
体

幼
稚
部
に
お
け
る
生
活
の
中
で
，
充
実
感
を
も
っ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ

て
心
と
体
を
十
分
に
働
か
せ
，
見
通
し
を
も
っ
て
行
動
し
，
自
ら
健
康
で
安
全
な
生
活
を

つ
く
り
出
す
よ
う
に
な
る
。

第
４

  教
育

課
程

の
役

割
と

編
成

等
６
　
全
体
的
な
計
画
の
作
成

各
学
校
に
お
い
て
は
，
教
育
課
程
と
，
学
校
保
健
計
画
，
学
校
安
全
計
画
な
ど
と
を
関
連

さ
せ
，
一
体
的
に
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
全
体
的
な
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

第
７

　
幼

稚
部

に
係

る
学

校
運

営
上

の
留

意
事

項
３
　
学
校
医
等
と
の
連
絡
を
密
に
し
，
幼
児
の
障
害
の
状
態
や
特
性
及
び
発
達
の
程
度
等
に
応

じ
た
保
健
及
び
安
全
に
十
分
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
２

章
　

ね
ら

い
及

び
内

容
健

康
，

人
間

関
係

，
環

境
，

言
葉

及
び

表
現

健
康
，
人
間
関
係
，
環
境
，
言
葉
及
び
表
現
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ね
ら
い
，
内
容
及
び
内
容
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
，
幼
稚
園
教
育
要
領
第
２
章
に
示
す
ね
ら
い
，
内
容
及
び
内
容
の
取
扱
い
に

準
ず
る
も
の
と
す
る
が
，
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
幼
児
の
障
害
の
状
態
や
特
性
及
び
発
達
の
程

度
等
に
十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

【
特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
（
抄
）】

第
１

章
　

総
則

第
２
節
　
小
学
部
及
び
中
学
部
に
お
け
る
教
育
の
基
本
と
教
育
課
程
の
役
割

⑶
　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
を
，
児
童
又
は
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
考

慮
し
て
，
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
り
，
健
康
で
安
全
な

生
活
と
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
を
目
指
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
特

に
，
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
並
び
に
体
力
の
向
上
に
関
す
る
指
導
，
安
全
に
関
す
る

指
導
及
び
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
，
小
学
部
の
体
育
科
や

家
庭
科
（
知
的
障
害
者
で
あ
る
児
童
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は

生
活
科
），
中
学
部
の
保
健
体
育
科
や
技
術
・
家
庭
科
（
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対

す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
職
業
・
家
庭
科
）
及
び
特
別
活
動
の
時
間

防
災
を
含
む
安
全
に
関
す
る
教
育
（
現
代
的
な
諸
課
題
に
関
す
る
教
科
等
横
断
的
な
教
育
内
容
）
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イ
　
健
康
な
生
活
に
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
工
夫
す
る
と
と
も
に
，
考
え
た
こ
と
や
気

付
い
た
こ
と
な
ど
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
。

第
２
節
　
中
学
部

〔
社
　
会
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容

○
１
段
階

⑵
　
内
　
容

ウ
　
地
域
の
安
全

(ｱ
) 地
域
の
安
全
に
関
わ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

㋐
　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
，
関
係
機
関
が
地
域
の
人
々
と
協
力
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
こ
と
。

㋑
　
地
域
に
お
け
る
災
害
や
事
故
に
対
す
る
施
設
・
設
備
な
ど
の
配
置
，
緊
急
時

へ
の
備
え
や
対
応
な
ど
に
着
目
し
て
，
関
係
機
関
や
地
域
の
人
々
の
諸
活
動
を

捉
え
，
そ
こ
に
関
わ
る
人
々
の
働
き
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。

○
２
段
階

⑵
　
内
　
容

ウ
　
地
域
の
安
全

(ｱ
) 地
域
の
安
全
に
関
わ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

㋐
　
地
域
の
関
係
機
関
や
人
々
は
，
過
去
に
発
生
し
た
地
域
の
自
然
災
害
や
事
故

に
対
し
，
様
々
な
協
力
を
し
て
対
処
し
て
き
た
こ
と
や
，
今
後
想
定
さ
れ
る
災

害
に
対
し
，
様
々
な
備
え
を
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

㋑
　
過
去
に
発
生
し
た
地
域
の
自
然
災
害
や
事
故
，
関
係
機
関
の
協
力
な
ど
に
着

目
し
て
，
危
険
か
ら
人
々
を
守
る
活
動
と
働
き
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。

〔
理
　
科
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容

○
２
段
階

⑵
　
内
　
容

Ｂ
　
地
球
・
自
然

ア
　
雨
水
の
行
方
と
地
面
の
様
子

(ｱ
) 次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
初
歩
的
な
技
能

を
身
に
付
け
る
こ
と
。

㋐
　
水
は
，
高
い
場
所
か
ら
低
い
場
所
へ
と
流
れ
て
集
ま
る
こ
と
。

㋑
　
水
の
し
み
込
み
方
は
，
土
の
粒
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
。

(ｲ
) 雨
水
の
流
れ
方
や
し
み
込
み
方
と
地
面
の
傾
き
や
土
の
粒
の
大
き
さ
と
の
関
係
に

つ
い
て
調
べ
る
中
で
，
見
い
だ
し
た
疑
問
に
つ
い
て
，
既
習
の
内
容
や
生
活
経
験

を
基
に
予
想
し
，
表
現
す
る
こ
と
。

イ
　
天
気
の
変
化

(ｱ
) 次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
初
歩
的
な
技
能

を
身
に
付
け
る
こ
と
。

㋐
　
天
気
に
よ
っ
て
１
日
の
気
温
の
変
化
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
。

㋑
　
水
は
，
水
面
や
地
面
な
ど
か
ら
蒸
発
し
，
水
蒸
気
に
な
っ
て
空
気
中
に
含
ま

れ
て
い
く
こ
と
。

(ｱ
)身
近
な
生
活
の
安
全
に
関
心
を
も
ち
，
教
師
の
援
助
を
求
め
な
が
ら
，
安
全
な
生

活
に
取
り
組
も
う
と
す
る
こ
と
。

(ｲ
)安
全
や
防
災
に
関
わ
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

○
３
段
階

⑵
　
内
　
容

イ
　
安
全

交
通
安
全
や
避
難
訓
練
等
の
安
全
や
防
災
に
関
わ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事

項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(ｱ
)日
常
生
活
の
安
全
や
防
災
に
関
心
を
も
ち
，
安
全
な
生
活
を
す
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。

(ｲ
)安
全
や
防
災
に
関
わ
る
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

〔
図
画
工
作
〕

３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

⑵
　
２
の
各
段
階
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
　
造
形
活
動
に
お
い
て
は
，
材
料
や
用
具
の
安
全
な
使
い
方
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と

も
に
活
動
場
所
を
事
前
に
点
検
す
る
な
ど
し
て
，
事
故
防
止
に
つ
い
て
徹
底
す
る
こ
と
。

〔
体
　
育
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容
　

○
２
段
階

⑵
　
内
　
容

Ａ
　
体
つ
く
り
運
動

ウ
　
簡
単
な
き
ま
り
を
守
り
，
友
達
と
と
も
に
安
全
に
楽
し
く
，
基
本
的
な
体
つ
く
り

運
動
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

※
「
Ｂ
　
器
械
・
器
具
を
使
っ
て
の
運
動
」、
「
Ｃ
　
走
・
跳
の
運
動
」、
「
Ｄ
　
水
の
中
で
の

運
動
」、
「
Ｅ
　
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
や
ゲ
ー
ム
」、
「
Ｆ
　
表
現
運
動
」　
各
段
階
同
領

域
に
お
い
て
も
同
様
に
記
載

Ｇ
　
保
健

健
康
な
生
活
に
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
教
師
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
，
健
康
な
生
活
に
必
要
な
事
柄
を
す
る
こ
と
。

イ
　
健
康
な
生
活
に
必
要
な
事
柄
に
慣
れ
，
感
じ
た
こ
と
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
。

○
３
段
階

⑵
　
内
　
容

Ａ
　
体
つ
く
り
運
動

ウ
　
き
ま
り
を
守
り
，
自
分
か
ら
友
達
と
仲
よ
く
楽
し
く
基
本
的
な
体
つ
く
り
運
動
を

し
た
り
，
場
や
用
具
の
安
全
に
気
を
付
け
た
り
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

※
「
Ｂ
　
器
械
・
器
具
を
使
っ
て
の
運
動
」、
「
Ｃ
　
走
・
跳
の
運
動
」、
「
Ｄ
　
水
の
中
で
の

運
動
」、
「
Ｅ
　
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
や
ゲ
ー
ム
」、
「
Ｆ
　
表
現
運
動
」　
各
段
階
同
領

域
に
お
い
て
も
同
様
に
記
載

Ｇ
　
保
健

健
康
な
生
活
に
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
指
導
す
る
。

ア
　
健
康
や
身
体
の
変
化
に
つ
い
て
知
り
，
健
康
な
生
活
に
必
要
な
事
柄
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
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付
　
録

イ
　
職
業

(ｲ
) 職
業
生
活
に
必
要
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
に
つ
い
て
，
次
の
と
お

り
と
す
る
。

㋑
　
作
業
に
当
た
り
安
全
や
衛
生
に
つ
い
て
気
付
き
，
工
夫
す
る
こ
と
。

○
２
段
階

⑵
　
内
　
容

職
業
分
野

Ａ
　
職
業
生
活

イ
　
職
業

　
(ｲ
) 職
業
生
活
に
必
要
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
に
つ
い
て
，
次
の
と

お
り
と
す
る
。

㋑
　
作
業
上
の
安
全
や
衛
生
及
び
作
業
の
効
率
に
つ
い
て
考
え
て
，工
夫
す
る
こ
と
。

家
庭
分
野

Ｂ
　
衣
食
住
の
生
活

オ
　
快
適
で
安
全
な
住
ま
い
方

住
ま
い
の
整
理
・
整
頓
や
清
掃
な
ど
に
関
わ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事

項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(ｱ
) 快
適
な
住
ま
い
方
や
，
安
全
に
つ
い
て
理
解
し
，
実
践
す
る
こ
と
。

(ｲ
) 季
節
の
変
化
に
合
わ
せ
た
快
適
な
住
ま
い
方
に
気
付
き
，
工
夫
す
る
こ
と
。

第
５

章
　

総
合

的
な

学
習

の
時

間
小
学
部
又
は
中
学
部
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
，
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る

目
標
及
び
内
容
並
び
に
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校

学
習
指
導
要
領
第
５
章
又
は
中
学
校
学
習
指
導
要
領
第
４
章
に
示
す
も
の
に
準
ず
る
ほ
か
，
次

に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

１
　
児
童
又
は
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
発
達
の
段
階
等
を
十
分
考
慮
し
，
学
習
活
動
が
効
果

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

２
　
体
験
活
動
に
当
た
っ
て
は
，
安
全
と
保
健
に
留
意
す
る
と
と
も
に
，
学
習
活
動
に
応
じ
て
，

小
学
校
の
児
童
又
は
中
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
及
び
共
同
学
習
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

３
　
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
中
学
部
に
お
い
て
，

探
究
的
な
学
習
を
行
う
場
合
に
は
，
知
的
障
害
の
あ
る
生
徒
の
学
習
上
の
特
性
と
し
て
，

学
習
に
よ
っ
て
得
た
知
識
や
技
能
が
断
片
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
，
各
教

科
等
の
学
習
で
培
わ
れ
た
資
質
・
能
力
を
総
合
的
に
関
連
付
け
な
が
ら
，
具
体
的
に
指
導

内
容
を
設
定
し
，
生
徒
が
自
ら
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

第
６

章
　

特
別

活
動

小
学
部
又
は
中
学
部
の
特
別
活
動
の
目
標
，
各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
並
び
に

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
学
習
指
導
要
領
第
６
章

又
は
中
学
校
学
習
指
導
要
領
第
５
章
に
示
す
も
の
に
準
ず
る
ほ
か
，
次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

１
　
学
級
活
動
に
お
い
て
は
，
適
宜
他
の
学
級
や
学
年
と
合
同
で
行
う
な
ど
し
て
，
少
人
数
か
ら

く
る
種
々
の
制
約
を
解
消
し
，
活
発
な
集
団
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

２
　
児
童
又
は
生
徒
の
経
験
を
広
め
て
積
極
的
な
態
度
を
養
い
，
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
た
め
に
，
集
団
活
動
を
通
し
て
小
学
校
の
児
童
又
は
中
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流

(ｲ
) 天
気
の
様
子
や
水
の
状
態
変
化
と
気
温
や
水
の
行
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
る

中
で
，
見
い
だ
し
た
疑
問
に
つ
い
て
，
既
習
の
内
容
や
生
活
経
験
を
基
に
予
想
し
，

表
現
す
る
こ
と
。

〔
美
　
術
〕

３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

⑵
　
２
の
各
段
階
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
　「
Ａ
表
現
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
材
料
や
用
具
の
安
全
な
使
い
方
に
つ
い
て
指

導
す
る
と
と
も
に
，
活
動
場
所
を
事
前
に
点
検
す
る
な
ど
し
て
，
事
故
防
止
に
つ
い

て
徹
底
す
る
こ
と
。

〔
保
健
体
育
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容

○
１
段
階

Ａ
　
体
つ
く
り
運
動

ウ
　
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
や
体
の
動
き
を
高
め
る
運
動
に
進
ん
で
取
り
組
み
，
き
ま
り
を
守

り
，
友
達
と
協
力
し
た
り
，
場
や
用
具
の
安
全
に
留
意
し
た
り
し
，
最
後
ま
で
楽
し

く
運
動
を
す
る
こ
と
。

※
「
Ｂ
　
器
械
運
動
」、
「
Ｃ
　
陸
上
運
動
」、
「
Ｄ
　
水
泳
運
動
」、
「
Ｅ
　
球
技
」、
「
Ｆ
　
武

道
」、
「
Ｇ
　
ダ
ン
ス
」　
各
段
階
同
領
域
に
お
い
て
も
同
様
に
記
載
。

Ｈ
　
保
健
健
康
・
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。

ア
　
体
の
発
育
・
発
達
や
け
が
の
防
止
，
病
気
の
予
防
な
ど
の
仕
方
が
分
か
り
，
基
本
的

な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

イ
　
自
分
の
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
の
た
め
の
活
動
を
考

え
た
り
，
工
夫
し
た
り
し
た
こ
と
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
。

○
２
段
階

Ａ
　
体
つ
く
り
運
動

ウ
　
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
や
体
の
動
き
を
高
め
る
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
，
き
ま
り
を

守
り
，
友
達
と
助
け
合
っ
た
り
，
場
や
用
具
の
安
全
に
留
意
し
た
り
し
，
自
己
の
力

を
発
揮
し
て
運
動
を
す
る
こ
と
。

Ｈ
　
保
健
健
康
・
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。

ア
　
体
の
発
育
・
発
達
や
け
が
の
防
止
，
病
気
の
予
防
な
ど
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
，

基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

イ
　
自
分
や
グ
ル
ー
プ
の
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
の
た
め

に
友
達
と
考
え
た
り
，
工
夫
し
た
り
し
た
こ
と
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
。

〔
職
業
・
家
庭
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容

○
１
段
階

⑵
　
内
　
容

職
業
分
野

Ａ
　
職
業
生
活
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付
　
録

る
こ
と
。
ま
た
，
道
徳
教
育
の
指
導
が
，
生
徒
の
日
常
生
活
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
の
際
，
い
じ
め
の
防
止
や
安
全
の
確
保
等
に
も
資
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

第
２

章
　

各
教

科
第
２
節
　
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校

第
１

款
　

各
学

科
に

共
通

す
る

各
教

科
の

目
標

及
び

内
容

〔
社
　
会
〕

○
１
段
階

(2
) 内
　
容

ウ
　
我
が
国
の
国
土
の
自
然
環
境
と
国
民
生
活

(ｱ
) 我
が
国
の
国
土
の
自
然
環
境
と
国
民
生
活
と
の
関
連
に
関
わ
る
学
習
活
動
を
通
し

て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

㋐
　
自
然
災
害
は
国
土
の
自
然
条
件
な
ど
と
関
連
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
，

自
然
災
害
が
国
土
と
国
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

㋒
　
災
害
の
種
類
や
発
生
の
位
置
や
時
期
，
防
災
対
策
な
ど
に
着
目
し
て
，
国
土

の
自
然
災
害
の
状
況
を
捉
え
，
自
然
条
件
と
の
関
連
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。

○
２
段
階
ウ
　
我
が
国
の
国
土
の
自
然
環
境
と
国
民
生
活

(ｱ
) 我
が
国
の
国
土
の
自
然
環
境
と
国
民
生
活
と
の
関
連
に
関
わ
る
学
習
活
動
を
通
し

て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

㋐
　
自
然
災
害
か
ら
国
土
を
保
全
し
国
民
生
活
を
守
る
た
め
に
国
や
県
な
ど
が
様
々

な
対
策
や
事
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

㋑
　
国
土
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
な
ど
を
考
え
，
表

現
す
る
こ
と
。

３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

(ｵ
) ウ
に
つ
い
て
は
，
我
が
国
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
国
民
生
活
に
多
く
の
恩
恵
を
与

え
て
い
る
一
方
で
，
地
震
災
害
，
津
波
災
害
，
風
水
害
，
火
山
災
害
，
雪
害
な
ど

の
自
然
災
害
と
，
大
気
の
汚
染
，
水
質
の
汚
濁
な
ど
の
公
害
を
取
り
上
げ
，
自
然

災
害
や
生
活
環
境
に
関
心
を
も
ち
，
日
常
生
活
の
中
で
必
要
な
注
意
事
項
を
考
え

る
こ
と
に
よ
り
，
環
境
保
全
の
た
め
に
は
国
民
一
人
一
人
の
協
力
が
必
要
で
あ
る

こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。

〔
理
　
科
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容

○
１
段
階

(2
) 内
　
容

Ｂ
　
地
球
・
自
然

ア
　
流
れ
る
水
の
働
き
と
土
地
の
変
化

流
れ
る
水
の
働
き
と
土
地
の
変
化
に
つ
い
て
，
水
の
速
さ
や
量
に
着
目
し
て
，
そ
れ

ら
の
条
件
を
制
御
し
な
が
ら
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(ｱ
) 次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
初
歩
的
な
技
能

を
身
に
付
け
る
こ
と
。

及
び
共
同
学
習
を
行
っ
た
り
，
地
域
の
人
々
な
ど
と
活
動
を
共
に
し
た
り
す
る
機
会
を
積

極
的
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
際
，
児
童
又
は
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
特
性
等

を
考
慮
し
て
，
活
動
の
種
類
や
時
期
，
実
施
方
法
等
を
適
切
に
定
め
る
こ
と
。

３
　
知
的
障
害
者
で
あ
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い

て
，
内
容
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
個
々
の
児
童
又
は
生
徒
の
知
的
障
害
の
状
態
，
生
活

年
齢
，
学
習
状
況
及
び
経
験
等
に
応
じ
て
，
適
切
に
指
導
の
重
点
を
定
め
，
具
体
的
に
指

導
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

【
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
（
抄
）】

第
１

章
　

総
則

第
２
節
　
教
育
課
程
の
編
成

第
１

款
　

高
等

部
に

お
け

る
教

育
の

基
本

と
教

育
課

程
の

役
割

２
　
学
校
の
教
育
活
動
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
，
各
学
校
に
お
い
て
，
第
３
款
の
１
に
示
す

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
通
し
て
，
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
，
次
の
(1
)か
ら
(4
)ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
実
現

を
図
り
，
生
徒
に
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。

(3
) 学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
を
，
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
て
，

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
り
，
健
康
で
安
全
な
生
活
と
豊

か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
を
目
指
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
，
学
校

に
お
け
る
食
育
の
推
進
並
び
に
体
力
の
向
上
に
関
す
る
指
導
，
安
全
に
関
す
る
指
導
及
び

心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
，
保
健
体
育
科
，
家
庭
科
及
び
特

別
活
動
の
時
間
は
も
と
よ
り
，
各
教
科
・
科
目
，
総
合
的
な
探
究
の
時
間
及
び
自
立
活
動

（
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
，
各
教

科
，
道
徳
科
，
総
合
的
な
探
究
の
時
間
及
び
自
立
活
動
。）
な
ど
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
，
そ
れ
ら
の
指
導
を
通
し
て
，

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
，
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健
康

に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
，
生
涯
を
通
じ
て
健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

第
６

款
　

学
校

運
営

上
の

留
意

事
項

１
　
教
育
課
程
の
改
善
と
学
校
評
価
等
，
教
育
課
程
外
の
活
動
と
の
連
携
等

(2
) 教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
保
健
計
画
，
学
校
安
全
計
画
，
食

に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
，
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
な
ど
，
各
分
野
に
お
け
る
学
校
の
全
体
計
画
等
と
関
連
付
け
な
が
ら
，
効
果
的
な
指
導

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
７

款
　

道
徳

教
育

に
関

す
る

配
慮

事
項

３
　
学
校
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
内
の
人
間
関
係
や
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
，
就
業
体
験
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
自
然
体
験
活
動
，
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
の
豊
か
な
体
験
を
充
実
す
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○
１
段
階

⑵
　
内
容

Ｂ
　
衣
食
住
の
生
活

オ
　
住
居
の
基
本
的
な
機
能
と
快
適
で
安
全
な
住
ま
い
方

住
居
の
基
本
的
な
機
能
や
快
適
で
安
全
な
住
ま
い
方
に
関
わ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
，

次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(ｲ
) 家
族
の
安
全
や
快
適
さ
を
考
え
た
住
空
間
に
つ
い
て
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。

○
２
段
階

Ｂ
　
衣
食
住
の
生
活

オ
　
住
居
の
基
本
的
な
機
能
と
快
適
で
安
全
な
住
ま
い
方

(ｲ
) 家
族
の
安
全
や
快
適
さ
を
考
え
た
住
空
間
の
整
え
方
に
つ
い
て
考
え
，
工
夫
す
る

こ
と
。

第
４

章
　

総
合

的
な

探
究

の
時

間
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
目
標
，
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
並
び
に
指
導
計

画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
第
４
章
に
示
す
も
の
に

準
ず
る
ほ
か
，
次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

１
　
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
発
達
の
段
階
等
を
十
分
考
慮
し
，
学
習
活
動
が
効
果
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

２
　
体
験
活
動
に
当
た
っ
て
は
，
安
全
と
保
健
に
留
意
す
る
と
と
も
に
，
学
習
活
動
に
応
じ

て
，
中
学
部
又
は
中
学
校
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
，
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
及
び

共
同
学
習
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

３
　
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
，
探
究
的

な
学
習
を
行
う
場
合
に
は
，
知
的
障
害
の
あ
る
生
徒
の
学
習
上
の
特
性
と
し
て
，
学
習
に

よ
っ
て
得
た
知
識
や
技
能
が
断
片
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
，
各
教
科
等
の

学
習
で
培
わ
れ
た
資
質
・
能
力
を
総
合
的
に
関
連
付
け
な
が
ら
，
具
体
的
に
指
導
内
容
を

設
定
し
，
生
徒
が
自
ら
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

第
５

章
　

特
別

活
動

 
特
別
活
動
の
目
標
，
各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
並
び
に
指
導
計
画
の
作
成
と
内

容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
第
５
章
に
示
す
も
の
に
準
ず
る
ほ
か
，

次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
生
徒
の
少
人
数
か
ら
く
る
種
々
の
制
約
を
解
消

し
，
積
極
的
な
集
団
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

２
　
生
徒
の
経
験
を
広
め
て
積
極
的
な
態
度
を
養
い
，
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た

め
に
，
集
団
活
動
を
通
し
て
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
及
び
共
同
学
習
を
行
っ
た
り
，

地
域
の
人
々
な
ど
と
活
動
を
共
に
し
た
り
す
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

そ
の
際
，
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
特
性
等
を
考
慮
し
て
，
活
動
の
種
類
や
時
期
，
実
施

方
法
等
を
適
切
に
定
め
る
こ
と
。

３
　
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
，
内
容
の

指
導
に
当
た
っ
て
は
，
個
々
の
生
徒
の
知
的
障
害
の
状
態
，
生
活
年
齢
，
学
習
状
況
及
び

経
験
等
に
応
じ
て
，
適
切
に
指
導
の
重
点
を
定
め
，
具
体
的
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
。

㋒
　
雨
の
降
り
方
に
よ
っ
て
，
流
れ
る
水
の
速
さ
や
量
は
変
わ
り
，
増
水
に
よ
り

土
地
の
様
子
が
大
き
く
変
化
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
天
気
の
変
化

(ｱ
) 次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
初
歩
的
な
技
能

を
身
に
付
け
る
こ
と
。

㋐
　
天
気
の
変
化
は
、
雲
の
量
や
動
き
と
関
係
が
あ
る
こ
と
。

㋑
　
天
気
の
変
化
は
，
映
像
な
ど
の
気
象
情
報
を
用
い
て
予
想
で
き
る
こ
と
。

(3
) 内
容
の
取
扱
い

ウ
　
(2
)の
「
Ｂ
地
球
・
自
然
」
の
ア
の
「
流
れ
る
水
の
働
き
と
土
地
の
変
化
」
の
(ｱ
)の

㋒
に
つ
い
て
は
，
自
然
災
害
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
。

エ
　
(2
)の
「
Ｂ
地
球
・
自
然
」
の
イ
の
「
天
気
の
変
化
」
の
(ｱ
)の
㋑
に
つ
い
て
は
，
台

風
の
進
路
に
よ
る
天
気
の
変
化
や
台
風
と
降
雨
と
の
関
係
及
び
そ
れ
に
伴
う
自
然
災

害
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
。

○
２
段
階

ア
　
土
地
の
つ
く
り
と
変
化

(ｱ
) 次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
初
歩
的
な
技
能
を

身
に
付
け
る
こ
と
。

㋒
　
土
地
は
，
火
山
の
噴
火
や
地
震
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
。

(3
) 内
容
の
取
扱
い

ウ
　
(2
)の
「
Ｂ
地
球
・
自
然
」
の
ア
の
「
土
地
の
つ
く
り
と
変
化
」
に
つ
い
て
は
，
次
の

と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

(ｲ
) (
ｱ)
の
㋒
に
つ
い
て
は
，
自
然
災
害
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
。

〔
保
健
体
育
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容

○
１
段
階

⑵
　
内
容

Ｉ
　
保
健
健
康
・
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。

ア
　
心
身
の
発
育
・
発
達
，
傷
害
の
防
止
及
び
疾
病
の
予
防
等
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
健

康
で
安
全
な
個
人
生
活
を
営
む
た
め
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

イ
　
健
康
・
安
全
に
関
わ
る
自
他
の
課
題
を
発
見
し
，
そ
の
解
決
の
た
め
の
方
策
を
工
夫
し

た
り
，
仲
間
と
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
。

○
２
段
階

Ｉ
　
保
健
健
康
・
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。

ア
　
心
身
の
発
育
・
発
達
，
傷
害
の
防
止
及
び
疾
病
の
予
防
等
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
，
健
康
で
安
全
な
個
人
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
目
的
に
応
じ
た
技
能
を
身

に
付
け
る
こ
と
。

イ
　
健
康
・
安
全
に
関
わ
る
自
他
の
課
題
を
発
見
し
，
よ
り
よ
い
解
決
の
た
め
に
仲
間
と
思

考
し
判
断
し
た
こ
と
を
，
目
的
や
状
況
に
応
じ
て
他
者
に
伝
え
る
こ
と
。

〔
家
　
庭
〕

２
　
各
段
階
の
目
標
及
び
内
容
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以
上
の
内
容
に
加
え
，
下
記
の
要
点
に
あ
る
よ
う
な
取
組
が
全
国
で
推
進
さ
れ
る
よ
う
，
都

道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
及
び
都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
域
内
の
市
区
町
村
教
育
委

員
会
，
所
管
又
は
所
轄
の
学
校
（
専
修
学
校
を
含
む
。）
及
び
学
校
法
人
等
に
対
し
て
，
附
属

学
校
及
び
専
修
学
校
を
置
く
国
立
大
学
法
人
担
当
課
に
お
い
て
は
，
管
下
の
附
属
学
校
及
び
専

修
学
校
に
対
し
て
周
知
を
図
る
と
と
も
に
，
学
校
安
全
の
向
上
に
向
け
た
取
組
に
尽
力
願
い

ま
す
。

記
１
　
今
後
の
学
校
安
全
の
推
進
の
方
向
性
と
し
て
，
目
指
す
べ
き
姿
や
施
策
目
標
に
基
づ
き
，

具
体
的
な
取
組
を
推
進
す
る
。

２
　
全
て
の
学
校
に
お
い
て
学
校
安
全
計
画
及
び
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
・
改
善
を
行

う
。
ま
た
，
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
，
学
校
安
全
の
中
核
と
な
る
教
職
員
を
中
心

と
し
た
組
織
的
な
学
校
安
全
体
制
を
構
築
す
る
。

３
　
教
員
の
養
成
・
研
修
の
充
実
に
よ
る
教
員
の
資
質
向
上
，
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
踏
ま

え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
に
よ
る
，
系
統
的
・
体
系
的
な
安
全
教
育
を

推
進
す
る
。

４
　
外
部
の
専
門
家
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
安
全
点
検
の
徹
底
や
，
事
故
等
の
未
然
防
止
や

発
生
後
の
調
査
・
検
証
，
再
発
防
止
の
た
め
の
取
組
の
改
善
・
充
実
を
一
連
の
サ
イ
ク
ル
と

し
て
実
施
し
，
学
校
安
全
に
関
す
る
PD
CA
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

５
　
第
１
次
計
画
策
定
後
の
新
た
な
安
全
上
の
課
題
（
SN
S，
爆
破
予
告
，
テ
ロ
対
策
等
）
へ

の
対
応
や
，
家
庭
，
地
域
，
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

○
第

２
次

学
校

安
全

の
推

進
に

関
す

る
計

画
に

つ
い

て
【

通
知

】

（平
29

.３
.31

　
２

８
文

科
初

第
１

８
７

８
号

　
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
長

か
ら

各
都

道
府

県
教

育
委

員
会

教
育

長
、

各
指

定
都

市
教

育
委

員
会

教
育

長
、

各
都

道
府

県
知

事
、

各
指

定
都

市
市

長
、

各
国

公
私

立
大

学
長

、
各

国
公

私
立

高
等

専
門

学
校

長
殿

、
大

学
を

設
置

す
る

各
地

方
公

共
団

体
の

長
、

各
公

立
大

学
法

人
の

理
事

長
、

独
立

行
政

法
人

国
立

高
等

専
門

学
校

機
構

理
事

長
、

大
学

又
は

高
等

専
門

学
校

を
設

置
す

る
各

学
校

法
人

の
理

事
長

、
大

学
を

設
置

す
る

各
学

校
設

置
会

社
の

代
表

取
締

役
、

放
送

大
学

学
園

理
事

長
あ

て
　

通
知

）
こ
の
た
び
，
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
「
第
２
次
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
」（
以

下
「
第
２
次
計
画
」
と
い
う
。）
が
，
平
成
２
９
年
３
月
２
４
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
，
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
計
画
は
，
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
，
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
方
向
性
と

具
体
的
な
方
策
を
示
す
も
の
で
，
第
１
次
計
画
期
間
（
平
成
２
４
〜
２
８
年
度
）
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
，
中
央
教
育
審
議
会
の
審
議
を
踏
ま
え
て
，
新
た
な
５
年
間
の
計
画
と
し
て
策
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

第
１
次
計
画
期
間
中
に
は
，
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
，
児
童
生
徒
等
が
自
ら
の
命

を
守
る
た
め
に
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
，

実
践
的
な
安
全
教
育
の
推
進
と
と
も
に
，
通
学
中
の
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
の
防
止
の
た
め
の

安
全
点
検
や
見
守
り
活
動
等
，
各
種
の
安
全
上
の
課
題
に
応
じ
た
対
策
が
推
進
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
一
方
，
安
全
教
育
に
関
す
る
意
識
や
取
組
に
つ
い
て
は
，
地
域
や
学
校
，
教
職
員
に
よ
る
差

も
あ
り
，
取
組
が
十
分
と
は
言
え
な
い
地
域
や
学
校
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
，
学
校
保
健
安

全
法
に
よ
り
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
い
ま
だ
学
校
安
全
計
画
や
危

険
等
発
生
時
対
処
要
領
が
未
策
定
の
学
校
が
あ
る
こ
と
は
，
児
童
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
非
常
に
問
題
で
あ
り
，
直
ち
に
改
善
す
べ
き
課
題
で
す
。
未
策
定
の
学
校
に
は
，
法

の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
な
い
も
の
，
人
員
不
足
や
業
務
過
多
を
理
由
に
挙
げ
る
も
の
，
学
校
安

全
に
対
す
る
意
識
が
低
い
も
の
な
ど
が
あ
り
，
個
々
の
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
改
善
策
が
必
要

で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
，
国
立
及
び
公
立
の
学
校
に
対
し
て
は
，
設
置
者
の
責
任
と

し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
国
立
大
学
法
人
や
教
育
委
員
会
に
よ
る
支
援
・
指
導
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
，
私
立
学
校
に
対
し
て
は
，
未
策
定
の
学
校
の
多
く
が
幼
稚
園
を
含
む
私
立
学
校

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
教
育
委
員
会
と
私
立
学
校
主
管
課
の
連
携
の
下
，
各
学
校
へ
の
支
援
・
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。
策
定
促
進
に
当
た
っ
て
は
，
未
策
定
の
学
校
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の

開
催
や
，
未
策
定
理
由
に
応
じ
た
個
別
の
支
援
な
ど
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
，
適
切
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
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【
施
策
目
標
】

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
学
校
安
全
の
中
核
と
な

る
教
職
員
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
学
校
安
全
体
制
を
構
築
す
る
。

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
学
校
安
全
計
画
及
び
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
。

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
自
校
の
学
校
安
全
に
係
る
取
組
を
評
価
・
検
証
し
、
学
校
安

全
計
画
及
び
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
を
行
う
。

○
全
て
の
教
職
員
が
、
各
種
機
会
を
通
じ
て
、
各
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
必
要

に
応
じ
た
学
校
安
全
に
関
す
る
研
修
等
を
受
け
る
。

【
具
体
的
取
組
】

学
校
に
お
け
る
人
的
体
制
の
整
備
／
学
校
安
全
計
画
及
び
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
・
検
証
の
徹
底
／
学
校
安
全
に
関
す
る
教
職
員
の
研
修
及
び
教
員
養
成
の
充
実

（
２
）
安
全
に
関
す
る
教
育
の
充
実
方
策

全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
学
校
安
全
計
画
に
安
全
教
育
の
目
標
を
位
置
付
け
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
と
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
（
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
よ
り
、
系
統
的
・
体
系
的
で
実
践

的
な
安
全
教
育
を
実
施
す
る
。

【
施
策
目
標
】

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
安
全
教
育
を
実
施
す
る
。

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
自
校
の
安
全
教
育
の
充
実
の
観
点
か
ら
、
そ
の
取
組
を
評

価
・
検
証
し
、
学
校
安
全
計
画
（
安
全
管
理
、
研
修
等
の
組
織
活
動
を
含
む
）
の
改
善

を
行
う
。

【
具
体
的
取
組
】

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
確
立
を
通
じ
た
系
統
的
・
体
系
的
な
安
全
教
育

の
推
進
／
優
れ
た
取
組
の
普
及
を
通
じ
た
指
導
の
改
善
・
充
実
／
現
代
的
課
題
へ
の
対
応

第
２

次
学

校
安

全
の

推
進

に
関

す
る

計
画

【
概

要
】

Ⅰ
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
課
題

１
．
第
１
次
計
画
期
間
中
の
取
組

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
児
童
生
徒
等
が
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
を
育
成

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
実
践
的
な
安
全
教
育
が
推
進
さ
れ
た
。
ま
た
、

学
校
施
設
の
防
災
対
策
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
通
学
中
の
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
の

防
止
の
た
め
の
安
全
点
検
や
見
守
り
活
動
等
が
推
進
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
外
部
の
専
門
家
や

専
門
機
関
の
知
見
を
取
り
入
れ
、
一
層
の
取
組
改
善
を
行
う
と
い
っ
た
先
進
的
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

２
．
課
題
児
童
生
徒
等
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
被
害
や
交
通
事
故
等
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
児

童
生
徒
等
の
発
達
段
階
や
学
校
段
階
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
様
々
な
安
全
上
の
課
題
が
明
ら

か
と
な
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
児
童
生
徒
等
の
安
全
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
こ
の
た
め
、
児
童
生
徒
等
を
取
り
巻
く
多
様
な
危
険
を
的
確
に
捉
え
、
対
策
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
や
安
全
管
理
、
家
庭
・
地
域
と
の
連

携
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
地
域
間
・
学
校
間
・
教
職
員
間
に
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
解
消
し
、
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
質
の
高
い
学
校
安
全
の
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ⅱ
今
後
の
方
向
性

１
．
目
指
す
べ
き
姿

①
全
て
の
児
童
生
徒
等
が
、
安
全
に
関
す
る
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
す
。

②
学
校
管
理
下
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の
事
故
に
関
し
、
死
亡
事
故
の
発
生
件
数
に
つ
い
て

は
限
り
な
く
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
負
傷
・
疾
病
の
発
生
率
に
つ
い
て

は
障
害
や
重
度
の
負
傷
を
伴
う
事
故
を
中
心
に
減
少
傾
向
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

２
．
推
進
方
策

（
１
）
学
校
安
全
に
関
す
る
組
織
的
取
組
の
推
進

全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
学
校
安
全
の
中
核
と
な
る

教
職
員
を
中
心
と
し
て
、
組
織
的
な
取
組
を
的
確
に
行
え
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
全
て
の
教
職
員
が
、
各
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
た
学
校
安
全
に

関
す
る
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
。
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（
５
）
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
学
校
安
全
の
推
進

全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
に
係
る
体

制
を
構
築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
を
分
担
し
つ
つ
、
学
校
安
全
に
取
り
組
む
。

【
施
策
目
標
】

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
に
関
す
る
保
護
者
・
地
域
住
民
と
の
連

携
体
制
を
構
築
す
る
。

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
に
関
す
る
外
部
専
門
家
や
関
係
機
関
と

の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
。

【
具
体
的
取
組
】

家
庭
、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
の
推
進
／
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
安
全
対
策
の
推
進

（
３
）
学
校
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
充
実

安
全
対
策
の
観
点
か
ら
の
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
に
お
け
る
構

造
体
の
耐
震
化
の
完
了
に
向
け
て
、
早
急
に
対
策
を
実
施
す
る
。

【
施
策
目
標
】

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
耐
震
化
の
早
期
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、
緊
急
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
な
老
朽
化
対
策
等
の
安
全
対
策
を
実
施
す
る
。

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
、
非
常
時
の
安
全
に
関
わ
る
設
備
の
整

備
を
含
め
た
安
全
管
理
体
制
を
充
実
す
る
。

【
具
体
的
取
組
】

学
校
施
設
の
安
全
性
の
確
保
の
た
め
の
整
備
／
非
常
時
の
安
全
に
関
わ
る
設
備
の
整
備
充

実

（
４
）
学
校
安
全
に
関
す
る
PD
CA
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
通
じ
た
事
故
等
の
防
止

全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
外
部
の
専
門
家
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
安
全
点
検
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
事
故
等
の
未
然
防
止
や
発
生
後
の
調
査
・
検
証
、
再
発
防
止
の
た
め
の
取
組

の
改
善
・
充
実
を
一
連
の
サ
イ
ク
ル
（
PD
CA
サ
イ
ク
ル
）
と
し
て
実
施
す
る
。

【
施
策
目
標
】

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
定
期
的
に
学
校
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
を
行
う
と
と
も

に
、
三
領
域
（
生
活
安
全
・
災
害
安
全
・
交
通
安
全
）
全
て
の
観
点
か
ら
通
学
・
通
園

路
の
安
全
点
検
を
行
い
、
児
童
生
徒
等
の
学
校
生
活
環
境
の
改
善
を
行
う
。

○
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
学
校
管
理
下
に
お
け
る
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、「
学

校
事
故
対
応
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
く
調
査
を
行
う
。

【
具
体
的
取
組
】

学
校
に
お
け
る
安
全
点
検
／
学
校
管
理
下
に
お
い
て
発
生
し
た
事
故
等
の
検
証
と
再
発
防

止
等
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木　宮　敬　信	 常葉大学准教授

児　玉　大　祐	 東京都教育庁総務部教育政策担当課長

髙　塚　秀　和	 静岡県掛川市立大浜中学校教諭

瀧　川　　　猛	 千葉県立長生特別支援学校教頭

寺　本　　　充	 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会顧問

戸　田　芳　雄	 学校安全教育研究所代表（前東京女子体育大学教授）

長　岡　佳　孝	 山形県山形市立第十小学校長

西　岡　伸　紀	 兵庫教育大学大学院教授

藤　岡　達　也	 滋賀大学大学院教授

藤　田　大　輔	 大阪教育大学教授

松　井　謙　太	 新潟大学教育学部附属長岡小学校副校長

村　上　佳　司	 桃山学院教育大学客員教授

森　本　晋　也	 岩手大学大学院准教授

安　武　正太郎	 東京都教育庁総務部総務課障害者雇用支援員

◎渡　邉　正　樹	 東京学芸大学教授

〔原稿執筆協力者〕

十　一　元　三	 京都大学大学院教授

　なお、文部科学省においては、次の者が本資料の編集に当たった。

三　好　　　圭	 総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課長

安　彦　広　斉	 総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課安全教育推進室長

打　田　　　剛	 総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課安全教育推進室

	 	 	 室長補佐

吉　門　直　子	 総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課安全教育調査官

落　合　直　文	 総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課安全教育推進室

	 	 	 学校安全係長
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